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序

吉野ケ里追跡の発掘閥査は、エ菜団地計画に伴い昭和61年5月から実施しましたが、国内

最大の環壕秘落やJ-(lJi磁の発掘などにより、平成元年 2 月以来大いに注,~ されてきました。

その後の追跡を取り巻く状況は平成元年3「lの工業団地計画の中,1こ、翌2年と 3年の史跡・

特別史跡としての指定、 4年の国営公園化のISi議決定と急速な変化を遂げました。現在は国

営・県営の吉野ケ里歴史公園の早期1月園をめざし整備工事も進展しています。

このような状況の中で、当委員会としては平成元年度から文化庁の補助を受け、追跡の範

囲確認や内容解明のための確認講在を継続しています。このI/II、南閉丘硲やif銅器鋳造追栴、

北内郭跡の発見や北沿丘硲からの新たな甕棺硲と銅剣の発見など多くの成果をあげることが

できました。これらの閲在成果は歴史公園整備の重嬰な基礎資料として最大限に活用してい

ます。

平成元年度までの聞査の概嬰については、これまで数IHIの閾査概要報告書により公表して

いますが、本｛りは平成2年度から 7年度の6年間にわたる閲在についてその概要を記したも

のです。この発掘閥究によってI.II」.:した汽料や沿1在記録の整理 ・分析を進めているところで

すが、発掘閑査の進展と合わせ、吉野ケ里追跡の全容が明らかになるには、なお多くの歳月

を嬰します。

本書を学術臼料としてお役立ていただき、吉野ケ里追跡の今後の，翡在研究あるいは保存活

用に関して、適切なご指祁、ご助言を与えてくださいますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、剥究にあたり適切なご指専をいただいた文化庁はじめ諸先生方、な

らびに潤在に協力tヽ ただいた地元神埼町・ 三田川町・東脊振村当局、地権者の方々、発掘に

従事いただいた作業員の方々には衷心より惑謝1:J:1し上げます。

平成9年3月31El 

佐買県教育委員会

教宥長 Ill久保 i1f Iり1



例 言

I. 本l'fば佐買貼敦行委t'l会が国庫補助事業として平成元年度から実施している吉野ケ里追跡発拙潤査）II業の

うち、平成2年度から平成7年度に実施した発掘潤査の概要報告内である。

2. ,l1J'tは、佐釘県敦行委日会が主体となり、 三田川町・神埼町両牧存委U会の協力を付て実施した．潤村にあ

た っては文化,1、大学、県文化財保濾術議委n、その他各種機関の•.J/. 1"1家の指甜をr-1た 。

3. /ILi: 迅格の実測図作成は菜行に委託したほか、閥"l'tt:l・ 閾在補助n-作業Uがおこなった。また.Ill土追物
の実膳図作成は潤在n・作菜nがおこなった。
4. Ill土した遺情 ・迅物の写兵船影は聞rmがおこなったが、 n構の空中写兵については業者に委託した．
5. Ill」：迫物の整理や閲在記鉗類の整理は｀吉野ケ里追跡発掘濶査!II務所でおこなった。

6. u. 位切と印境でJIIいた古'fケ旦迅跡周辺遵跡分布図 (Fig.I)は、国J:地理院が発行した25.000分の 1の地
形図（「久留米西部」 r,~r,u r広涌J「佐代北部」）を使用した．
7. 本内の紺集は，~'l't月の協力を j\} て、

2. 

町人・字ffli•2721 番地

・SA…爛跡

・ SE・・・Jt-戸跡

・SP・・・t塙g.木棺袋

七田がおこなった．執策は、

・SB・・・掘立柱仕物跡

・SH…竪穴建物跡

V. おわりにを和島忠平が.IV. I. (2) 

の①，'r銅器鋳造関述追1/11を森田孝志がおこない、その他については平成8年度の潤査Uがおこなった。
8. 111:1: 迫物は. ft買県教行委日会文化財諜占野ケ坦迅跡班の古'fケ里）l'l跡発掘閲在事務所 ~842神埼郡三Ffllll

n 0952-52-9735)に保管している．

凡 例

I. 辺構については、潤在地区ごとに一述番号を付し、その前に追構の種別を示すアルフ ァベット2文字の略”

を祀した。迅構の植別は以下のとおりである．

・SC…箱式石棺袋

・SJ…甕棺紅

・ST・・・1a丘袋・ 古la・周溝g

・ S D・・・溝 -I~ 跡

・SK ... 土壊

・SX・.. ・・・1逍り迅構

なお｀将米広範囲に発掘漑在を計西している地区内の小規桟な関牡区においては、使'.il:J:潤行区毎の辺構番

サを付したものもある．

これまでに発掘潤介を実施した地区 （アルファペット 3文字は略分）は以下のとおりである。

・志波展六の坪乙地区(SRO)

・ぷ波届四の.tf!地区(SYD

• I与野ケ里丘陵地区C(GK)

・志i皮昂六の坪乙地区(SI(()

・志波届三の坪甲地区(SS1)

・aYfケ里地区(SYT)

・志波用五の坪地区(SG1)

・志波屈三の坪乙地区(SSO)

・Cll平二本よU木地区(fDN)

. ltl手一本熱＊地区(fDI)

3. 辺柑の法屈はmllt位、遺物の法ははanl!l位を釈叫として用いた．

4. 迅構分釘区Iや迅構実測図の北方位や座楳伯、本文中の方位の必現は．すぺて国土座楼（第D系）による．
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I. はじめに

吉,,が I¥迫跡は、佐打県神埼郡の神埼町・ 三fEI川町・東脊扱村にまたがる通称吉野ケ里Ii'.陵上に(i-在する弥生

,}代から近世にいたるまでの大規校な迅跡である．

発拙潤忙は、神埼］：菜団地計画に伴う1嘩滋査として1986(昭和61)年度から開始されたが．現地濶行の似終

段陪である1989(平成元）年の2月7、'1aにほぼ全貌が明らかになった弥生時代後期の人規校な環壕集治＇路や梵棺

絡地跡などが全国的に注目された． その後弥生時代•l•JV Iの大規模なlj'l斤．紺が割伍され、把vti餓付さ布柄細形銅剣

をはじめとする 5木の細形鉗剣や79個のガラス製管玉などが発見されたのを機に、同年GAの県議会で上業(ill)也

計西は北祁を残して中止され、迫跡は保uされることになった。平成2年5月の史跡指定（約22hal.翌年5月の
↑れ別火跡昇格を経て、平成4年10月には国営古野ケ里歴史公園 （約54ha)が151議決定され、県営歴史公園 （約

63ha)とともに．現在整備工事が開始されている．

平成元年4月から文化庁の補助により辺跡の範囲確認渭社や未潤在地区の内容把握のための、関立を紺絞して実

施している。平成元年度.2 年度の確認閲在で弥生時代後期の印壕船落の範囲が約40haの弥生時代最大級のJJ;ll~

集落跡であることが判明し、その後、段丘南部での南れ丘秘（仮祢）や廿銅器鋳造辺栴の確認、北項丘位の再潤

tによる新たな堕棺硲群と銅剣類の発拙、弥生時代後期の古野ケ里出落の中心的な空間と考えられる北内郭跡の

発掘など、頂要な迅構や迫物の発見が相次ぎ、 吉野ケ!lllrl跡のもつ内容がさらに明らかになってきつつある。ま

た．北内邪跡周辺での古tfl(横穴式石屯）や、妙法寺跡と考えられるrt,世寺院跡や中世城邪にi平う壕跡などの追

椙・追物も多く発掘されており弥生時代以外の時J11)の内容についても191らかになってきつつある。

符に弥生時代の状況については、関代の結米、絡落や苺地の変遷の内容．その内容から、多数の人々が史ftし

ていたこと、内部に祭祀空間を含む機能・附層の違いによる住み別けや施設群の柑造上の相違があったこと、f

工業的生il'iが早い段隋で確立されていたことなどが判明し、祁市的な様相を整え始めていたことが明らかになっ

てきた(I).

平成元年度に実施した確認閲在とエ菜団地計両に伴う潤．在については既に報告内などのによって、その内容を公

にしているが、本＂只では、平成 2年度から 7年腹にかけて実施した潤究の概疫を述ぺているが｀符に注目される

弥生P,?代•I澗の北ta丘紺の再潤在、弥生時代後期の北内邪跡の潤在、中世~f院妙法寺跡の閥在を主体にまとめて

いる．

なお。潤在の体制は、神埼町・ ニ：田川町の文化財専門貌,,各1名の派遺（県からの菜務委況契約、 3年度から

は三田川町のみ）による協)Jのもと｀佐買県教行委日会が屯体となっておこなった。/J11i.は文化財課吉野ケ且迅

跡保存対策,if(711'-疫以作は組綴改変により文化財課吉野ケ里辺跨班が実施）、経理については文化課庶務企画係

と対燎室（班）の管理1U当がおこなった。紺綜の内容については次貝に記した。

註

(I)建設行九州地方佳設局国営古野ケ里歴史公ll'llJ'.市事務所 「国営吉野ケ里歴史公l~建物等復元検討潤査報告l'lJ

1996年3月

(2) 佐買県枚'ff委 t'l会「吉野ケ里辺跡（佐買県神埼郡三m川町 ， 神埼町に所在する吉野ケ里辺跡の確認関仕報告~f)J

1983年3月

佐買県教ff委員会 「吉野ケ里追跡発掘濶査概報rJ 1993年7月

佐費倶敦行委糾会「吉Jfケ里氾跡発掘瀾脊概報Il」1994年2月
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佐買県教行委fl会「吉野ケ里（神埼工業団地計画に伴う埋蔵文化財発拙訊在概要報俎内）」 1992年3月

佐買県教育委日会「平成4年度 .5年度古野ケ里迅跡発掘閑査の概嬰—m丘鯰と北内郭跡を巾心として一 (I寸論）

吉野ケ捐這跡OO壕北沼の成立• 発展・解体J1994年1月

潤在糾織

1文化課l...、'II務局 ［文化財諜］．…潤在担当

諜長 武必佐久二 (2) 課長 轟島忠平 (2-8)総括

天本 栂 (3. 4) 参事 ＊下 巧 (6-8)

市丸利幸 (5・6) 諜長補佐 洒村貞幸 (2・3)

内田泰~(7 · 8) ぼ長補佐も含む） 藤口健二 (2)

参事 岩崎料IJI(3) 中牟Ell代治 (3-5)

森憎ー蘭 (4) 瀬戸町1哀 (4-6) 

佛坂勝男 (6-8) 田平・ 徳栄 (5-8)

諜此lllil左 岩崎糾19I(2} 深町 呂nl(7・8) 

森酌一朗 (2・3) 企画潤笠主在 納“ 敏雄 (2-8)企直lH当
佛J/え籾男 (4・5) 山口 .fll'J< (2・3) fl'理捐当

小川 久人 (4-6) 多々良一夫 (4・5)管理捐当

福山正廣 (7・8) 鷲崎 裕 (6-8)管理l1l当

庶務企画係長 ＊松 :kl久 (2-5) 主在 石III 誡 (2-4)特理m当
岩瀬茂生 (6-8) 藉原 芹 (5・6)'1'l'理捐当

じt 浜野泊子 (2-5) 朝長雅y.(7・8) i'f理捐当

小林宜洋 (2-、I) 文化財保護主11~ 白木肛宜 (2・3)企画捐当

鷲蛤投彦 (5-7) 細川 金也 (4) 企西捐当

古谷¥.f/1::美 (6) 指導屯事 副島 iE辺 (5・6)企西Ill当

久保信行 (7・8) 犬塚秀紀 (7) 企画捐当

主事 松瀬 弘 (2・3) 梅木 烈 (8) 企画揖当

池fll 学 (4-6) 

双窪逍代 (7・8) 企直潤整・I:、代 1:1±1 忠昭 (2-8)関査揖当

文化財保護主* 森田 孝 (2・3)潤li!U当

吉本健一 (4-8)関在捐当

指荘主事 田恥存己 (2-5)潤立捐当

原 直樹 (6-8)潤在揖当

〈黎務委託派遣関w.m三El]川町教f委U会れ野誠，，l(2-8)潤在揖当
神埼町敦f-1'委R会 桑原 ~ Ill! (2) 戯在捐当

［発掘作某mc平成8年度のみ）
秋古京子 ・ 池田栄子 ・ 石松澄子・ 11•東キヨノ ・ 伊東狂 • 江口啓子 ・栢方昭ニ ・紺方良美 ・小川ウク・小川J¥頂

子・金丸文江・Ml*優子・古買泊治・古賀辺江・坂ロサチ子・坂本llll子 ・（釦稜行子・寺田-Ill-{-.中鳥茂子 ・夏秋

政治・野.,.光代・野口孝子・羽田すま子・平尾ハルヨ• 平野三枝子• 福島忠穀 • 松本玉樹・御凶瑞枝・hll也久美

子 ・山騎ひとえ・山崎三＂（子 ・横尾政ー ・占I.EltJJ梵 ・ili原杉義
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ll. lilii'lとr.i境

吉野ケ里迫跡は、佐買駄の東部、神埼郡の神埼町と三田川町・束r,m村にまたがる通称古野ケ里丘陵（「志波

A・古'fケ里段印）のm部に位在する。辺跡は現行の行政区分では、神埼町大字志波屎（竹原地区） ・liil大字郎
（馬郎地区）、 三Ill/II町大字Ell手（吉野ケ里.[I]手地区）、東行扱村（辛上地区）に位収する。今同報侶する吉野ケ

里迅跡の各地区は大半が三田川町＊＊田手（古野ケill・Ell手地区）と一部神埼町大字紐（馬郡地区）に位itする．

佐釘平野の東部にあたる三没甚郡中原町から佐代市にかけての脊根山地南麗には、多くの洪i,世段丘が発達し

て、大9卜の段丘が11』禎部から南部の肥沃な沖積平野へ舌状に延ひ’ており、このような自然印況が佐r~平'f棗部地

域の特徴となっている。この地域は、棋内でも符に迅跡の密集するところとして知られており、旧石笞時代から

中・近I!!までの旧跡が多数付在している。以下、 三秀店郡西部の中原町・上峰町・ 三根町以l!!i、佐代郡大和町以

東の地域について記す．

IEI石器時代の迅跡は、山麓祁や段丘J:にその存在が確認されているが｀本格的な潤査が実施された例は少なく．

表面採兆か後Jltの遺栴などに況在したものが発兄される例が多い。中似町姫方迅跡からは礫器やナイフ形fi,岱が、

后1町9「i船辺跡や束脊根村山古柑迫跡などからナイフ形石器が奮吉野ケ里迫跡でもナイフ形石笞をす：体とする石硲

群が多く Ill-!:している。また．数少ない本格的な閑在例である神埼町船塚迂跡からは2層にわたる文化附から既

群が確認され｀ナイフ形石答や台形石硲・泊1片尖頭器などがIll:!:している。特に、瀬戸内系石器群のIUJ:は峡味

深く．当地域におけるIE!石器文化の様相を窺うことができる．

縄文時代は.IEI石笞時代と伺様に山麓部や段丘上に追跡が傭認されており、その数も削/JIしている。り1峨文土

器のI.I.\土で学史的に名名な東R扱村戦島ケ谷這跡をはじめ、 •l•~;l町香Fil (早期・晩閉） 、 神埼町船塚 c •,t . 1iim1、

晩191)・I非1志波屋六本松（早期、後期） ・伺志液民一の坪（早期）、 Jim振村タケ里（後期）. {生T-lili金立1/11拓

(!i'• · 前1り後期） ・同久保泉丸山 （早期一晩期） ・同鉛熊（晩期）など多くの追跡で確認されている。これらの

内、晩Mに存在する久保泉丸山這跡や行田追跡では支石硲群が検1Jlされ、吉野ケ且氾跡周辺では晩期の集落跡と

考えられる神埼llf).11,郡、 三flllllllrr±I手二本松、東行根村浦田など平野に面した追跡で多数の土笞片が発掘されて

おり、この地域における弥生文化生成の実態が191らかになる日も近いと考えられる。

弥生時代になると迅跡の数は急培し、その分布も南部の沖積平野まで広がるようになる．近年の関業碁盤整備

事業などの開発にi平い平野部の潤在が憎加した結果、段丘上のみならず平野部の状況が明らかになった。1i/f関1の

辺跡は町面、東存担村西石勁・同松b;i,神Jが町切畑、 古Jfケ虫など段丘」；や山説部に立地するものの他.1i雑1#1に

南部三角州地滞の千代田町 I:黒井・同詫田西分などの貝塚を含む集落群が形成されたことが明らかになっている．

,,. 期以降、集落の範囲はさらに拡大し数も苔しく憎J』1する.J: 昨町り］通や東脊版村三i'Mll'l・l,';J横田など甜l:W

品をもった弥生時代松地が従来から知られていたが、近年の大型l月発に伴う讃在の増加により、山麓部や段[i:」;

の中ぶ(II「姫tm • 后l胃［南・叩；！古買三木谷、J:峰町船石南 ・同一本谷、東脊振村下石動・同タケ昆、吉野ケ軋

神Jf;jllf的.Ii和味 ・即11'!.f、佐釦lift琶原 ・同村砥＊などの集落跡が｀叩；（町姫方．船石・船石南、 J:蛙町と東

脊扱村にまたがる二塚山、西石動｀束行振村石動四本松、古野ケ里、神埼町花浦・ 同志波屈六本松 ・『J,;i/1[(北な

どから秘地跡が発掘されている。また、平Jf部においても神埼町利田柳 ・I司荒堅E1、詫Ill洒分 ・同姉、 三根町本

分・同天佳寺ftj島旧跡、さらには弥生時代終末期を中心とした甜富町毯貨椛現堂 ・ 岡村•t•1り追跡などの閲れによ

・り、弥生時代集落立地の南下を示した。

このような多数の遺跡の中には、先に挙げたりJ通や五本谷・ ニ塚山・横Ill・ 三i1l永Ell、東脊樹村石動四本松・

三III川町の目達原桜馬場・ 1司吉野ケ里北JI!丘硲などから派式鋭、 w銅製や鉄製の武沼・武沿形祭器装身具など
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Fig.1吉野ヶ里遺跡周辺遺跡分布図
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の重要な遺物がI.II土している．これに加えて西石動や姉、佐買市様の木 ・1司鍋屈本村南．大和町惣座、吉野ケ児

遺跡からは切期のものを含む銀剣・鉗矛・銅父の鎖型などが出土している。これらは当地牧が国内において・,'t銅

器製作が開始されたことを示し、弥生時代l.'f銅器の生産,~,閣に頂要な沢料を提供した.~ かな関菜生産を碁盤と

した先進的な金屈器文化が花IJIIいていたことを示している．

これら弥生時代の数多くの集落や墓地跡の潤査成果は、水稲稲作を甚盤として各種の手工業的生殺をおこない

人口密秘地として発展したこの地岐の特徴を示したが， 一つの地域をめぐる集落群や硲地群の構造や格発、ある

いは相互の布機的な関係を窺い知る臼料として頂要である．

古墳時代では、犯落追跡としては三田川町下中杖．束存振村タケ里 ・同浦Ill・I司瀬ノ尾編神埼町志波粒六本

松・ 同馬郡などで確認されており、 J/l猿と しては東存様村西一本杉の旧藝、五本谷の方形周溝蒻群． 吉野ケ里の

前方後方形墳禁や方形周沿1,~群、佐竹市銚子塚前方後f']Jt.l、三田川町と上峠町・東行保村にまたがる目達原古Jtl

群（前方後円項 7 店 ・ 円h'H 碁以上）、神埼町伊勢塚~ii方後円ttl、中原町姫方前方後円旧などの古J(Iが築造される。

山麗部では中原町山口.J: 峰町谷渡・ r;l)屋形fiil・ 届I鋲西山南麓、 神J組町猿獄 ・花iili古Jfl群などの古項群が形成さ

れる．「古事記jゃr絞日本紀j「国造本紀」にみえる目遠原古墳群を営んだと考えられる筑紫米多IJil造、「日本l'I
紀Jにみえる¥Jtl¥は主．「綬日本紀Jにみえる9鉗嘉むなどの牽族や布力農民層の動向が窺い知れる。

奈良時代には律令国家の成立に伴い、この地域の内中原町・J:鯰町・ 三根町は三根郡 (tit令時代初期には神J紆

郡に屈する）、現神埼郡と佐賀市の南部の一部は神埼郡．大和町｀佐竹市の大半は佐嘉郡の範囲に含まれた。 大~I

町には旧庁跡．困分寺• 国分尼寺跡などが存在し、その面には東西方向の駅踏跡が存在する。この駅路跡は大和

町から吉野ケ里遺跡を経て中h,!町までの約17tm区間に痕跡をとどめており、 数箇所で発掘蹟在が実施されている．

吉野ケ里遵跡や西に接する神埼町中園・同志波屋二の坪遺跡などの潤在で．企画的に配誼された多数の掘立柱紐

物跡群や井戸跡群が発揺され．木簡や温也土器や箆描き土器（「神埼厨」など）などの文字沢料．帯金l↓などが出

土するなど、神埼郡家などの{(,在が忠起される。この時代の集落跡も幾つか確認されているが.J: 峠町塔の塚廃

寺、東脊娠村辛」こ廃寺などの寺院跡は呼名である．

平安時代には690町の勅后lllから発展した 「神埼荘」と呼ばれる院領荘園が神埼郡域の大部分を占めるようにな

ったと推定される． 多数の中園の越州窯廿磁や白磁・総釉肉笞•新難のi'i銅笞· 木製，構鞍などをIll土した三田川

町下中杖遺跡、木簡や緑釉凶笞などを111土した神J自町荒堅1お迅跡などか知られているが．他にも古野ケ里迅跡な

ど平安時代から中世にかけての輪入関磁器を出土する辺跡が数多く存在しており｀対中旧買易拠点の一つとして

の神埼荘の性格を窮わせている。

中世になると武士陪級が実霞的支配権を確立したと考えられ、 小山塊上の山城跡や山城麗の館跡、平野部には

環湊館跡などが多数存在しており、”福寺城視の神Jい町城原二本谷追跡や9司町姉川城などのように発掘潤在によ

ってその内容が明らかになったものも存在する。また、吉野ケ里迫跡内には娃治4. 弘安元 (1278)年、元寇の

院に勅顛祈祷寺として創建されたとされるEll手川左序の東妙寺より20年前の正嘉2(1258)年創建とされる妙法

寺（尼寺）跡が存在している。

以上のようにこの地域は縄文時代晩関（弥生時代早期）以降、農業と金屈器などの先進文化をいち早く摂取

し発展させたものと考えられる。吉野ケ里遺跡が立地する佐釘平野東部地域が長期間にわたり政泊的 ，軍事（（,Jに

頂咬な位収を占めた背僚には、水稲耕作に適した気候と広大な肥沃な土地や、南に国内外に開かれた11明海をも

つなどの有利な地理的条件が少なからず影響しているものと考えられる。
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m. 瀾企の方法

古野ケ里迫跡のは広大な範囲の遺跡であるが、その内約22haは平成2年5月198に史跡、翌3年5月28Aにn
別史跡に指定され、また、その周辺の約28haは県史跡としてlU文化財保護密謙会の笞中を受け｀買収とともに指

定を進めている。従ってこれら指定地内の埋蔵文化財は恒久的に保護されるものであり。埋蔵文化財の戯査と言

えども、保頷 ・保存という点に注意を払いながら実施している．

遺跡・遺構のもつ情報は、現状の謂査ではその一部しか把握できないものと認訟し．将来の発掘技術や科学分

析などの追歩に対応するため、遺構を完全には発掘しないで埋土を残しておくように努めている。しかし、この

ような方法をとった場合の弊害も多い。古野ヶ坦迫跡の全体像の把段を目的としている潤在であり、個々の遺構

の詳細の把梃、またそれらの集合体である遺跡全体の把担については、完全に発掘しない限り困蘊を極める。現

在進められている国営・ 惧営吉野ケ里歴史公園の迫I/If復元などの整偏計画の笥定にあたり、その根拠を完全に説

明できないのが現状である．しかし、歴史公園開園後において、それまでの調五分析の成果をまとめ、 tl的をDJI

確にした自mの計酉やガ法などを立案し、本格的かつ綿密な発掘潤査を公開しながらおこなう必要がある。発掘
現場の公開については、歴史公園の甚本計画にもうたわれている．

なお｀潤在に関する指導については、文化庁記念物課はじめ佐賀惧文化財保護密議委n、潤査内容に追詣の深
い専門家などに依顆している。

瀾在終了後の追構の埋め戻しについては、当初其砂土によって発掘された遺構が閑れる程度埋め、その後讀査

開始時に除去していた表土によって完全に埋め戻していたが、検証のための再潤査の際に、兵砂土と遺構面との

間に界面が生じ斜而などにおいてはズレが生じるなどして遺構をf易つけた部分が確認されたり、再潤査の既に辺

構の投面に埋もれた状態の真砂土の除去に困難を極めるため、近年では、元米遺構を投っていた表土をそのまま

埋め戻すことにしている。

I. 頷在の種類と法的な手続き會費用負揖など

(!)遺跡の内容把提及び歴史公園整備計画策定の投競沢料を得るための関査

M*lt•Jには凩小限の発揺（破壊）によって、ある程度の成果を得る方法で閲丘方法をとっている。

法的には特別史跡指定地内の潤がについては、文化財保護法第65条に基づいて｀文化庁長w宛て現状変更刷い
を提出し、許可され次第閲脊を開始し、終（次筍埋め戻してIEI状に復元している。また、指定地以外の埋蔵文化

財包蔵地を発掘する場合でも．整偏工事計画等によって遺構が損傷しない限り、同様な潤脊方法をとっており

文化財保護法箱98条の 2 に基づいて、文化庁長u~て埋蔵文化財発掘濶脊通知苔を提出している．この種の躙査

については）i本的に文化庁の補助金事業としておこなっている。

これらの発掘潤査によって出土した遺物については、遺構を完全に発掘しないため、すべては取り上げないが，

遺構の年代を知る資料や塊め戻した場合将来mtuや劣化の •1能性がある資料については取り J-.げ、吉野ケ里遺跡

発擬閲査11!務所に保管し整理をおこなっている。ただし、頂要文化財等に指定された汽料については、現在佐n
県立博物館で保管し、展示などに活用している。/JI土し収り上げた遺物は、その年度の末に文化財保讀法第98条

の3に基づき、所轄の神埼誓察署に埋蔵文化財発兄通知を提出している。

(2)歴史公園整紺工事で破壊される遺構の潤究

史跡指定地内においては、整偏のために遺構を破演することはないが會焦指定地破において橋梁や使益施設建

設などの要囚で、記録保存のための発掘讚査を尖施する場合は、遺構を完全に発掘し記鉗として保存している。

この場合も文化財保護法筍98条の2に碁づいて、文化庁長官宛て埋蔵文化財発掘潤在通知団を提出している。こ

-6-



の種の渭在については基本的には旧営区域については仕設省からの受託事業として．県営区域については県のuり
発部局からのJli配当事業としておこなう予定である。

また、出J:した辺物はすぺて取り上げ．古野ケ旦遺跡発掘潤充事務所に保管し整理をおこなっているが、その

年度の末に文化財保設法第98条の3に碁づき、所轄の神埼苔衣笞に埋蔵文化財発見通知を提出している。

2. 発掘閥在の方法

実際の発掘潤在の方法については、潤在の目的を明確にした後潤在区を設定し、パックフォアなどの建設機械

によって表土を除去するが、小範趾の閑在の島合は人力のみで行う場合もある。その後の過構検Iiiや迅構発拙は

すぺて人力によるが．その手法は讃在区の広狭や目的によって巽なる．

(1)小範1ll1の潤究区の場合

環壌の述絞線を把沢する場合や、地形、上地の買収状況によって面積の狭い潤在区（大半が細長い潤在区）を

設定した場合は、潤査によって骰項される面積が少ないために検Illした遺栴の一部を完全に発掘し、検Ill追構の

写其揖影と実測、堆禎状況の土局図作成などをおこない発掘枡報を記録する場合もある。また環壕跡などの述紐

線の確認の閃は路線のみを確認し掘り下げしない場合が多い• I立はの測只は原l(IJ(r1には国土Bir.:!に移づいている．

(2)広範1!i1の潤査区の場合

狭い潤査区では遺跡の内容が掴めないと判断した場合、広範1ll1な発掘潤在を実施するが、表土除去の後．特に

閲壕跡や竪穴建物跡、大型の柱穴、土濱などの遺情については完全に発掘するのではなく．最小限の潤査（破頃）

で最大限の成果をあげられるよう努力している。例えば閑壕跡の発掘の場合、他の這梢と同様平面的に迫構の検

Illをおこない、遺情分布岱1を作成して、閃壕防の要所嬰所に1祈ilii観察のための トレ ンチを設定し、閃壕の術面形

態や深さ、内部の埋土や土沿などの堆租状況を記録し．遺物を層位的に取り上げるにとどめている。

潤社区はすべて国土庄標によって測駄し.,, 在区内部の遺構も座襟によって図面上に記すことができるように

し。検証するためのjli発掘にあたっても容品にその位!'lがわかるようにしている。

写兵船影は、 35mm版と4X 5inch版 （またはプローニー版）のカメラを用い、モノクロームネガフィルムとカ

ラーポジフィルム（場合によってはカラーネガフィルム）に掛影している。 また広範1ll1の~fi区については、某

者に委託してバルーンによる空中写真揖彩をおこなっている。辺椙実測は｀閥在区位切図は縮尺 500分の 1、追栴

配は図は縮尺 100分の 1、辺柑実測図は縮尺20分のl.迫物のIll土状況などは縮尺10分の 1でおこなっているが、

作業t'l(実測要目）や潤在貝、あるいは埋蔵文化財の測拭朝"I業がこ委託しておこなっている。

Uは湛9物の整理は占,r-ケ里迅跡発掘綱充m務所でおこなっているが、洗浄 (i'i銅岱・鉄器などの特殊な追物に
ついては餡びfiiとしなど）の後、註記、核合、復元を施し、実il11をおこなっている。追物実測は.JI; 本的にbi!寸

で、甕棺など大型のものについては縮尺2分の 1あるいは3分の 1でおこなっている．

3. 潤在中の遺跡 ，遺物の公開

現在、仮整偏の段階で公開している復元集硲周辺における発掘潤査についてば、兄学路や案内板などを設け．

｝ピ学者に対し積極的に公開しながらおこなっている。また．頂吸な迅情や迅物が出土した場合には、参Wしやす

い休日などを選び、発掘現場において現場説明会を、殿示立において遺物の特別殷示会などをおこなっている。

発掘状況と整偏された復元兆落の両者を見学することによって．文化財についての理解が進むものと考えられ、

将来にわたって発掘,,,の迅跡公開を絹続する必要がある。
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IV. 躙在の成果

I. 潤査の年度別の概要

平成元年度からの吉野ケ里遺跡発掘躙査は、 平成元年度に l02箇所の潤査区を設けて実施した後、平成2年度か

ら7年度末までに 12A箇所の讚査区 （第 103濶在区～第 226潤査区）を設定して実施した。なお、前回の報告（佐

費！しし文化財潤査報告tり第 100集「吉野ケ里遺跡j1990年3月）で1-89潤査区の概要については述ぺているので、

本打では掲載することができなかった第90-102閾査区についても今回加えて報告する．

(I)平成元年度の潤五

第90-102潤•在区では．平成元年度までの潤査で明らかになっていた南内郭西方外閃壕外側（吉野ケ里地区V区）

の店床れ庫と考えられる掘立柱建物跡群の範囲を確認する謂究をおこなった。 トレンチ讀在ではあったが．弥生

時代の竪穴住店跡11碁以上とともに弥生時代後期から終末期と考えられる掘立柱娃物跡5碁以上を確認し、潟床

店庫と考えられる掘立柱建物跡群の範囲を．収り合えず外環壕の外側から段丘裾部までの約 2.2haと推定すること

ができた。また、この注物群の南側では急な傾斜の蕗ち込みが確認され、あるいは段丘斜面を切り落すなどの地

形の改変をおこなっていた可能性も考えられる。いずれにせよ、将来の面的な潤査が望まれた。

(2)平成2年段の講査

聞壕集落のftiと東への広がりを確認するための潤査をおこない、明確な外環壕の延長部分を確認するに至らな

かった中で、南内郭跡南束方の田手JII左岸（杉籠遺跡 ・田手遺跡ほか）と右岸（古野ケ里丘駿地区II区）の段丘

裾部を巡る らしい溝跡を検出した。持に右岸部分では弥生時代中期から後期と考えられる溝の外側（東側）に土

塁が残イハしており、内側には斜めに穿たれた逆淡木状の杭群の跡と考えられる小穴群が多数確認された。この壕

跡を、段丘西を巡る外環壕の延長線と考えた場合の閃壕によって囲まれた区域の面積は.il:t; 床倉庫と考えられる

南内郭跡西の掘立柱建物跡群（約2.2ha)を含めて、約40haとなった。

また、未潤査区の確認讀査にも一部符手し、 JR長崎本線北の南部段丘上（田手一本黙木地区I区）において

北Jilli躾と同様のエ法で弥生吋代中期前半に築かれた項丘募状の盛土遺構（南れ丘絡）や、平成元年度に一部確

認していた廿銅器鋳造に関わる土濱状の遺構（田手二本黒＊地区旧区）を潤査した。

(3)平成3年度の潤査

南内郭跡南東部の閲壕集落への主たる出入口と考えた地区（吉野ケ里丘陵地区II区）の潤査や、南内郭すぐ酎

（同地区）の甕棺g群などを躙査を実施した。南内祁跡東（吉野ケ里丘陵地区皿区）に沿って列を成していた甕棺

茎群がこの地区で新たに検出した弥生時代中期を中心とする約100甚以上の甕棺秘の給域で終了していることが判

明した。また甕棺経群の中に新たに掘削された弥生時代後期の1曇跡からは小形製鋭などが発見された。

(4)平成4年度の潤五

特別史跡内でこれまで未潤査だった県道吉田詑線の北に接する地区（吉野ケ里丘陵地区W区、工業団地計画に

伴う発掘讃在で明らかになっていた県逍南の環壕区西跡ー後の南内郭跡と区別するために北内郭跡と呼ぶ）と、

平成元年に一部潤在を実施し 7基の甕棺墓とともに銅剣5点亀ガラス符玉79点などを出土した北頃丘摂（吉Jfケ

里丘陵地区V区）の再調査を実施した．
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北内郭地区では北半部を主に潤究し、 2頂の閃壕（内壕.•I姐）によ って囲まれた弥生時代後期の環壕区画跡

（北内郭跡）を検出した。このi.11負区画の全体像を把握するため、南半部にはトレンチを設定して潤査した。その

結果、 2重の閲壕はA字形に近い平面形をしていることが判明した。その他にも横穴式石室をもつヽ Jヽfllltl、平安

時代から中世にかけてのg群、中世の壕跡などが発見され、多くの土器とともにl'f銅製武器形祭器（中広形銅父）

や鉄器などが出土した。また北頃丘暮の調査では新たに弥生時代中旧の甕棺菰7基を発掘し、内部から銅剣3点

を発見した。

(5)平成5年度の関査

北内郭跡の綱査を継絞するとともに． 北項丘慕と北内邪跡の間（吉野ケ里丘陵地区V区）および北頃Ii認の北

東に位沢し、 平成元年に秘壊のみ検出し埋め戻しておいた梵棺騒地の潤査を実施した。また．屈丘硲束に位れす

る大型の土濱についても内容確認のための関査を実施した．

北内郭跡の潤査では、平面A字形に巡る二頂の環壕による区画の全域と、その内外で多くの竪穴紐物跡や掘立

柱注物跡群などを検出した。閲壕区画内部で3flllX3間（約12.Sm四方）、径40cm-50cmの柱16本を用いた大型

の述物跡を発見するなど、北内郭跡の建物配ばや変還、構造など、北内祁の全貌が明らかになった。また．甕棺

砧地の潤在では．それぞれの慕域を構成している甕柁経を主体とするJl'I慕の配訂や変遷などが明らかになり、巾

期の古い2碁の複棺店の棺内から多数の縫い合わせた部分を含む多数の絹布片などが出：l:した。また.in丘硲束

の大型土濱からは中期,,頓以作の長期間にわたる多数の土器などが出土し.Jjlli, 募周辺での長期にわたる祭祀行

為の存在を想起させた。また、北JAli墓南の甕棺認地の北部では、北項丘墓と関係が深いと考えられる弥生時代

後期の掘立柱建物跡を確認した．

(6)平成6年度の潤在

遺跡南部の状況を把姐するために南内郭跡南および南東部一帯（古野ケ里丘陵地区¥I区）の渭在を実施した．

所内郭跡南一帯からは弥生時代前期の環壕の一部、出入口（陸ffi)をもつものを含む中Jりの大規校な濠跡や、区

画と考えられる後期の沿路や、竪穴住届跡・掘立柱建物跡 ・ 貯蔵穴跡・甕棺墓• 土壕墓など、中世の壕跡などが

発見された。また南東の谷部 （吉野ケ里丘陵地区¥I区）では、弥生時代の人工的な谷が、その束の水田部からは

中・近世の溝跡や井戸跡 ・拙立柱建物跡などを確認した．

また、北内郭跡北西約80m(吉野ケ里丘陵地区D区）に位訂する外環壕跡北西の斜面の潤究を攻施した。斜面

下では多数の小穴群や土凛、弥生時代中期の甕棺絡や後期と考えられる石笠土濱葛などを確認した。小穴群は外

覆壕の方向あるいは斜面裾の方向に帯状に分布していることから、防御のための逆茂木状の施設が存在していた

可能性もある。この部分の外環壕は、中期から後期初頭にかけての甕棺慕群を壊して掘削されていることが昭村l

62年度の発揺潤在で明らかになっていたが、この甕棺秘群の分布範llllが数は少ないものの斜而~Fの浮分まで達し

ていることが確認された．

(7)平成7年度の潤査

7 年度後半頃から、国営歴史公I~の造成工事が開始される計画であったため、北項丘猿周辺（；男野ケ里丘陵地

区V区）や北内郭周辺（吉野ケ毘丘陳地区VI区）の補足濶在、南部の外環壕出入口（田手二本焦木地区II区）の

潤査を実施した。また南部未ill査地区においてまとまった土地の買収が終了したため｀段丘上の妙法寺跡の一部

-9-



Tab. I 吉野ケ里這麟発編躙査漏査区一覧汲
（平成 2-7年度、元年度の第90-102潤在区も含む）

昌nR書り 地区名 讚~lfiiiM (m'l 員玉年景 王 な 遺 構 主な遣物 蝙 if 

90 吉JIケり！地区喉 27 元 件生・..ll穴 ほ氏倉庫n
91 ” 

． 145 令 弥生•••畠立tt也晏l\42 'I'安？••井FLLFL ” 
92 疇 ． 85 9生"~髪i'l1til即Jい；甲Ill(畠IOI員ヽL!I:いかる） 鎗

古靖・・量立!ti!掬防I(第1磁在区にかかる）

93 籍

＾ 
79 . 件生"'竪'i(住跡2,!; 墳"'竪穴達檜粉2 ” 

94 “ 曇 紡

＾ 
件生…竪1((£1!1精I ． 

95 ． ． 59 り 作生…緊）.（住居鯰I ． 

96 壽 ． 71 疇 う生…竪穴m祁...樋立It達籍精2 ＊ 

97 ． ． 75 • 件生..,tt穴 ． 

98 “ 24 ， ＃生・・・U穴．惰昴はR丘切り福し ＊ 

99 ” . 29 ” 作生..., げc.m!llrmauiり存し ” 
100 ． 

＂ 12 ＊ 古填・・樋立amt肱I(第位潤l'lli(のものと闘） ” 
IOI ． ． 30 . 作生•••竪穴It居甘I. 羅立1t追檜141 件生•••石l,Jl"I. le榊I

＾ （第”属査区のものと印 古靖..竪(f郎跡I

102 ” ． ， ” 
103 ~1/H幽畝 VIiii! 16 2 体生..・漏償壻？） 餅I

11)4 ． 彎 18 ． う生・・濤 (II!虐？）翔I

105 ． ． IS ＊ 弥生•••溝ぼ！壕？ ） 耕I

106 ． 50 

＇` 

弥生...洞(II!壕？） 鵡I.lt1( 

107 ． ＊ ？ ヽ 件生...溝（閃壕？）筋I 件生•••石'i!IT3. 1i閃約11軍1

108 UJり夏 によ包定I!) 44 ＊ 

109 ・ ← ¥11郎 ） 131 ， 
110 • C ． ） 36 ． 

111 ． (I靖直旭区） 66 令 弥生・・・消跡2 外ll1鳩の,of饒代あり

112 ．に＊腹1l.l 80 ＊ 

113 • ! ． ） 23 . 
114 . ( ） 30 ． 
115 . ( , 34 ． 

116 嗚 (lj鳥建区） 16 ,~ 清俯I

117 ~Ifケ宵浅郎 VII区 68 ＊ が生・..小穴

118 ＊ ． 25 ． 

119 ． ． ね ゆ 件生・・・消餅1.ll穴.~ 吹 n丘H謬
I勾 ~If•! 鴎姻VI瞑 52 ． 中世・・汎格2・l!P熊I,J: 壕I ． 

121 ． ． 82 ＂ 巾世,... 汎跡2.1吹 件生・..l!ltlfi剣OJっ先．土弾I ． 

l2'l ． ． 38 . 清1,11.土塁鯖.ll: 灼：-1,u11出籾6算1..f:匹 し

123 ＂問 If.(ユ杉謝印 20 ゃ l'lri.111昂

124 • I ） 80 “ 件生•••石斜1 早安..,fi昴I 外閃鳩の•I筐住あり

125 . ( ） 30 ” 
126 . ( l 96 . 
127 . ( ． ） 56 ． 

128 • I . I 7'I ． 
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●絹!n Jt 区名 綱/!iii積 （吋）員J'f年裏 主 な 追 讚 主な 遺物 偏 号

129 今 (・) 34 ゎ

130 ＊ (・) 66 ,. 

131 研 ,'I'.雌亀i!Vlll! 103 “ 紅-.!-RI~固杯虹I

132 甜 9引潰赳!VI区 337 令 ll,t-1信駆，頃ll• .1.11.11112. 影咀暉I.(till! 訊I

133 日にほ桟gVI瞑 179 ． ~t-.+r.n 逆茂人叫kff

134 ＊ ． 30 令 紅～絃9魯 逆茂木状l,tll

1お “ ． 179 ” i1--i濱JI 逆戊＊状ltll

136 Illに杖槌IIVI瞑 8 . 中t・・・日I! l1・・・11悧ill

137 ” ． 6 ^~ 五世..郎1

138 鱗 ． 3 蛉 亨＇一員鳥

139 籍 ． ＄ 紅,,,631'1

140 liff,!lill.l!IK Vil区 6 ” 引!-骨島1

l•l ” ． ， ” 
142 目fー糾晨木J!ll.II! 54 ヽ U-·il応， i犯 侑1じ歎ltK恥~II!あり） ~1··1i菖I

143 IBf: 本鷹柑匝 Ill区 6 “ れ•••紐I

1•4 IBヤ＊置謝!I区 7 ” 紅"'鵡I.!亀l

145 ． ， 
＾ 
虻...鵡i,,J,R

146 ． ． 2 “ ~1消肩1. +R

147 ． ． 35 ” ti! ~t .. ・611. +覧...~ 舅U品lnllll 丘ヽ晨鵡員（藷屠rnt 

148 . ． 41 . U-1肉tK~l.tl! 9生..,6aT1. 611. 6●I ” 

149 • ． ” 
． 紅...雄闘1.tHI肱lll、L鯰籾I u, .. rrt1 . 11f~R印i.llll ． 

150 蝙 ． 47 ” 駐遵嘘謹t 帷一土亀l 111・・・ 際Utllr.-? ＊ 

1$1 ” 23 . i!lll.111 . 
1$2 鯖 ． 144 . 紅•鳳紐II郡nヽ帷•••加 う1.・...l:Jl.!i≫MU!U幽 I ． 
1$:1 層 ． 19 ” 11 .. ・lfl:IJft. G~'ft 611、 ＊ 

"拓節ヽぅ1小F.!.ltl

1$4 Illに mは I氾 “ !t-1・・ 鵡1,Ul帽噸l.#晴l 紅 →鵡員債i后，Ill¥',It I積1'1銅召綺沿関連遺ii

t ~GtI、!IIHI.U6Hii I. m+i. 
とRI.!ill 

1お IBMl(C:: 托邸］ 60 ． 9生和lll!
1祁 ． （・） 30 ゃ 令覧・…州渭I

157 • l • ) 15 ” ~f:· 却111

158 血晴 r—復＊遂 32 々 紅··•6aT1

1$9 lilfJII(に祁践囚 161 ” U"lill. 上項11.Ul.紐I JR船樟・代籾,,貞

160 ． Ill員足困 5 ” 
161 (. I 6 • 
162 （・） s “ 
163 (. I 5 “ 
164 (.  , 4 ” 
165 （・） 5 鼻ヽ

I的 (.  , 5 今9
lo/ &If-本員碑瞑 20 ． 鵡I.ill 
168 ＊ 13 ” 訊I
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員州i奮り 地区名 震査iii績(rrf)舅忙年員 主 な 遺 講 主な 遺籍 饂 考

169 ill!t.lW!i VII区 577 3 9を遭信IIIA..頃訟鳳I.珈 ..I.I細 n .. 小 ,Uiil.At片

170 ． VIJK 30 ” 帷—鵡1 官fャ咀訟1,菖位直

171 • VII区 289 ． 111- •11111 n-訊I 帽1~訊I

172 ” 
． 146 ” 

173 ． ． 33 ． 111-小RJ急呻 Ml)

174 鼻 ． 21 ” うし小穴nll血雌l
175 ＊ . 20 “ 帷••負肝 (Iりii

176 轟 4 ” 
in ” ． 6 ” 
178 "lilf, 畏雌躯嘔 4,320 ヽ 舷-Iii.±晨I.□ !Ill. 影遭阻11.U:Iぼ疇、“ ”・・集舅(I酎濯輯） 北内郭跡北牛瓢・

5 
も島嵯^屯11,.t.111
ff—'ii- ill. J.11 11魯ば璽Ill員直初1r1と~,fAl 柑↑祁ー昂

179 ＊ ． 1,95-0 Iヽ n-111111."虞9具釘!1>7U~I !11・・ 鵞雌Ill.令副場舅I,II漬 北丘菖再舅査

后慎I.!il杞虹fl （全ii)

180 ＂量H學且H 69 ” 灼：r• 耀 ＂！鼠り 辛l.1>>111頁

181 ~11,, 匹邸咽 8、80 4 lit・・ 叙璽針牒遵尉檜染這t(1粗.1遵1!瞑駆戯.!Iml勁l!.臥いい訳~) . lit-員•刈1•直麟11·l!·・船1i:il・ヤ・令U叫>叩t •»·rfl• 北内界騎!iiiむ.a杞
5 
tt甜.. -量4il魯l閥.・il胃応婚l吐眉・晨尉l!樟夏llt..叫1,1A&ilii!．埠.．鵡±`．翡鴎9

［随は1!1したIIJ墨
予皮-~l.. ·l~Hn子・ Ii

＂昂1袷•mi含じ）

182 “ ” 1.886 5 紐舟配遵出l. lll駆rilU.f紀昌l叫. 11~1111 At~ む証塁itiの置信畠n

Ill f安埠Ii

183 ． ． 810 ＊ 9胃賣→iから＂！望＂壮 罪 樵!ill成頸む贔

184 鳥 ． 1.173 . 紅・・111直 .i.llJ,litnilll “片.0. と9託載l (籟~I.At.I む駈血，，劃11ft

185 紐,1血駆VII区 517 6 u~1籟,. 影道曲．夏H違珈.Iii訳舅.I自13.

切生"tlfi碑lifi:l6Tfl.1IO.6l!i船11o斧1.i1J（・拉l濯.61鵡話fi駆1・渭っ鼠.ll研,61証,I. . • • ±Ill 會1.. ,1111,、1111

ilfl. fiHIJ 
186 ． 轟 413 令 lit- •· 諏歎i韻氣し “腹籍咄龍鳴 M-6:!T6. 613. ttill. lliU. 

帷→蒻1.±菖II 1'! 

187 ＊ ． 978 令 骸遭尉，訊臆瓢 紐ヽ藷り鵡，E訟鵞
tt・・・U鷹6¥!lil.6T71tt,、.t訊E尉雌;,，~f冒沢l、16it算釦● II. . 611 

帽→傭I
釦I.

188 ． 
‘’ 572 ． 釈t-8(心 舅I.息が遠鵠I.士爾 llt-61~ 員ti

帷～暑i樹皿lUX頃． 夏El

189 ． ． 174 ＂ 帽-lt!ll!lil!J~x膚｝ 紅••胆．罷閉摂9阜I.
190 ． ． 41 ” U-llllll 

191 “ ． 179 • 紅-Wl!.fi彰 ，置註細，ti靭帷...llll !11 .. ・lil!TI. ftヤりヽ,ti.liHl 
192 ． ． 46 鱒 紅•遭翡1. 帽..lfll・i.4 虹...園1:if· •叫 I.

193 “ 
． 56 ． らI舟祀遺 M-lill.1111 

194 • ． 267 ~ り紅"'鵡1.Uttl!Ml. lili. 相渭I 計：：乱T'-..1~雌,i,±Ill 

195 tlf社駈員謝gII区 12 ， 
JOO . ． 78 ， 紅..,~Jlllli. 2ヽIi.ti It喝悧情I

197 轟 ． 42 

＇ 198 ． ． 28 7 t1-I漬鴻I

199 ． ． 17 ” 
200 ． ． 29 ． 虹...紐．影tit蒻I
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llft!U 地 区名 舅t面積 (m')員If年覆

201 ” “ 115 7 

202 ＊ ． 233 . 
幻3 “ ~1& 的 ” 
204 鼻~ ＊ 98 ＊ 

205 123 ” 
206 ． . 32 ” 
207 “ ． 43 “ 

208 ＊ 

＾ 
81 今

209 ． ． 84 ” 
210 ． . 46 ” 
211 ” 

． 161 ” 
今

212 ” ． 35 蛉

213 ” VI区 '1:13 ” 
214 ＊ 

＂ 
13 

＾ 215 ・ VJ!X 171 “ 

216 ． 

＂ 
17 • 

217 ． ． 7 ． 

218 ＊ ． ， ゃ
219 ． VI区 15 ” 
220 IB}-,1:J駐謝lI区 邸2 ゃ

221 IBt: 本墨桟I!n区 452 ” 

222 IB手-,Ml!I!I岨 263 ． 

223 ． 鼻 331 ” 
224 IB手こ本且れ枢 Ill区 23 “ 
225 ” . 21 ” 
226 “ Ill 18 ” 

主 な 遺 構

!11 .. tlill 

切：・・・UIJ

~1-· 鵡I.±Ill. 舷ll阻駆叶屯遺蒻1

~t .. , 鵡I,影磁屑印がト繁沼t居鼻I

~t-· 峠11.iヽII

~1-1筐駁謹吐嶋1 中@-·Ml

1:1.・・U(り川）Ill. 貫邊（収）島M鳩1.2員15

埠4釈出蒻：

!11-・ 彫惰1中IIJIII.置腹闊

~1-KI韮,u.. 鵡I
9を昂嶋［初Jt)剛．影道眉菖I

,1-•! 暉訊I

it--i間I.四 Ill

紅ー農達 （會!Ill!!

紅舟釦遺2

¢魯量追liill.#暉I.四 Ult.鵬？

紅C"'-~ 叩 ）lli.1111 (M惰）＆人［膚I,影閥Ill.I濯

心 L鬱R眩・飲AJA帷....暉

t1-H UI島）鳥1'it-碩 ・t頸

lit遭“遠鵠會l・"iUII

111如

!11潤 I

n如

-13-

主な 遺物

外生···lf?•~•il

u .. , 賛研I,11611. 61樟B
llt-・・11賢研I

~1- 61til. 6酎捐fl.Ifり雌

I, fil!TI. fi■U. ffl. Jll 

~1- H.Ai . fA璽.I.員;fl員・

臼I.馴．磁｛鰈).印．＊＇

f.1-lll<・llt'JIHJ・lll.l 

•1111 

9岳直互し・tt'i!-・・liJI

偏

” 

外環漬lttAl'.1跡

北内紐

中世寺絞妙法寺跡

外聞頃出人Cl紗



とそえられる部分 (l]JT'-*!.l¥木地IKIIメ）と段丘1沿i端直の段丘郎の水Fil部 (Ell手一本!U,t、地IKU ti.)の潤在を

実施した。

北叩印＆周辺では、 111rcMの i¾i西に 1;1.収する外閃頃の出人り口（伐屈）部が確認され、 1/l[r位の北Iiには弥生

時代•l•J~hi~'I'-の翌1',l.l:店跡群や古,n時代 (6世紀）の竪穴ll居跡群が．州や北洒方には一般の翌棺硲群が分布し
ていることが判191した。北内祁跡周辺では. •I• 壕の北東側のJ磁の南東への延長線の確認などをおこなったが｀こ

の部分で•(•J~に突II',部が{(-在し．その内側に掘立柱建物跳が存在することが,,1らかになった。妙法寺路推定地で

は(J!.J!ij消や掘v.lt.ill物跡群、井戸跡などを発掘し、 1ボ（発・輪入の困磁器などを得た。面部の外閑）aの11¥人りn部

の油tでは特殊な構近の/J',入りl二9跡を確認し.1/11辺からは弥生時代iii/期の竪穴住届跡や平安時代の・It-戸跡群を確

認した。段Ii作i瑞西の水III部では、畝状の1,恥まりと沿状追構が交互に南北ガ向に設けられた1卜1りの水Ill状迫構を

蹴認した．この俎構の直下に木沿などの梢物性の迅物を多数包含する弥生時代の附が什在し． 一部 l、レンチ滋在

を実施して 1:)(1の確認をおこなった際に、大型の柱や臥返しなどが/JU:.した。なおこの地区の潤J'iは8年度に本

格的に実施した．

以 F.'V-成2年度以粋に実施した、関在の概咲を．範圃確認潤仕北t(l1:r.硲、北内郭跡、妙法寺跡．その他の，刹

代に分けて述ぺることにする。

2. ;¥11(fの成采

(1)印JQ!Jl落の範囲l確品潤丘

平成元年度の潤在によって、後期の閲壕船落の西1ll1の範囲はほば確品できたものの、束側についてはイ;191のま

まであったため、斗成2年度には閃壕染始の東の範1111を確定するトレンチ潤代をおこなった．

① LDT・ 川束j➔!のり品at,111 • 鵡線Iii!辺（筍109 ・ 110 · 1 12-115· 12'J-130潤~IK)

閲代時は水Illとして,ltllllされていたところで．耕作土の下沿には細かい粒fの砂附が堆積し）也必ド3.0-3.Sm 

あたりで砂既附となる． 湧水がひどく濁在は深さ約 ヽIm までとしたが、何ら迫h~は確認されず、砂料や砂楳Mか

ら収減した弥生時代から中世にかけての土沼 ・陶磁器9ヤがII¥土した。-・舟はaJ手川の氾濫によって俎構が戟壊さ

れたか.11:1河辺であったものと芳えられた．

② Ill f・ 川東Ii墳i部（筍108·111· 1 16·155- 157 ·159-166,~:ft区）

,'iYfケ'I!段lr.1ti部がm手Illの東へ•)Ji り 111 した部分の北および東の水[fl部であるが、笥 11 1 ,WI在IX:では段丘に近い

祁分で弥生睛代の溝跡を確認したが. ~~ 方III手lllvり,~の第 103-107・122漑代区で確認された洞跡と述綬する可

能性があり．あるいは閃壕集箔の東を画する外閃壕とも考えられた． その他の潤在区でも耕作—t下部は砂~'1 とな

っており迅構は確認できなかったが、 JR線周辺の第 155・157潤¢区ではM紗層が確認され完形にちかい弥'I:」;

沿群がIll1: するなど、 IIlr・川の旧河逍に近い部分であり、 ,!/Yfケ里辺跡南部の東の）釘がと考えられた。 なお、 ,~,

ll34 l}1tiの第15Mthlえでは弥生時代,,,Jりの甕棺給などが確認され．迅路の南束の項がと考えられた．

RITl'f'川洒tilの南（勺邪跡,ti東地J,((初103-107・117-122・131・133-141・173・174潟t区）

IIIHIIそばの第 103-107,l'lhl>i. では輻約12mの東州方向の溝状の迅構が確認され．第 121· 122、~thlえでは東

膳で名しな箔ち込みが確認され、箔ち込みの下端から東約9.5mの位れで、杭で補帷された紺，14-5 mの I・.嬰状の辺

f情<,史{m0.6mlを検Illした。外日滋の延長部分とも考えられる。この地形の落ち込みの合Hftiにあたる第 131・
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13.1・134・173・ 174・119 ,l11'tl>(では糾めに穿たれた小穴群が多数発掘されたが、防繋Illの逆i必木状の杭肝と与

えられた，

(,t)段丘南沿部 (:.!¥142・144-146・158・167・168/l,1f枢．）

JR線と 1 ~1逍34号の間の平成 2 年度の三IIJJII町教廿委U会による滋代では、 r如丘1ti~り裾祁が確認され會弥'l,lll

代 •1• 191 と 考え られる掘立t£建物跡と考えられる記，⑭群が確認された。このため園近ttiに第 IS8i';¥1J't区を，f!けてふ1J't

したが．り切：P,ffしから中世の追物を多数合んだ湿地の包含肘が広がっていることが判明した。また、 JR線すぐ

北の第 142・144-146・167・168 .¥l'll't区でも、外環壕の延長と考えられる洞跡は確認できなかったため、閃壕瓜

iiiのmダ』はJR線と国近の1111付近 ・沿同氾南まで延びると考えられた。なお、辺跡fti西Jfl線すぐ北の第222,tl'l
(Elがの平成8If-駁の潤代で、 ~~4- S mの外閃壕の延長部分 ( Ill入口の陸俎あり）が発掘され｀当初の推定線よ

り州へ拡がることが判IYIした。

以上のことから/,lll~!IS硲の範1用は、平成元年度までのJ1fi.で明らかになった西側に/JIぇ．面ではJR lと•tJ.,t,:線

と,,,辺のIiり付近( -部IJ•I辺 1tiまで） から現(f.の田 f-l l lO) fif. j1•1で北”へ谷状に人り込み、段丘1ti東端 (;fl 159,11.rnl:<. 

付近）．さ らには北方の段liJl、f裾部を含む範11Jlと与えられる．県辺以北では環壕跡らしい迫情は全く確認できなか

ったが．現(f.のFEIT-HIの路線内IJIII(~.!if,!) あたりまでの範UJI と名えられる. mn11v!i序のft.ilAJ祁跡,ti東地区で確

認された消跡は外閲壕の,;r能性があり.1ii内邪跡西方の科床i↑I、11と考えられる掘立柱建物跳群の分,1;範圃約2.2ha

を/JIえた吉野ケ里辺跡閃燦北落の範[!IIは約40haと推定された。 しかし、 況在のHl'f·JIIの路線はl"irr.1¾i部で時期は

ィくIIJIであるが段丘を1月削したことは'"らかで、 II粒定される弥生時代の河近は第 155-157閲丘区が、ドすように.[l/./f.

の田T・!J¥裕が存{f.するffl'f-JII東'rj!Q)段丘を大さく圃んでいたものと行えられる。また、 ,t.11樅II跡,ti東の谷祁にIll

河辺が{f.lf.しなかったことは平成元年度の，~,fiでIJJ らかになっており、これまでに段Ii:東側で'"確に外閲壕と確

品できる氾措が検II',されていない現状を踏まえるとあるいはIEll!IHIIによって閑壕集落の東が両されていたnf

能性も考えられる。その場合の1f1iMば約44.Shaと考えられる。

(2) その他の~,tt

平成3年度以降はよ発掘地牧の内容解Iりlに1[(点を絞って，11在を実施した．後に述べる北Jtlfr.烙と北1勺郭跡．妙

法寺跡を除く各地区のtな滋在概嬰は以下のとおりである．

(!)i'i'鼻岱鋳氾I関述辺構 (Ill手.:.,1.)1.¥木地区Ill区、平成2年度潤i't)

平成元年段の確認潤．社で、段丘の南端近く（口Jf,一本焦木地Iメ'. IIメ．）に設定した第 7 品rn1Kから1•1内Ill I: 鉗.,(・

としては蚊占式の細形鉗矛の利を彫り込んだ鋳型がI.I.II: しまた．その北沿から北西約Smの位；れから北方1,,1に

設定した第11.ll,在区の南端から人型の」：凛の一部が検Illされ、弥'I,時代巾IVIM頭から1iiJ半の I:器とともに鉗塊や

焼 J鬼・炭化物などが11',土したので、平成2年度に一術の表土を餘去し、 第154潤代区を設け1rii的な確認潤任を実

庇した。

この迅構（第 154,l1J't区SK04cl: 墟）は、第 154,~i'il叉内では幅約 6 m、長さ約 8 mの長さで．深さは約 1.2m

-1.4mであり、 1+.iへわずかに傾斜して＼ヽる。I・. 城の北、東、西側の法1/iiは摺体状に附斜しており．東側には地Ill

を階段状に掘り込んだ部分があった。土塙の9禾lf1iには．貼り床ら しい赤出色土粘土塊の浪じった使褐色粘'L1上が

ZOcm-4訳mのJ•f さ堆積していた。 追構の北端近くには1径約60cmの柱穴があり 、 この土盛に 1:/.;lなどの I :部構辺

-11-



が存在していたiif能性もある。

J: 凛内のJ翌上からは弥生昨代ヽI•期初頭から前半にかけての弥生.I:器とともに多数の追物が出土した。 銅剣 ・銅

矛の鋳型9ヤ、 ,'I銅 （錫分が多いものも含まれる）／ヤ、鉱滓、炉険と考えられる焼土片、炭化＊、灰などの鎌辺関

述辺物の他に、鉗造鉄斧の競片を欣利用した塁やw銅製紫環頭をもつ鉄製刀子、翡翠の行玉や碧玉製の行玉 ・ガ
ラス製の,1ヽ 玉、壺形土岱の中に人った状態のイノシシ類の焼付などがある。迅物の概要については。先の概要報

告!'I(llf.t:IIQ教rr委い会「吉野ケ里 （神埼エ菜団地at西に伴う埋蔵文化財発掘潤が概要報告;ti)J 1992年3月）に
iじしているので行く。

このJ:県内において炉跡本体の確認はできなかったが、土濱床面の特殊な貼り床の状況や炉の破片と考えられ

る焼土塊、多数の焼±塊、炭化木、灰の出土などから 0 この土濃がけ鉗器錆辺に宜接関係する遺構である可能性

がきわめてつよいと目える。この土濱からIll土した追物や、第7潤立区Ill土の細形銅矛鋳型片や、仮称討ittl丘裕

に設けた第 147潤在区でm丘盛土を掘削した,j11!!の洞跡付近で,'I\上した絹矛の内型 <•I•了・）などは、ほぼ同時期の

鋳沼l関述氾物であり、将米広範囲の発掘潤l'tによって一~ifの状況をIf] らかにする必咲がある．

② 1tlll'I丘．秘 (lfl手一本Ml木地区l区、平成2年度潤i'i)

平成元年度の確認潤在で、上記の第 7潤在区に並行して東約5mの位i召に設定した第8渭在区のトレンチ壁面

に平成元年3月の渭忙で71iの甕棺硲が発掘され銅剣5本やガラス製管玉79偕などが出土した北Jtl丘絡の盛り土

と同様な椙築枝法で盛ったと考えられる土層を確認した、この潤．在区の東に後して南北約40数m、東西約30mの

屈まりとなっている畑地が存在するので、この丘の性格を1四りするために平成2年度に確認潤在を北施した．

潤在はJ(I丘状の丘のほぼ中央を起点としたトレンチを十字形に設定し、枯盤となっているローム附まで掘り下

げた．盛J:の状態や、盛土に掘り込まれた辺構、さらには碁盤に掲り込まれた辺枯などの検Ill.およびその年代

を潤在することにした。

閥在の結火、 トレンチで確認できた盛tの追存範囲は東西約45m.面北48m以上であり、盛土は最も堆Mして

いる部分で2.8mの屈さであった.i岱土の方法は、北頃Ir.硲と同様、基戟となっている黄出色系のローム附と当時

の必 I:と身えられる黒色系の土を堆積させ版築様 (15JJに小1.IJを幾つも築さながら全体を邸めるものとサえら

れる。

盛り 1:1こ掘り込まれた辺栴は、中世のものと考えられる溝（壕）とそえられるもの以外には、中心から北へJ/.iJ

かって設定した第149潤在区の中央やや北で検出した大型の土濱絡状の迅構のみであった。この土壌硲状の遺構は、

此さ2.57m.輻0.98m.深さ 0.9mの東西方向の.I:娯で、筵状に編んだ植物が敷かれた状態でIII土した。弥生P,H¥:

のものと巧えられる。

盛I:内からllHした；t器の大半は弥生時代巾IOUJJ頭から中期前半のものと考えられる。北の第 149潤在区の面溢

と1tiの第 1501閲立区の巾央からそれぞれl!Jと2碁の平面円形の竪穴住店跡の一部と考えられる弥生時代rjl)叩II頻

から前半にかけての迅構が検出され．また、州の第 151瀾忙区の東端からも •IりflMY!iのものと名えられる貯蔵穴跡

が検Illされているが、 1.1に第 149濶在区の辺構は埋土の堆積状況から一溶に埋め戻されたものと巧えられる．第

150、l1M.llO>辺構の往穴跡からは朝鮮半為系の粘土沿土器や牛角把手などが出土している．

これらのことから、このm丘状の丘は、北m丘給と同様、弥生時代•I•期初頭から前半までの竪穴1主Ii;などを一

学に埋め'if.て.,, 消liilf!I'.の内には築沼されていたものとみられる。盛土にl;IJり込まれた迅構のうち弥生時代のも

のと考えられるものは先の土城経状退構のみであり、虔棺笈などl!Jl確に墳必と汀える道格は未検/JIであり、近い
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Fig.4 吉野ヶ里遺跡南墳丘墓 • 青銅器鋳造関連遺構実測図
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将米11i曲れを実施して、 この媒土されたfr.の全体規根や構造、この斤．に伴う辺構などを'"らかにするとともに、

) (l?Jであるのかどうかについて確認する必要がある．

③ 1+.ill-J邪跡南1i・1tl束/j(;'『Yfケ ~Iぼ．陵地区 11 · 11区、平成 3 · 6 年度聞在）

平成3年度は，)JI.{£仮整伽し公開している巾内邪の南に桜する地区の段Ir.I-a根 I:の状況を知るために，~l'iを実

施した。l;,fケ里斤．陸地区II区の筍 169潤在区（約580m')では弥生時代の梵棺/:J118 (103?) Jf,、I'. 船ゆ2}~、

壕 ・溝跡5条、 ・I・.娯約20)店などを発掘した。

甕柁袋は弥生時代1litl91ポの金洵式期に出現（全体の約18%)し．中）9111)頻の城ノ越式JUI と 'i• l~hiiJ平の汲I ll人JOI

にll'l/AI(どちらも約37%)し、中）91巾ti!の須玖式間の確Kなものは IJ駅のみであった。成人川とヽ Iヽりし川の比叶｛は

成人川63%. Iヽヽ児11137%である。なお、複棺袋については岱城と棺内の埋 I:を完令に餘1,したものはなく．喪棺

のに,.ゑ部の破,..,,などを収り上げたに過ぎない。 J:炭給は 21.~確品したが、うち IJ~ には棺材の板のIH跡が残って

おり、木棺硲の i,f能性がたかし'• J(I硲にIfぅ:;¥II絆品などは111l: しなかったが、袋棺内から少1,tの人1:t片が1111:し

た。

弥生時代後期のSDlfi. 跡は、輻 l.3m-2.3,nで浙面は逆台形となっている..~1ft区の南沿成がりの1立社から北

へ約!Om区1111検Illしたが、北沿で迄切れている.Ill人り17などの施股と考えられるが、，閃在lメ:,Aiでは北側のl(.l跡
は確認できなかった。内部からは後JgJ後半を中心と した弥生．一I'.器群とともに、 小JfH方製鋭1点や鉄芯1点がIll上

した．

また．第 169潤在区の東および北東に設けた筍 171Jt在1区では弥生時代前期の溝跡（第 171、ll'lft区O)SDOI)や

•I• 世の溝跡（第 171潤ti.Iメ．のSD02)などが確認された．弥生時代1jif期の溝籾は、 一常は後世0)削平がひどく迅((,

状態が雌いが、輻0.6m-I.Omで. i登約13mの平,r,iドllfクに巡 っているようであり、この弧の北部の~_tiよりには輻

2.2mの堀り残しのIll人りに1部が存(f.する。断面形態はコ状に咽が立ち」：がっているが、おそらく術1f1iV'i'形の）a
O>li) f部の社に掘られた祁分だと考えられる．この溝跡の1tiおよび束への延長線は削平がひどく確，はできず、こ

の消跨が昭村163年度に約 150m区IHI発掘し、平成元年度にその延此線の行方を，¥l'lfiしたlllT・ニ本!.I休 ）也Ji(の段1,:/C:

根をUtlんで掘削された弥生時代前期の閑壕の北への延長部分に当たるものか、 ljl独に平l1ful1)形に掘削されたもの

かは,f-lJJであった．

平成6,, 浪＇は、先の第 169潤在区の南および束.f,fl東一{i}(古野ケ里Ii陵地区11区）の紺；1{/，~1在を実施し、弥,,,.

時代から •I•世にかけての迅構を多数確認した．

吉野ヶ里Ir.駿地区II区の第 190・191・192潤行区で、 lfl-f.-:本:I¥木地区の段Ir.尾根をWIんでJ~i削されたりか'I,時

代1i睛11月壕跡の東側壕の北への延長線 (SD1957) が確認された。 第 191閲在区の環壕跡周辺では弥生時代•l• JりH!J

頭から1iiJ半にかけての27枯の炎棺硲群が検Illされたが｀はとんどの甕柁がJ印壕跨に切り込んで貨まれていたり、

店猥が閲壕のhiと一致しているなど既に埋没していたll'!I磁の存/f.は、凶磁していたものと 身えられるe

r'iJfケ里丘陵地区II区と田手：：：本黒木地区l区付近に((-/f.する段Iiくびれ部（第 185・186/l11'fl,{)では、段fr.

をiti北に分術するような転4mtii/後、深さ 2.5m以上の断面逆台形の弥生時代•I渭1の大規校なI~跡 (S01801)を

検1llした。第 185:¥¥1在区の怜iilli覇では、この壕跡の掘り残して設けた、tiい1人り1コ跡が確認されたが、輻は 1.5m1iffl女

と狭い。 この壕跳とは別に第 187潤在区で確認された浙面逆台形の•I•期の壕跡 (S01836)も糾4ml前後と大規校

であるが、辺存していた深さは約I.Smであった。
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確認された前JOIから後IOIにかけての溝跡や閃壕跡に作う耗組による出人り口跡は、特にこの周辺に絡,,,してお

り．段丘くびれ部に東西から人り込んでいる谷が集沿中心部へ至る主要な通路であったものと考えられる。この

叫りの壕跡のiti方ではこれまでに中期の大きな給地は確認されておらず、北方には近接して占'fケ旦丘駿地区II

区第169潤在区の1ilf期から中期にかけての甕棺裕地、その北には古野ケ里丘陵地区m区の弥生時代中期の甕棺硲地、

さらに北方には大規校な甕棺玲地が営まれており｀この印壕は,,,期段陪において届住区と玲域とを区画する機能

をもっていたものと考えられる。

第185・ 186・187讃州区では、 輻約3m. 深さ約Imの浙面逆台形の清跡を含む弥生時代後期の沿・J嚢跡を数

条確品したが、 ~1来広域的な閲立を実施し。設けられたほ昧や内容などを明らかにする必要がある． 一帯からは

•l•Jりから後川にかけて0)竪穴ft居跡や掘立t:t建物跡を数iい確認したが~ 特に後期の辺構は他の地域に比ぺると

数・密度はともに少ない。積極的な土地利用がおこなわれていなかったのか、遺構として残りにくい施設が存在

したのか．また．広場として利mされたのかは、今後の周辺の1公城的な讃査によって判,,1するものと考えられる．
また、棗側くびれ部に設けた第 188関在区では、中世の氾栴群の下部で弥生時代中期にJ翌没した船23m以上で東方

ヘ訓＜谷の跡を確認した。周辺の潤査結果を考え合わせると人為的な谷とも考えられる。

-・ 術では弥11,時代以降のものとして •1•世の壕跡や掘立柱建物跡などを確認したが、この周辺は東妙寺や妙法寺、

h塔院などの中Ill以来の3寺院や、戟国時代以降の城郭などが展開した局所であり、これらに関述する遵栴であ

ることはf!IJ逸tヽ ない．

④北）J'Hi.M周辺（占野ケ出丘陵地区V区、平成5・7年度渭究）

平成5年度は、 4年度実施の北珀丘硲の再讃査を受けて、墳丘硲の南と北東に位杖する甕棺格を主体とする弥

生時代窮地および｝釦丘絡束に存在する大型土壊の閲在を実施した．この区域は昭和63年度の神埼エ菜団地計画に

11'う発掘閥がによって必 I:のみを除去し、甕棺経の分布状況と時期、大型土壕の存在の確認のみにとどめていた．

川丘硲南（第 182i潤在区）では、1.886mの濶在区内で、弥生時代の甕棺経227基、、祭祀土萩10数甚、掘立柱建

物跡3碁などを確認した。なお、喪棺硲については経城と棺内の埋土を完全に餘去したものは少なく．甕棺のロ

縁部の破片などを取り I:げたに迅ぎない。焚棺楳群は南北方向に4阻状に分布しており、中央部に !.2mllfJ後の辺状

の空白地が存(f.する.,;t, 生時代前期末の金海式期にIll現し. •I• 期中頃の須玖式期まで存絞している。各時期の数

の比半は、発掘の際の観察によると、金海式間が15%、城ノ越式間24%.汲田式閉39%.it! 玖式10)22%となって

おり北,n斤硲の埋拌終了時期とほぽ同時期に埋葬を終了している。成人mと小児mの比半については成人M約
91%、小児用約9%と、 小児用の占める割合が極めて小さい。この空間が猪地として利用され始めた金海式期の

漿棺紗群は幾つかのグループをなして特に中部から南部にかけて分布している力＼汲田式期になると先の通路状

の空白地の両側に沿って甕柁が分布している。須玖式期になると、この空白地と角度を違えるものや列から離れ

るものが多くなる。安棺内からは数体分の人1'tがIll土したのみで．副拌品など目立った迅物は,'ll土しなかった。

)0丘秘北東（筍 184潤在区）では、北区 (422ni)と南区 (75lm')を合わせて．袋棺岱 130碁、 ・I:渫騒1碁、

箱式石棺硲））店、祭祀土壊IJ~ などを確認した。なお、想棺笈については墓壌と棺内の埋：tを完全には除去して

おらず、棺1!りから俎物をIll」：した虔棺数基以外は．髪棺口絃部の破片などを取り上げたに過ぎない。北区と柑区

の北部とill部は、後世の畑開墾による削平がひどく．元米の甕棺絡分布は不明であるが.f悧区中部では甕棺媒群

が1至約30mの平面円形に分布していた可椛性がつよい。このような甕棺墓の円形配ii'iは、：L菜団地計画に伴う発

祉潤代でも数箇所で確認されており瑣丘秘に葬られたような特別な身分をもつ集団ではない一般的な身分の染
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団の中にも、集団給地の中で特別に区画された裕域をもったものが存在したことを示している。

北J(l(i経北東の両潤査区では、甕棺塞は弥生時代1iij期末の金海式期から城ノ越式間にかけての時期に出現し、

大方•l•JQJ中頃の須玖式期まで存絞している 。 各叶JIiiの数の比率は、発掘の際の観察によると、金海式JIil . 城ノ越

式Jl/15%に滴たず、汲田式期40%、須玖式期25%、,i,期後半の立岩式期と後期初頭の桜馬場式則がそれぞれ1碁

(1%未潟）となっており、 2基を除いて北項丘経のI携拌終了時期とほぼ同時期に埋葬を終Tしている。なお、成

人Illと小児用の比中は成人用71%、小児用29%である．

このPJ形砧域のほぼ中央に位il'.1すると考えられる隣合う 2¥の堕棺I,}(S J 1768・SJ 1777)の柁内から人1't

とともに多数の布片が出土した。SJ 1768甕棺給は中期ii•/半の汲田式期の褒棺を用いた成人秘で、下甕に収まっ

た人ft人付の胸の位沢から脳の位；aにかけて多数の統片が出土した。うち腹部から炭付近で縫い合わされた大き
な布片を発見した,S J 1777甕棺鯰は中期初頭の城ノ越式期の甕棺を用いた成人疫で、廂斜角度がつよいため人

什とともに布片も下甕下祁へずれ落ちていた．

この布9ヤは京邪工芸繊維大学の布目順郎名憶牧授の分析によって絹布であることが判明したが、縫い目をもつ

布9ヤの発見は頂要である.SJ 1768甕棺慕の2点はいずれも統い目を境にして経糸と緯糸の方向が逆（直交）に

なっており、 II/)らかに2枚の布を縫って繋げたものである。細かく観察すると．緯糸はほつれ易いため先端を三

つ折りしてかがり、他方の布の先燐付近の経糸と組合しているようである。身頃と袖の縫合祁分である可能性が

ある．なお、 SJ1777亮棺位も小）ヤではあるが縫い目のある紅l片がII.¥土している。

他の出土品としては、人竹や、麻製石剣の切っ先片と打製石鏃などがある..,, 期のSJ17401邑棺慈は棺内に人

件は辺存していなかったものの、府製石剣の切っ先片 1点と打製石鏃2点が棺経から11¥;l:しており、元来被葬打

の体内に剌さっていたものと推定される。闘地区のSJ 1716甕棺絡棺内からも打製石鏃 1点が出土した。

1(1丘媒束に存在する大型土攘の潤査は、迫構が存在する範囲の表土をすぺて除去し、さらにトレンチを設けて

全体の規桟や形態、時期などについて潤立した。潤在の結閑この土凛の規段は南北約53m.最大東西輻約13m

で、深さは2m以上迅存していた。この土壕の東西方向に8本のトレンチを設けて、深さや埋：I:・迅物の堆積状

況を潤立した。人為的に埋められた様子はなく、大屈の：I: 器などを含んで自然に堆積したものとみられた。

土器は弥生時代中）UI中頃以降の祭祀用のものを含み、後JIii後半の時期のものまでを含んでいる。北Jtlli象築追

以前は表面を讃っていた~I\色（暗褐色）表土の下層に．この:l,:県の壁で確認される出色系 ・黄色系・黄白色系な

どのローム附が堆桁していたものと考えられる。北川丘袋は前に悧臼したとおり、黒色（暗褐色）土や褐色系 ・

黄色系・黄白色系などのローム吊を積み上げて築造されているが、周辺でこの掘り上げられた土は確認されない

ので、この土廣掘削の主目的ぱおそらく頃丘盛土mの土の採掘ではなかったかと考えられる。北項斤．蒻の北を巡
る外J},'l壕周辺にも、外印壕掘削以前の東西約25m、itci北約16mの平面惰円形の大型土撰を確認しているが、この

土濱も盛土JIIの土の採掘跡であった可能性が応い。

平成7年度は．北墳丘猿の北方から西方にかけての確認，i,究を実施した。北項丘秘が((.在する段丘尾根の北斜

面に設けた第206i潤立区では弥生時代後期初頭の甕棺硲 1碁と土壌溢 1碁が．その北方の段Ii斜而から裾部に設け

た第203・204潤行区では弥生時代,,.期前半の竪穴住届跡15碁と古Ill時代 (6世紀）の竪穴(£駈跡 l基を検出した．

また、 t(l(i糾南西の第211潤在区では弥生時代後期の外環壕の/JI入り口部や、中期後半から後期初頭にかけての甕

棺蒻4碁、古項P,t代 (6世紀）の竪穴住居跡2碁などを、第 210潤在区では中期後半から後JUI初頭にかけての甕棺

経2甚を検出した．

~211潤れ区の外環J磁跡の潤査では、環壕跡の規楼がい大糾は 5.7m で、深さは1.85m辺存 していた。 出人り口
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と与えられる糾約6.5mの峠屈部を確認した．この陸屈準は．古'fケ出地区V区のiii内邪とil§JJの秘Iぷ(,tJ.llと与え

られるllii立柱建物群とを結ぶ外環壕の陸縞学と同様．印壕を斬面V字形に掘削した後、底の部分に木製樋管を設

沢して埋め戻し、通路としたらしいことを、 Jlll公跡埋：I: 下層の土層から判断した。 この1~14を東に渡ると。東追

したのち北へkll1tl1しJ{i丘位の南正面へ通じる底が平出な迅路状の溝へと通じる．

⑤南部外閃壕出人口周辺 （田手二本用木地区 u g第 22Ul1在(,(、平成 7 年度潤~)

昭.fll63年度の・u,;団地計画に伴う発掘潤在で~~線が確認されていた外環の出人り1-1跡の詳細な構辺を知るため

に、第221,}1査Ill'.を設けて~,~を実施した。その結果、弥生時代後期の外印壕2条とその間の掘り残しのII.¥人り1コ

CF烈II)部、弥生時代前期の竪穴住駐跡2枯と貯蔵穴跡5碁、平安峙代の井戸跡3ふ、主に弥't.昨代のものと芳え

られる柁穴群や小穴群などが確認された。

外I~壕出入り「I祁は、輻約7.0mの掘り残しの陸屈で、北Jfの南踏を西側へ.ffiJ足のf.ti端を東側へずらし、さら

に印J足の内側の平坦面を閃壕側へ突出させた極めて特殊な構造となっていた。:'l1在区内での閑壕の規校は船4m

1ii/i災で断面i形態はV字形を碁本としているが南部にいくに従って底面が'I'坦に近くなっている．、ド成7年度に

この閑t区の南端から1柘東約40mと60mの位れに設けたHI手＝＊黒木地区＂区の筍 2'bl・225潤在区で、この外閑

壕の1+.iへの延長部分を確認したが断面lfJは応広く平川な逆台形となっていることが判1,1し段丘褐邸から低地

の平Jt!i澤付近の地形変換J也克付近で、浙面形態に変化が生じていることを確認した。弥生時代前期後半の竪穴住

届跡2基 (SH268・SH276)はどちらも平ilii円形で、復元t名はそれぞれ4.3mと推定5.4mの規揆であるが、杖

方とも全域潤脊を実施していない。SH268竪穴9主店跡の内部には中央にが状の穴とその両側に小穴、その/lilllllを

主柱,'(が平1m11形に巡るが本数は不明である。 また、 •1~に沿って位践にも汲い穴が巡っているが、平1りの範囲で

7個存(f.する,S H276竪穴住居跡も周囲の双に沿って穴をもつ同様な携岱である．

また、平安時代のJヤ戸跡群を確認したことは、古野ケ出地区V区の高床介庫と考えられる掘立柱建物跡群の紐

,,, 地区内で昭和61年度の潤査などで確認された平安時代の井戸跡群とともに、 一,:;}の広範囲に平安時代の居ftl区

が存在していたことを示した。

出人り口跡南北の外閃壕の埋土中には後期前平から後半にかけての多数の弥生土器がHI.£していたが.Ill人り

口部付近では壺形上おの完全に近いものが多数を占めていた．出人りl:Jと深い関係をもって{I¥献された可能忙が

ある．また、これら」；笞群とともに冑鉗製鏃がIll土した。弥生時代のものとしては珍しい闊然形に近い形態であ

る。茎の一部が欠iりしている。現存長2.90cm、現仔J,!人・輻1.35cm、肛さ0.48cm.,rrさ2.0gである。

。くこ＞

゜Fig.10吉野ヶ里遺跡南部の外環壕出入口遺構分布図 ・銅鏃実測因
゜ .,. "・... T• · ., U O 
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2. 北Jilli硲

宙,iケ駐丘陵地区V区の北寄りの段丘上に存在するSTlOOlt/lli幕は、平成元年度と平成4年度の2回潤査を実

施した。 平成元年度は 7~の甕棺疫を発掘し、把頭飾付き:f-7柄銅剣をはじめとする細形銅剣5点.i'I銅製把頭飾

1点．ガラス製符玉79点．紺布片、被葬者2人の人1':tゃ旧の破片などが出土した。またこの時の関充で、 M丘

は南北40m-45m、東西30m弱の平面隅丸長方形か長方形の四隅を切り沼としたような形態で、エ法的には幾種

類かの土を版築状に盛り上げたことが判ll月し．応さも本来4.5m以上の大規楼なものであったと推測した。

(1)11構

平成4年度は、このIll丘秘の全容解明と将来の整紺のための打料をnるため閾在を実施した。閥在の結果、訴
たに 7!}; の甕棺店が発掘され、棺内より 3点の銅剣と1'l銅製把頭怖 l点、人竹片が111:tこしなさらに、 JffJi(fi部

の南北28m、東西18mの範圃は、中世の城郭造営により削り取られているらしいことと、昭和29・30年前後の畑

地開内などによって削平を受けていることが明らかになった。 しかし•項丘の規校は、 J{l丘盛土が残存している

範l!fjや、項丘I:部の平Ill面の埋沢された甕棺秘の位ill・残存状況から凌棺猪が分布している南北27m、東西15m

の残存Jfll:i:J.:の平而長方形の範1l11がほぼ珀丘上部の平Jtjf(jjと考えられる．また、盛土が{i在する範圃がiti北37.Sm、

東西25.So,の平面貶方形の部分であるので、 元来のin丘規模はかなり大きかったと考えられる．

IA斤．の迅・u状態がよかった大阪府JJI芙遵跡の珀ti法i面の傾斜角度などを参考にして、長辺側 (1fi~t) の法面を

約35・、短辺側（東1N)の法面を約30・と仮定してこの北1116:.I.tの規段を復元すれば、南北約46m、東西約27m

ということになる。J(IG・.の元来の1芯さについては.SJ 1005甕棺硲やSJ1009甕棺築のように辛うじて甕棺が遺

存する程疫までl'Jll平を受けていたので、甕棺給-・般の内棺が埋収されている深さ2"'1i1f後を．盛」：が残(fしてい

る証さ約2.Smに加え、般低約4.5mと惟定してtヽる．

暉棺築の分布

平成元年の潤在結果と削平状況などから、 tl'I丘硲内には14),砂以上の甕棺箔が存在したことになる。甕棺は．汲

＂式と ,11玖式（保,,_p;t代 •1•191前干から後半）のものである． 梵棺の器体の大半は昭和の開墾によ っ て」：半部（上

甕）を阪墳されたものが多く、内部にまで1月墾時の土が人り込んだものが多い。

珀丘店内ではもっとも古い汲田式期のSJ1006甕棺店を収り圃むようにlki次埋辞が行われているが、碁本的に

は、長方形と考えられるtl'lliの平面形の長輪あるいは短輪方向に埋れされている。最古のS.J 1006喪棺gと同様、

面北方向に埋訳された甕棺硲が古く、東洒方向に埋；,~l された甕棺硲が新しいといったij(向が窮える． 祈しい須玖

式期の祖棺経の埋枠の肖貯にも規制があったらしく．既ね南から逆時計1ii1りで埋枠が行われている．把頭飾付き

有柄銅食1をIII土したSJ1002甕棺給が、須玖式期のものの中では二番目に新しい形態の甕棺を用いており、その

北側に位mする SJ1050虔棺様に用いられた甕棺がIi!も新しい形態のものである。この甕棺必の南側にm1.する
空地が、次に埋葬が行われるべき位沢であった可能性も与えられる．

②甕棺必

/Afr. 盛：t内で確認された14基の摂棺絡の秘填(;J:、すべて上部から掘りこまれていることが確認された．

14), しの甕棺絡はいずれも視と甕をあわせた大型柁であるが.J.: 邸の削平のためJ.:甕はほとんど壊され．残りが

悪い．時期的には,,淡部に位れする SJ1006甕棺gが駁も山く．中期1前半の汲田式期の段階のものと考えられ、
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次いでその北側にSJ1050甕棺猿が、次いで須玖式期の甕棺絡が周辺に埋貿され、蚊後にSJ 1005・1002・ 

1050・1057甕棺募が埋収されたものと考えられる．

これら14基の内8碁から副葬品などの遺物を出土した。棺内から副拌品などの遺物が出土しなかった他の6基

の虔棺翡は、昭和の開墾によって棺内まで破壊されたものがほとんどであり、これらの甕棺斜が元来銅剣などが

副杵されていたか否かは不明である．ただし.SJ 1052複棺絡は、比較的遺存状態がよかったにもかかわらず、

1~1銅器などの出土はなかった。

③各甕棺経Q)概吸

SJ 1002甕棺店

項丘墓西側に位凶する成人用複式棺である。慕燐と上部の削平は」：甕のほとんどが破壊され下甕の一部も破壊と

土圧等での崩落を受けている。経濱は一次墓壌は消失しており1.80mX0.95m、深さ0.68mの平面楕円形に近い二

次硲濱のみが残存していた。傾斜角は約20゚ 、主軸方向は頃丘の南北主軸に対して紅交する。下甕中央部内面は

＊旦の水銀朱で覆われていた．

下甕のほぼ中央の棺底付近から切っ先を北に向けた細If多有柄鉗剣 1点と、主に下甕上位から組み合わさった状

態のガラス製管玉79点が/1¥;I:した。

SJ 1003甕棺栓

頃丘慕北側に位収する成人川複式柁である，慕墳は二次禁演の一部が深さ0.81m残存しているのみである。下甕

の一部のみに残存している。上甕はほとんどが破戌され、下甕の一部も破壊と土圧守での破培を受けている。ま

た、接合部には粘土が残存していた。傾斜角10・、主軸方1:,1は項丘の南北主軸に対して平行である．

SJ 1004擾棺翡

項丘募中央に位沼するSJ1006甕棺墓の東側に隣接する成人用複式棺である。墓填は二次絡演のみが0.70m残存

しているのみである 。 -~-褒は 3 分の l が破壊され下甕の一部も破壊と土圧等で破壊を受けている。 傾斜角 s·

主帷方向はIll丘の南北主輪に対して斜めとなっている．

SJ 1005甕棺経

頃丘絡北西側に位れする成人用複式棺である。破壊がひど<.2.00m X!.18mの二次怒壌が深さ0.28m残存して

いたのみである。上安の一部と下甕の棺内部に水銀朱が残っている。上甕と下擾の核合部には大拭の粘土が用い

られたらしく、」:甕胴部l:邸から下甕口縁部にかけて輻広く残っていた。傾斜角10゚ 、主輪方向は瑣丘の南北主

軸に対して平行である。

細形銅剣l点が下甕の底祁寄りの西側の部分から｀りJっ先を口縁部側 （北）に向けた状況で出土した。

SJ 1006甕棺絡

t(l丘秘中央部に位註する成人用複式棺である。茎娯は4.12mX3.74m、深さ1.75mの平面貶方形に近い形態で、北

州に横穴が掘り込まれている。この横穴にほぼ水平に埋ばされた甕棺は望と視の接合式のものである。傾斜角、

o・ （水平）で.主輪方向は9印丘の南北主軸に対して平行である．
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網形銅剣 1点が梵棺下疫の中央のやや脇（西）に寄った部分から、切っ先を南西方向に向けて/J¥j:した。りJっ

先からおよそ 5分の2の部分で2折している。先溢のごく 一部と刃部の多）の部分を小さく欠り1している。また、

.I:. 甕と下甕の検合部には大只の粘土が使用されている。棺内からヒトのrtlが出土した。

SJ 1007安棺g

IA丘絡南開に位肛する成人ffl複式棺である。終壊は3.37m X2.49 m • 深さ1.68mの平而長方形に近い形態で．北側

中央部に斜め下方に横穴を掘り込み棺を埋il'lしている。埋沢された甕棺は褒と虔の1釦合式のものである。ltil科角

8゚ 、主軸方向は旧丘の南北主翰に対して平行である。

細形銅剣 1点が安棺下甕のほぼ中央脇 （北洒）に寄った部分から、切っ先部を庇部方向 （北東）に向け、 i'i銅

製把頭飾1点と共に出土した。切っ先を欠失しており、残存する部分も先端からおよそ 4分の 1の部分で2折し

ている。例方部の刃部の片11l1と、先端付近のJJ部の一部をわずかに欠Illしている．

SJ 100嗅棺硲

tll丘g南西側に位収する成人用複式棺である。墓濃と上梵部は削平を受けほとんど残っておらず、下想も5分の

4が破壊を受けており、 2.13mXL.!8mの二次硲壊が深さ0.19m残存していたのみである。主輪方向は!/l丘の南北

主輪に対して平行である。

細形銅剣 1点が下甕の中央口縁部寄りの部分から切っ先を底部方向（北東）に向けて出土したが．切っ先部先

沿を欠捐している。

SJ 10領棺紅

}11丘経西北側に位肛する成人用複式棺である。秘娯と上部の削平は上喪の 5分の4が破壊を受けている。東側

中央部に斜め下方に横穴を掘り込み棺を埋沼している。埋収された甕桁は喪と疫の接介式のものである。接合に

は大塁の粘：l: が使用されていた。潤在時の墓煽は!.98mXl.56mの平面楕円形に近い形態で．棺の形態と合わせて

掘られている。馴斜角15゚ ．主輪方向は頃丘．の南北主輪に対して直行する。

SJ 1051甕棺翡

tll丘g西北側に位収する成人Jll 複式粕である。 経扱と上部の削平は上甕の 2 分の 1 が破壊されている。 南側•f•

央部に斜め下方に横穴を掘り込み棺を埋孜している。埋沼された疫棺は梵と疫の接合式のものである．閾在時の

g凛は2.31mXl.71 m、深さ0.85mの平而長方形に近い形態で東鳴は破壊を受けている。棺内より少鼠の1't片が

Iii土した。1頃斜角20゚ 、主軸方向は頃丘の南北主輪に対して平行である。

SJ 1052甕棺諮

ti¥丘経北ll!ffllに位なする成人川複式柁である．経燐と」：邸の削平は上甕の2分の1が破壊され. F甕の一部も

破壊を受けている。潤査時の秘濱は2.68mX2.52mで、深さ 1.38mの平面隅丸iE方形に近い形態で、南側中央部に

斜め下方に横穴を掘り込み棺を埋滋している．埋れされた甕棺は甕と甕の接合式のものである．接合iliiには大紐

の粘土が使mされている。傾斜1り27度、主輪方向はta丘の南北主輪に対して平行である．
棺内からは少屈の人件片が出.I:した。
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SJ 1054安棺匁

ltlfi: ~ 東側にl¥/.ii'iする成人用複式棺である。鯰凛と I'.部の削平は上甕がほとんど破壊されド想の一部も破壊を

受けている。依凛は二次8蕨が一部残存していたのみである。埋誼された複棺は甕と視の接合式のものである。

fi(i絹角15・.j(軸方向はf(I丘の南北主軸に対して直交する．
”邑中央部のやや北寄りの位誼から、切っ先を口縁 （東）側に向けた細形銅剣1点が/1¥土した。

SJ 10お喪棺給

珀Iそ俗北東側に位i(1する成人Ill恨式棺である。数攘と」：部の削平は上甕の4分の3が破壊され、下疫の2分のI

も破壊を受けている。終燐は1.92mXl.88mの平面隅丸正1i形に近い形態で、西側に斜め下方に横穴を掘り込み棺

を埋沢している．坪設された礎棺は甕と甕の接合式のものである。傾斜角38゚ 、中軸方向は)(I丘の南北主軸に対

して直交する．

SJ 1056安棺秘

閉Ii'.給,ti火側に位坑する成人Hill!式棺である。哀藻と上部の削平は東側が一部受け上甕の3分の2、ド疫の一部

が:J:l王等で崩壊しているが、 _I::下翌ともほとんど完全に復元できる。堪淡は2.96mX2.22m、深さJ.18mの平面惰

l'l形に近い形態で、西側に斜め下方に横i(を掘り込み棺を埋はしている。埋誼された甕棺は甕と甕の接合式のも

のである。接合面には大！妙の粘土が使用されていた。傾拿籾15゚ 、主輪方向は項斤．の南北主軸に対して直交する。

1項ほぽ中央部から切っ先を口籍（東南）に向けた細形銅剣 ］点が出土した。さらに．棺内より少慎の人竹片

が出」こした．

SJ 1057復棺絡

1(1丘以南東側に位cil'tする成人m111式棺である。務嫉の削平が芥しいが影愕は少ないようであるが.J: 圧等でJ.:

-, ヽ．甕とも崩壊しているが、 rr-奮甕ともほとんど完形に復元できる。秘凛は3.33mX2.49mの平面桁円形に近い形態

で、 ~_lj側に象'Iめ下方に横穴を掘り込み柁を埋践している。 埋;•1 された甕棺は甕と甕の1友合式のものである。 接合

面には大aの粘土が使用されていた。傾斜角 6゚、 主輪方向はIA丘の南北主軸に対して平行である。
下浸ヽI•央部からりJっ先を口緑 (1針）に向けた細形銅剣 1点が．」：甕中央西脇から行銅製把頭節1点が出土した．

綱影銅剣と把頭飾が離れて (71cm間隔）出土したが、その原因は不明である．

また. SJ 1006虔棺給からは人の(i~が、 SJ1007安棺経からは頭1↑9ヤと上肢竹片が出土した。此崎大学ほ学部

の松下孝~JJIJ教授（現 Lli口見豊北町立土片ヶ浜ミュージアム餡是）の現地における観察によると、いずれも壮

年の!)}枕であるらしい• 他にも.S J 1050・1051・ 1052・1057疫棺蛤など 4基の甕棺給棺内から人1't片が出土し

た．

Jtlfr. 経から11¥;I:した14社の央棺慕は、すべての梵棺に.!.¥l色塗料が後布されており. 7Mの甕棺雑の甕棺の内祁

に水銀朱と考えられる赤色紺i料が確認された．また、これらの甕棺葛に使用された甕棺は法；；tが大きいものが多

いが、特にSJ1050甕棺袋の下喪は、器届 139cm、口外径 101.8cmと超符大であり、他にも沿砧 120.0cm、口外径

80cmを越えるものがHJふあり．他の法及を復元できる甕棺も Im以上のものばかりである．合わせに1喪棺をなす

上―ドの安棺の答種は、凶として用いるものに鉢形土器を用いる例が,,渭1前半から中頃以降刑1』Iするが．これらf/1
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丘認の甕棺群に限ってすべてほぼ同形の甕形北．器を用いている。これらのことから、爪丘砥の被葬者のために特

別誂えの甕棺が製作されたものと考えられる。

(2)遺物

STIOOV。Ii認の盛土内に埋収された甕棺紺はこれまで14甚であり、いずれも 2個の大型甕形土料をmいた成
人用のものである．母体の形態は砲弾形または裁頭卵形である。個体数としては28閥である．

なお、前報告（佐行県教行委R会「吉野ケ里（神埼工業団地計画に伴う埋蔵文化財発掘滋介概要報告苔）J

I 9 9 2 年 3 月）では平成元年に閲在を実施した 7~の甕棺藝 (SJ1002・1003・1004・1005・1006・1007・ 

1009視棺絡）の12個の複棺 (SJ1005·l~ 夏棺の.I.:甕を除く）についで現地での~t澗結果や取り上げた破片

をもとに報告していたが．平成4年度の再潤査ですぺての収り上げ、可能なものについては復元を施した（ほぼ

全体が復元できた固体数は10甚の15個）．復元品の実測や復元できなかった破片の計澗・観察に枯づきすべてのも

のについて概要を報侶する。なお、全報告では、 SJ1002虔棺絡の甕棺の紀述に際し．上梵と下褒を逆にしてい

たので今回訂正する。

①甕棺

SJ 1002甕棺翡

J:甕 0縁部から胴邸にかけての49.1cmが残存。口緑部は外に低く傾斜する浙面T字形口籍をなし、 内側を-tT

ち欠いている。口緑部下に断面コ字形突甜が］条巡る。復元口外径78.釦m、復元口内径61.2cmである。須玖式JUI

（新段階）．

下甕 ほとんどの部分が残存しており完全に復元することができた。口縁部は111i而T字形で、外に低く傾斜

する。口粒下に11fi面三角形突符が 1条、胴部には噺面三角形突帯が2条巡る．器応 119.恥m、母大胴径84.4cm、

に1外径82.6cm、口内径65.4cm、底径16.0cmである。須玖式期（新段陪）．

SJ 1003堕棺硲

上梵 口絵部から胴部にかけての70.3cmが残存。口絃部は厚く、内1lllに大きく張り出し、外側への発達はあま

りみられない。胴部はやや丸みをもつ。口縁下に新面三角突帯が 1条、胴部には1祈面三角突帯が2条巡る。復元

口外径83.0cm、復元口内径66.5cmである．須玖式期．

1ヽ甕 口縁部から胴部にかけての一部を欠損していたが、ほとんど完全に復元することができた。口樟部は内

外に発達した断面T字形をなし、外に低く傾斜する。胴部はやや丸みをもつ。口縁下に断面M字形突併が 1条、

胴部には断面三角形突帝が2条巡る。器t&115.3cm、Q大胴径88.4cm、口外径83.2cm、口内径66.0cm、庇径

14.6cmである。須玖式m.

S J 1004甕柁硲

上啜 口緑部から胴部にかけての63.0cmが残存．口緑部はJl/く、内側に大きく張り出し、外側への発違はあまり

みられない。胴祁はやや丸みをもつ。口緑下に突術はない．胴部に断面三角形突印が2条巡る。復元口外径

72.0cm、復元口内径55.0cmである。須玖式期 （古段席）．

下甕 ほとんどの邸分が残存しており、完全に復元することができた• LI縁部も内外に発達し断lfliT字形をな
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し電 外に低く~(斜する. r:1舷部-fはややすぼまり突俗はない。胴部には浙面i-=:1111ft突常が2条巡る．岱1:1

117.9cm、い大胴径77.9cm. i:1外径74.5cm、口内径59.0cm 、 f~i洛14.5cmである 。 須玖式期（、し段閉）．

SJ 1005甕棺g

下安 口籍部から胴部にかけての一部を欠mしていたが．全体規投が分かる程段には復）しすることができた"
叫邸は外側にに発達した断iliiT字形で、 ド方に亜れ下がった形状をなす．口縁下には突俗なく、胴部に1粕Iii:::.

角影突惜が2条巡る．笞扁 117.8cm、復元口外径81.&m、復元lご1内径66.0cm.底径14.4cmである．祈段陪のUi玖

式Jgj。

SJ 1006漿棺袋

」棗 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた。LIiゑ部は内側に大きく恨りIllし、外側へ

の発達はあまりない。胴部はiもが大きく丸昧をもつ。1コ縁下には突常はなく、胴部に術ffiiそ角形突常が2条巡る。

器硲125.2cm、L1大胴径は95.6cm、口外径87.4cm、口内径71.6cm、U大胴径95.6cm.~ ほ径14.6cmである。汲m式

則．

I'~ ほとんどの部分が残(f.しており完全に復）¢することができた。 口1ぶ部は内膳に大きく張り I.LI し、外0~

への発達はあまりない。 口·~I.:面は上安が傾斜しているのに対し水,r-となっている．胴部は径が大きく丸昧をも
つ。口籍ードには突格はなく．胴祁に浙tl1i三角形突帯が2条巡る．器1ぷ121.6cm.M大胴径は98.3cm、11外径

94.5cm. Iコ内径75.4cm、 A~lt\15.Scmである。 汲田式JgJ,

SJ 1007甕．棺給

」・・甕 ほとんどの部分が残仔しており、完全に復元することができた• l::J絵部は内外に発達したl折1/iiT字形を

なし．外に少し傾斜する。i..:,iiドには突常はなく｀胴部に浙1hi三角形突沿が2条巡る。岱麻118.4cm、l,lk胴径

78.8cm. ロ外径75.4cm,I」内径59.0cm、底径13.8cmである。lf[玖式期 （古段陪）．

”ど ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた． 「l緑部も内外にに発達した浙1f1J T•tlft

をなし｀外に低く傾斜する．胴部は丸味をもつ．口紺 Fに1祈iliiM字形突俗が 1条、JIM部には断面.::.f11形突術が2

条巡る。器品120.0cm、最大胴径93.9cm、口外径86.0cm.ロ内I昼67.6cm、底I全15.4cmである。須玖..tlOI(古段附）．

SJ 10(汲杭岱

上甕 発掘の段陪で．ほとんど力1,1'!.(.?しておらず．辛うじて1::1縁部の一祁が下褒の口緑部に付行してll¥J:した。

断面T字形をなす成人用甕棺の口縁部で、おそらく下甕と同規校の大型梵棺だったものと推定される。

下翌 1::1縁部から胴部にかけての69.2cmが残（｛。口縁部は内外に発遠した断面T字形をなし．外に低くftfi斜す

る。Cll点下には断面コ字形突t,,i、馴部には浙面コ字形突俗が2条巡る。復元口外I至77.6cm、復元口内径58.0cmで

ある。須玖式）＇）．

S ,J 105嗅棺給

」：焚 口紺部から胴部にかけての44.&mが残存．口縁部は浙面T字形をなし、外に低く傾斜する．口緑下に断

面コ字形の突・陥が2条巡る．復元口外径93.7cm.復元口内径73.4cmである．残存した部分から判l祈すると． ・ド甕

と同様非常に大型の甕杭と考えられる。須玖式期（新段隋）．
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下焚 Iご1縁ほから胴部の上部までの一部分を欠くが、ほぼ完全に復元することができた。口緑部はl祈面T字形を

なし、外に少し傾斜する。胴部はやや丸味をもつ。口縁下に浙面コ字形の突舟が2条巡る。胴韻中位に1lfi而コ字

形の突滞が3条巡る。器邸 139.0cm、餃大胴径99.沃m、復元口外径 101.8cm、底径18.5cmである。北l(IJi硲内の甕

棺では最も器品の点いものであり、容積も奴大のものと考えられる.~Ji玖式剛（新段階） ．

SJ 1051視棺斜

上堕 破片が不足し．全体の復元は不可能であった。口縁部は内側に大さく張り出し、外側への発達はあまり

みられず、外に少し傾斜する。口絃部下には突常はなく胴部中央部にIIJii(,j三角突帝が2条巡る．復元笞il:6110.6cm、

復元l..l外径70.8cm.復元に1内1蚤54.8cm、庇径14紅mである。須玖式期 （古段陪）．

下安 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた。口絃部は内側に大さく張り出し、外側

への発達はあまりなく外に少し傾斜する。口縁部下には 1条の浙面三角突術が 1条、胴部中央部に断面三角突術

が2条巡る．沿麻 120.2cm、閑大胴径77.4cm.口外径72.4cm、口内径57.6cm、庇径13.6cmである。須玖式期 （古

段附）．

S J 1052視棺給

上焚 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた。口縁部は内外に発達した斬而T字形をな

す。 胴部はやや丸みをもつ． 口籍部下には111i面三角形突沿が 1 条｀胴部中央部に断面三角形突~ifが 2 条巡る。 ii!

元岱麻114.3cm、位大胴径87.6cm.i:1外径86.7cm、底径15.0cmである。須玖式期（古段附）．

↑・啜 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することがでさた．口舷部は内外に発達した1析i1iiT字形を

なし．外に少し傾斜する。胴部はやや丸みをもつ。口紺部下には突沿はなく、胴部中位下部に断mi三角形突俗が

2条巡る。復元器邸 121.3cm、砧大胴径86.6cm.口外I至81訳m、口内径66.4cm.bx径17.6cmである。須玖式則

(i'i段陪）．

SJ 1054梵棺岱

r~ I―I駐部から胴部にかけての一部を欠りiしていたが．全体規校が分かる程度には復元することができた。ロ
絵部は内外に発達した断面T字形をなし． 外に少し傾斜する。口｝及部下には浙ifii三角形突帯が 1条、胴部中央部

に先沿が丸い大きな1折面三角形突沿が2条巡る．器1品113.7cm、復元口外1釜81.5cm、復元に11/il至66.0cm、底径

13.4cmである。須玖式関I,

SJ 1臨棗棺繕

J棗 l二iiゑ部から胴部にかけての大半の部分を欠損していたが、全体規模が分かる程度には復元することがで

きた．口紺部ば内外に発達した断面T字形をなし、外に少し傾斜する。口舷邪下には浙J(ij三角形突：j}が 1条、胴

浮に先沿が丸い大きな浙面三角突沿が2条巡る。復元器恥 106.&m、復元口外径72.4cm.Ill元口内往55.0cmであ

る。須玖式州．

ト遵 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた．口緑部は内外に発達した1祈面T字形を

なし、 外に少し傾斜する．胴祁はやや丸みをもつ。口籍部下には 1条の浙1fii三角突帯が2条．胴部中央部にlllii1ii

コ字形突昴が2条巡る．器1,$123.3cm. /il大酎径90.5cm、口外1各84.4cm.ロ11,j径62.0cn,.必径17.&mである．須

-39-



玖式lg).

SJ 1056甕棺絡

上甕 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた。口緑部は内外に発達した断面T字形を

なし、外に少し傾斜する． 胴部はやや丸みをもつ。 l二［緑部下には浙面M字形突帯が 1 条｀胴部•t, f立下祁ににWirr,i

三角突併が2条巡る．器高 117.4cm、lil大胴径88.0cm、口外径86.0cm、口内径66.0cm.邸彫16.5cmである.,!(玖

式閉。

下甕 ほとんどの部分が残存しており完全に復元することができた．口緑部は内外に発達した断1GlT字形を

なし、外に少し傾が1する．胴部はやや丸みをもつ。lご1縁部下には1条の浙面M字形突沿が 1条、胴部中央部に断

面三角形突荀が2条巡る。器砧 126.2cm、位大胴I径89.8cm會口外径78.0cm、口内径63.6cm、駁径15.1cmである．

須玖式蒻,.

SJ 1057甕棺給

上甕 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた．口緑部は内外に発違した断rfliT字形を

なし、 外に少し傾斜する。 口縁部下には断面三角形突帯が 1 条．胴部rt•位下部にに晰ifii三角突帯が2条巡る.it,; 

高121.6cm、最大胴径74.4cm、口外径78.4cm.ロ内径63.2cm、 Ji~形13.0cmである．須玖式閲l.

下甕 ほとんどの部分が残存しており、完全に復元することができた。口緑部は厚みをもち、特に外側に発達

した浙而「字形をなし、外に傾斜する。口緑部下には 1条の断面三角形突併が 1条．胴部中央部に断ifriさ角形突

滞が2条巡る。器硲126.4cm、れ大胴径78.5cm、口外1至82.2cm.ロ内径66.8cm.底I至14恥mである,,11玖式1111.

②剣

細形銅剣5(ST lOOlt(IJili!: S J 1054甕棺~)

切っ先部刃部のごく 一部と、 ~J邸の一部が欠Iりしているが、その部分以外はほとんど完形を保っている。 J)部

の一部には計化のために黄色を帯びた薄い緑色となっており、他の部分は暗緑色となっている。JJ部の研ぎ/]¥し

は切っ先から例方下沿まで施されている。全体的には、例方部から切っ先にかけてやや先細りとなっている。長

さ29.1cm、剖方下沿部3.65cm(最＊船）、剤方先端部3.2cm.茎の厚さ 1.2cmである。頂i,1は264g • 

細形銅剣6(ST IOOHA丘秘 SJ 1056甕棺墓）

切っ先部をわずかに欠失し．刀部周縁にごくわずかな欠損があるが、ほとんど完形を保っている。食LJ身下端約3

分の 1が幻化のためやや黄色を帯びたごく薄い緑色となっており、他の部分は胄みがかった緑色となっている．

刃部の研き'Illしは切っ先から()11方下l','Iの部分まで施されている。また、剣身中央やや先端部に布片の痕跡と{)II方

から茎の問に朱が一部認められる。残存長29.9cm、{)II方下端部 (la大糾） 3.9cm 、 ~II方先燐郎 3.2cm、共の'"'さ

1.1cmである。項r.しは242gである。

中細形鉗令I(STIOOI瑣斤硲 SJ 1057褒棺経）

り｝っ先の一部が破損しているが、その他の部分に関しては欠lUはごく一部である。全体に暗緑色の幻が認められ

る。また両面の一祁に朱の痕跡が、片而には剖方から関と茎の部分にかけて布片のlit跡が認められる。刃倦の研
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ぎIll しは切っ先から~ll方 ード端まで施されている。 残イ（長43.0cm、労IJ方先燐幅 4.3cm. 匁l方下端部で5.4cm(lil大幅）、

関部で4.7cm、出の17-さ1.3cmである．直黛は460gである。

③その他の遺物

け鉗製把vii飾

I字形のもので、中筋れの方柱にはP.!lfjに切り込みがあり、その先端には1叶盤がつく。ごく 一部に欠mがある
のみである.SJ 1007号甕棺MIi¥土の把煩飾に比ぺ大型であるが形態的に粕似する。やや明るい黄出色味がつよ

い緑色となっている．長さ4.35cm、方柱部の径1.85cm、十字部分の長さ 5.7cmX4.7cmである.mれは85.1gであ
る．

磨製石鏃・石製把頭飾

昭和の開墾によって削り取られたれ丘盛土の堆積府内から．弥生的代,,,期の甕棺Jヤや前JVIか らヽl•JVli消菓の生活

rn土笞に況じって、屈製石絨や石製把頭飾などが出土している.lf1製6錨は細形銅剣を副葬していたSJ1005夷

棺慕の西鳴で多数の甕棺片とともに出土したので、この甕棺給の乱I]葬品あるいは氾体に残存していたものと考え

られるが、把頭簡は、周l!l1あるいは旧丘の下に中関l>JJ頭から前槃にかけての竪穴式f主屁跡も（{-在するため亀必ず

しも項給の副葬品とは断定できない．

吉野ヶfill召陵地区V区のSTIOOH/l丘蟄の講究の結果、 Jfl斤．の規校、盛り方の解1月や新たに発掘された7/!, の

翌棺硲を含む14移の甕棺然の閲在により甕棺副梓品について新たな問題も提起された．

J(llf. の規校は、盛土が存/:f.する範囲が南北27m、東洒25.Smの平面長Ji形の部分で確認された。しかし．中世お

よび昭和の削平から与えると、それ以上の規投であったことは確かである。そこで、 tAJi袋の周辺の追構の状況

から考えるとJ(l丘Q)洒から北にかけて外壕が巡っており、東傭には弥生時代中期から後期にかけての祭祀,JUIJ土

器を含む大Jitの土器を出土した大型の土壊があり、さらに南1lllにはttl丘酪前面に充る絡道と考えられる溝状辺構

が存在する。この範Uりで考えると項丘のi.i大規校は、南北60m、東函4501程と考えられる。

JJl(r. の盛り方は、浙面観来によると全体を新而蒲鉾状の盛土でflill!llを圃み、その内部に小山を築いて、水平に

埋め．さらに小山を築いて水平に盛っているようである．これまでに.tJllr. 内から発掘した甕柁はすぺて迅(J,し

ているJtl丘の上から袋凛が掘り込まれており、また1立沼的にも個々の盛土の小山と個々の甕棺は無1関係に仔'(£し

ているということなどから、 J(l氏が完成した後に埋葬がおこなわれたものと考えられる。盛土にIllいられた土は、

当時の表土らしいm色系の土、あるいは褐色・ 白色 ・灰色 ・黄色などのローム上である。それらの上は.JJ'l丘給
東側にある大型の土坂、 当時深さ 3m以 I;と考えられ、規模も南北50m、束i!!130m涸あるのでかなりの土屈がこ

こから採収することができると考えられる。また、 tllrr. .J.lの北を巡る外環壕周辺にも、外閃培掘削以前の東柑約

25m、南北約16mの平面楕円形の大型土燦を確認しているが、この土壊も盛土Jllの土の採拙跡であった可能性が

屈い。当時の表上から下附の各種ローム土が、 9印丘盛土の種類と対応していることから十分可椛忙がある．

j印丘硲の甕柁については｀甕と啜を合わせた大型棺であり、配訳を見ると、甕棺の方向は大方、 平而長方形の

沿丘の主輪方向（南北）と平行なものと、直交するものとに分かれている。一般紺地においても．汲田式頂I・3il

玖式191の甕棺秘の埋収方向は、基本的には地形の等硲線と平行の翌棺絡は古く．匝交するものが新しいという傾

向があるが、このJJI丘裕においても同様である．
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埋れされた甕柁の時期は、その形態により、汲1Il式期、古段陪の須玖式期、須玖式期、新段附の須玖式期と大

きく 4つに分けることができる。汲田式期の甕棺は、中心部に位肛するSJ1006甕棺墓が沿も古く、沿初に埋区

される，須玖式期の古段陪の複棺はSJ1006甕棺経の北側にSJ1052甕棺墓が埋壮される。須玖式期の複棺は9

基あるが主輪方向 cm北方向）に埋沼されるのは、 SJ1006甕棺藝の北側のSJ 1003・1051甕柁猿、 i悧側にS
J 1009・1007甕棺硲が埋葬された。｝日丘慕の北側と南隕に埋骰される。

主輪方向に直交（東~)して埋ほされるのは. SJ 1006号甕棺秘束側のSJ 1056・ 1054・S J 1004・S J 1055 

甕棺翡である。須玖式期の新段階甕棺は、吊丘墓南東部と北西部にSJ 1002· 1057· 1005·105~ 夏棺墓などが埋

沼される。なおIA丘絡内で最後に埋沢された甕棺はSJ lOSOll棺猿とみられる。

閑丘鯰のすぺての褒柁は、内外面には黒色の飢料が付行しているが、これは分析の結果、以索と鑑定された。吉

野ケ駐遵跡では．この！狙食りの甕棺は、副葬品をもつ甕棺給など特殊なものを除いて一般の・鯰地からは希にしか

発兄されない。内部には水銀朱が残っており、その虻は点として残っていたり、面として大拭に残っていたり

様々であった。

これらの甕棺硲に伴って銅食Iが8点出土している。以前この泊丘移付近から細形銅食II点が発見されていて計

9本銅剣が出±したことになる。潤査で出土した 8点の内7点が細形銅剣で、形態や法砿は様々であるが、その

うち 1本は.SJ 1002J引棺俎から出土したのは把頭飾9寸き：h柄銅剣である,SJ 1057甕棺翡から出土した銅刻は

中細形銅剣で、他の細形銅剣を出土したと同じ須玖式期の安棺である。これにも、大型の把碩節が伴出している。

佐釦虹M和Iiの柚比本村遺跡で．甕棺墓群からさらに古い汲[B式期の甕棺から細形銅食I3点と中細形銅刻が4点

が/II土しており、細/ftから中細形へ単純に形態が変化していくのではなく、かなり早い段陪で2つの形態に分化

したことが氣えられる。なお、出土した銅剣のうち、 SJ1007甕棺墓の細形銅剣とと S,I 1057喪棺硲の中細形銅

剤の切っ先は欠mしていた．
また、項丘を破壊した土の中から絹製石鏃と石製把頭飾がそれぞれ 1点出土した。lff製石鏃は旧丘北西部に位

牧する SJ1005甕柁~のすぐ脇で.S J 1005甕棺秘の破片とともに出土したもので、もともとこの堕棺内にあっ

た可隧性がある。ただ甜m品であったか、射込まれたのかは不明である．
1(1丘位の時期は、珀Jiに設けたトレンチの墳丘中央部に平面円形の竪穴（庄店の就が検11¥されなおそらく直径

!Omを越える非常に大型の（主居跡が墳丘墓の下に存在する。その．南一常にも 2・ 3甚の平面円形の竪穴住居が

検出されている。これらは、弥生時代前期末から中期初頭のもので．それらを一挙に埋め込んで項丘が透られて

いる。この竪穴住圧は自然に埋没したのではなく Jji一の土約で一学に埋め、その上に盛土を行っていたことから

旧丘の築造と、この区域の竪,・,住居に住んでいた人々との関係が深く惑じられる。

It¥斤．の盛:I:からは,1渭1前半までの土器片しか出；I:せず、出土した甕棺の時期からみても築造時期は中間前半と

考えられる。1(1丘秘への埋拌が終わる時期については、 .1も新しい甕棺を用いているのがSJ1050甕棺墓で、中

蒻1中頃の内でもっと も新しい形態を偏えている。その後のP;'/期の甕棺片は、 1/lfi翡1/.iからも1(1丘を壊したj:から

も出土していない．

IA丘船には、 14名の死者が秤られていたことになる。彼らの多くは、身分を示すと考えられる銅剣や行玉をも

っており．弥生時代中則の古野ヶ里集落の歴代の首長と考えられる。しかし、この頃丘絡は、現在確認された甕

棺の時期船からみて、せいぜい 100年に滴たない期間しか営まれなかったものと考えられる．このことは、首長と

しての身分をもつ期間がかなり短かったことを示しているのかも知れない。
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Tab. 2 ~t)jl Jc~ 内甕棺!,J'-・l'l¥<
甕棺沿I/

＂ 
剛 I定I¥棺It.七輪IiM （糾糾Ii1りIりl!t)と Ill I: 辺 物 紺 it 

IOOl •1°191中頃 （斬） “交 (~ ) 氾凶餓if,「t/(柄l1B影糾剣1・ガラス製惰1'79. :ll冷t),木あり

Iii (Ill·*~ll I¥・（銅綱1こr.t・m

1003 •I• 惰1111頃 平行 (10•) r; 鏃I[棺l柑裡 l:• I• 、この甕棺1こ If·うかどうかイ溝J) !! じ令t)

1004 01°1111小頃 (~;) flめ {S •) /.(I頃り木あり

1005 巾Ill小頃 (M ・Mr (10 l fll影糾剣l 焦頃り．未あI)

1006 •l•llhlift ・rn (O •) 細影銅斜I·f~ 111冷I).朱あり

1007 •l>lll•l•t-li (占） 平行 ( 8 •) 細形以剣I・,'I糾閃把煩紺1・人・11片 '.JI'が）

1009 ,, 渭l~•t/i f・!f (3 •) 柵影鼻｛招l :11頃~ - 未あり

IOSO ,,,111,1, 頑 （祈） ,x・ク (IS會） 人m;・ !Wtり

1051 巾Illり•l:tl (, り） 1'1,・(知） 人fll-¥・ !ll裕n

1052 •l•lil•l•ltl <、り） i'li (27•) 人tm ),l¥'11り

1054 •~IIJ<l,li'{ “交 (JS●) 11l1形銅絹I )I¥浄り.'.!<あり

1055 •l•IOJ•l•t.(i ＇（（タ（；珈） :II惰り

10お ,,, 期•l•til 此な (S •) 11B形鉗綱I :IIU!IJ 

1057 •I渭Jol•ti[ (新） 中行 (6) ,1, 編影銅剣I • 17鋼閃把隕緬I• AHi¥・((! 炎？） /1¥iftり

3. 北1A1:il1跡

平成4年段及び5年度に古野ケ涅丘駿地1メ:11区 (178・181潟任区）としてfg.1ftを行ったところ鬱弥生時代後JUI

の zmのr~riで圃まれた区画跡を検Ill したため、以iii/より知られていたI~沿l刃面跡を 「,till、J邪跡」と呼び~ 新た

に発見した区両跡を ［北内祁」と呼ぷこととした。なお、この，111'1区の西邸には堕棺数を主体とするれ絡跡肝も

(HEするが、ここでは閲沿内及び周辺の集落跡についてのみ報告する。

北内郭跡は古野ケ里段丘の南先沿から北約800m、襟店約22m-23mの段l'r. .l: に什在する。この場所は、段Ii:束

側紺部には田子川が1術流し.1tl側にはm手川に開く谷が存{.£する。さらに、西隕から北側にかけて細く谷が人I),

一兒すると独立段丘状をなす。また．約 120m北方にはJtl丘錢が((.(f.しており 現況では最も/.'.5所となっているが

inrr.-~lの JI;~~が23mであることと北内郭跡が削'I'-されている事を考え合わせると、少なくとも弥'I:時代において

は//,]辺地形で/~もj:'胡所に位収していたと考えられる。なお．面内郭跡は南西約 150mに位凶する。

これまでの閲忙結果より、 北接する地区（吉野ケ捐丘駿地区V区 182閲在Iえ）にはmrwr:1<からヽ l1JUl1枇tiの甕棺硲

群 （約 250甚）、西按する地区 <a,tケJl!lr.稜地区川区）には中)91前半から後期前半のmr,澤を主体とする俗地群
（約260)£)が仔在する．
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Fig.16吉野ヶ里遺跡北内郭跡逍構分布図
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発掘潤れは神埼tl!団地沼成時に文化財緑地m地として除外されていた部分約8.950m'について実施し｀弥生時
代から中世にかけての集招跡や給地跡を検出している。弥生時代のものでは竪穴住居跡、掘立柱述物跡、閑壕跡

及び消蹄 l: 凛，柵跡守を検Illしている.,!itn時代のものでは竪穴住居跡3碁以J-.、土蕨、小規殷な古川と考え

られる石室の痕跡や周溝、平安叶代では木棺紺JO碁以」,.. •I• 世では壕跡等を検/~,し、平安時代から中11!の土壌

伐 ・＊棺給•から脆角装）J子や"{/磁椀などを発掘した。

しかし、いずれもみかん園の造成を小心とするrm墾や採土のために坦構の残存状況は悪い。さらに、この区域

が平成2年I!{及び3年度に史跡及び特別史跡に指定され恒久的に保存されることが決定したため、潤査において

も迅構の完全発掘を行わず部分的な試掘により追楕を把捐することとした。そのため、詳細な点において不明な

部分が多々ある。

以l又弥生時代の主要な辺栴と心物について記すが、迫構では集落の主要な構成要索である竪穴住居跡や掘立

札廷物跡. l,ll~ • I岱跡などについて、退物では弥生土器と鉄器 ・,'i銅岱について概要を記す。

(I)弥生時代の辺構

弥生時代の迅構としては、竪穴fl居路75)1.拙立柱建物跡25碁以上、環壕・ 壕跡4条、襴列、土凛守を検II.Iし

た．なお．硲地関連の迅構としては甕棺硲34碁、 ：t堀秘12基、箱式石棺翔ZM.祭祀土壊l碁などを検111し、,,,

期後半のSJ1204視棺錢の合せCl部の粘J:目張り中から鉄剣を発兒した。

幣穴fl:居籾については、潤査区全滅で確認されており、希薄な時期があるもののllf/lUJから後期終未までのものが

ほぼ紐絞して存(f.する。 これらは円形基説のものと方形！ぷ関のものに大別でき、前期から •I•間前半までは両者が

i出(f.し、それ以後は後行のみになる。また．その配誼関係より後期初頭までは地形的制約が優先し．後期巾tli、

少なくとも後期後半には人為的制約が優先し、後期終末以後はまた地理的制約が優先しているものと考えられる。

掘立札建物跡については壕跡に関連した棟方向を示したり突Ill部内に伴うなど．極めて壕との関連が深い．現

(J'. 詳細な整理がなされておらず時期等に付いては述ぺられないが．このことより後期後半ー終＊期にかけての

ものと推定される。また、その規桟ば 11n1x I rtり、 I IMIX21illのものが大半を占めるが、環）＆内部には3IIIIX

311りの大型のものも存t.Eする．

壕跡については後期•I頑のものを 1 条検出している。 頗面は逆台形を成し、突111沿を ,,,心に約50m区1/Uを検/l',

したが、両沿は削平されており燦跡のと行は不明である。突Ill部の形状より市膳が集箔内部と考えられるが．

同時期の辺構が希薄であるため決め手には歪らない．また、後JgJ後半では2汀（（外壕を人れると 31{(となる）の

壕跡を検I.LIした。内側を巡る）桑跡（以下内保壕跡とする）は1狛州部を頂点とするA字形をなし北東部及び1釦東部

に‘研l形の突IMふ．北東沿に方形の突出部を{.fする。 また外側を巡る沿跡（以下•l•Jf跡とする）は内壕と一定の

間陥をもって巡り平f'l形の突出部は1-1しないが、北巣邸に岡様の方/ft突出部をイiしている。この中壕跡は改fjl:

より Iむい！りに向かって伸びていたものを内壕に沿わせたり．東側にゆるやかな半1'1形突/J.I部を増設している。

欄911については、まず、人り口部分で検出している。中壕及び内壕の切れIIりをつなぐ一列と湿形に1111がる-§!)

を確認している．これらの2本に挟まれた部分が通路となる．また.2功Illりの蚊狭部は約 l.lmとなっており、目

閃し及び容卯こ迎人でさないようにするための施設と考えられる。ほかにも柵列と考えられる追措は存(Eしてい

るが．まだHiな検討ができていない．

J隣については人半のものが•1•191前半の貯蔵欠と 考えられる。 形態は方形のものが中心であり. JWIK~t手に

点lEする．本潤代区でも中期前半と考えられる竪穴住居跡を確認しており、これらに伴うものと与えられる。
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①竪穴ft駐跡

ぷ聞在区では1ilrJりから1消1時代ti)頭の竪穴ft居跡75)$;を検II¥しているが、上記のとおり完掘していないため、規

松や時間等にイ""な点が数多く存lf.する。 また．閲在した,~居跡の一沿についても、後世の削平がひどく、心り1

な点が多い。これらのうち出」・迫物より11,Hりの特定がi,J能なものを中心に述ぺたい。

前期のものと考えられるものは S Hll64竪穴（主居跡である。 平面形態は方形であり、屈1柏I•央部に炉状ピット

が存在する。

中期前半代のものは、 'I涌i形態がf'I形、桁円形と限丸長方形のものが14~,H/:在している。l'l形のものはi昼4.38m

-6.20mであり．柱穴は中央祁に2個と周辺に数個巡ると考えられる。このうちSIi 1178竪穴,u,,跡内には作菜台
と与えられる伝・カ1i.1Wしていた。また、 SH1179竪穴住居跡は小穴群より竪,・,11居跡と考えられるものであり、

その規校は径 8 m以—l:となる.S Hl157竪,・,,1店籾は平而形態は楕円形であり．柱穴は2個で中央に炉状ピット

をもつ。 さらに南半分では小消が墜際に巡る．一方、屈丸艮Ji~のものは長辺M6m-6.50m、短辺3.14m-4.50

mである• S IHI邸竪穴（主屈跡には咽際に小消が巡る．これら中JUii前半の建物群の配れにおいて1り1確な規l!llnは

認められないが、潤在区北側や西側のほぼ同叶期の焚棺硲群とは一定のJj¥J隔をもっている。

•I渭l後↑のものは 2JI; 検/I',していがいずれも辺存状況が悪く詳細は和91である．

後期前半のものは14碁を検出している。その平ffli形態は長方形であり、長辺は2.92m -6.04 m、短辺3.54n,-

5.54mで2本柱と考えられる。内部施設としては一部に璧際の小消跡が認められる和度である。また、その/¥!ii'/に

おいては潤在区中央南北に存在している。 ここで迅構の残n状況より当時の地形復元を試みると、竪穴(~し•fl;t.ld

根筋に沿って、 その東!Illを利川していると考えられ、 1£'.根を境に甕棺硲群には入り込んでおらず、 f!m牧と絡薮

の区別が［引確に認められる．

後期中頃のものは5碁を検Illしている。平1fri形態は長方形と考えられる．このうちSl-!1115・Slill07・SH

1272竪,·,,t居跡は切り合うか、極めて近接する位Hにあることより建て替えの •fl乾性も 与えられる． また．これ

らはt.f(f区の籍辺部に存在しており閲介区中央部の削平具合から11/J案すると、 fH,,跡の存・{f.を否定しがたいが、

潤代区中央t111を空1111としていたuf椛性が考えられる．

後期後半のものは3枯検Illしており形態や届内施設を知るものはSH1186竪穴I阻1,跡である.ft. 穴は21惜で巾

央部に炉状ピットをもつ。竪際には小滸が巡る。後JUJ巾頃のもの同様、時間を知ることのできる11店跡は:i)f;と

少ないが．空間の意謡は続いていると 考えられる．

終cl<JgJのものは10碁を検出している．平面形態や培内施設を知るものにはSHll06・S H1113・S Hll76・S 

H 1143・S H Jl53竪六(.1:1.!l跡がある。SHI 106・S H 1143・S H 1153翌穴住居路は・貶Ji形ブランで2本柱であり

S H 1113・S H 1176(1咽跡は比方形ブラン4雄と考えられる。一述のものと考えられる古野ケ＇暉駿 II区（北内

邪洒側に隣抜する）おいても長方形の4本柱建物が仔在する。投内施設においてはSHll06・SH 1176・S 1-1 

1143・S H 1153・S H 1307翌穴ft居路にはペッ ト状追構が伴う。これらには削りII¥しのみのものと．削り出しと

張り付けのutmものがあり SHI!⑯ ・SH 1307竪,.,,主店跡はIJlf者に.S Hl143・S Hl153・S H 1176~ 切',It居

跡は後者にあたる。また、小溝においてもSH 1106・S H 1143・S H 115-1翌穴住居跡のようにペットの内側を巡

るものと.SHl146・SH1176・SH1277竪穴住居跡のように収際を巡るものがある．またSHlt53・SHJ176

竪穴住店跡には収際」：壕が付随する。か＇跡については SH1153竪穴住居跡において炉跡と考えられるh形に巡る

小沿が存在する。この時期の竪穴住居の配沿状況は大半のもの (SHll⑯ . S Hlll3以外）が後述する閲沿跡を

切るか隣接する位誼にあり llil時併存は考えがたい。
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Fig.17吉野ヶ里遺跡大型堀立柱建物跡・柱穴出土土器実測図
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以1ら 'l'・1fii形態や屈1J.1施設について時期別に見てみると.1i謂lは長1;形、 "渭l前半にはPl形• 閲丸JV;影 ・桁

l'I形である。 P'I形のものは中央に炉跡と 2 個のtr穴、その周1ll1に数本の柱六をもっ• •Iり91後 1'から終末には長方

形となる＂駐本的には2本柱のものと与えられるが終ボには4本往のものもIll!兄する。また.1&191後半以後のも

のにはペット状追栴を11'うものがある．

一方.l'k! 沢状況について同一丘陵上に存在し隣接する古野ケ里丘駿地区II区及び吉'f'l¥l:i'.陵地Ji(VJ叉での状況

を夕え合わせると、 •J渭11前半で硲域と染落の区別が大まかに確定し、以後駈fl絨としての応凶埠諏する 。 その

t¥!d'lにおtヽ てはイ澳I!りであり、地形的な要J~が感じられる。しかし、後期,,,頃、少なくとも後191後 ·r•にはl•, !El戎

mr;.;!1邸に配irt され．ヽI•央に空Intを設けると考えられる。この空間との時間的苓児はIJJ確ではないが.Jl! 濠が沼

まれる。終-l<Iり1以後は規J!IJ性は認められない．

②掘立t直物跡

掘 if.ti建物跡は25/,~を検Illした．規伐の分かるものでは1llfJX I llllのもの8Jふ 1 1n1x21niのもの 12)~ 、 3

1111x:11111のもの IJ,~ である。

また.Ill t. 迫物やIii句代よりほばll'll'Jr:作う11.f期のものと考えられ．その配誼状況では閲燦内にはiOJJ、環培

外には13/ふ切り合うもの2/;~ を検II¥している．環壕外ものは濁在Ii{北西部に集中している．

J只壕内のものについては．まずIii辺の北側の平Jl!Jf多および方形の突Ill沿それぞれに物見櫓と考えられる 1lllJX2 

間の掘,'f.り準物跡 (SB 1104. S BI 105)を検出した。S131104掘 rゞn~物跡は半円形突ti¥部の内測で壕方向に

平行して(.f.lEしており．染行3.40m、lfi行4.5mとなる.~1*は‘え掘しておらず、 1主IW'tは •·Mlである。 S 81105 

掘1/.H建物跡は壕/ilfりに対して棟方を行lこ述えて存{f.する。梁ti・3.JOm、桁行4.lmとなる。柱穴/j1畑iのIi{跡より、

横木が附えられて＼ヽたと考えられる．また痕跡より枕のI径は0.22m -0.30 mと名・えられる．

また.S 8119411紐柱建物跡は小世の壕跡による ri,1平のため柱‘／ては 9 ),~しか検ll1しIllなかったが．そのl¥!,1"1よ

り31n1x:11月の掘11.tt:建物跡と考えられ、梁行は12.3m、Iii行は12.7mとなる H穴の規伐は残仔状況の1~好なも

ので、及軸で2.6m、短釉で1.4m.深さ1.17mである.!ti¥の一邸には階段状に掘り込まれたものが，認めら

れ、これらはJ,!深部を小央部に向けて掘削している。H:'iての ・部のJ聾tには柱IHが，はめられるが．そのI怜は0.40m

-0.55mである。また．埋土は1坂笑様に層状に締まっている。

S Di!Oil公跡 (SD1163壕跡）の北東の突Ill部内にS82070掘11.H紐物跡が(./{f.する。S132070/16立柱建物跡は

1 IIIIX31111で棟/Jr:り を壕に対して •f-行に向ける。 It.穴は棟方向と亜直方向であり、附段状もしくゆるやかなliii斜

をもってl1l深部が内間に米るように掘削されている。また、駁面のJi!路よりnHを据え柱をVてていたと号えら

れ.l.t:のif.は0.24m -0.30 mと推定される．

閑壕外のものについては, II棟が潤仕区の北洒に fif.~"tする。 I lnJX I r,IJ. I lnJX 21111であり、その棟flliりはSD

1101壕跡に対し.'1'-11・もしくは直行している．このことや11',土迅物を与え合わせると.S D1101壕跡とほぼ同時

期のものと行えられる。また．その切り合いにより数度のff.てnえを行っている.,,が分かる。
ここで..'.i野ケ且迅跡全体でみると．掘立柱建物群は,ti内郭洒IJ( i'iff ケ •Q地区 VIメ．西浴） に瓜1,しており、

これらは全体に係わる!rl,j!群と考えられるのに対して、本潤在1,c:i.狐外のものはこの1>11-aのみに付Mする施設と

牙えられる。 このことは木~fiiの性格や特徴を知るうえで可｛咲である。

-Ji. 構近的に見てみると、 IE穴内の~I面に横木の痕跡及び枕痕が、山められるものが多数ある. hl.+: を配する手

法はfl,:買'l'・'fの低湿地迅跡でしばしぱ認められるが.Iそ陵上にある本迅跡でも，認められることは興昧深い。また、
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SB  1194掘立柱建物跡には横木は認められず、 競板状の木材の痕跡らしい土陪があったが蓄そもそも横木や礎板

は沈下防止のための設偏と考えられ径が50cm程度であれば、これらがなくても柱下面自体がその役割を果たす

のかもしれない．

環壕内の掘立柱仕物跡群の柱穴跡から出土した遺物は大半が小破片でありまだ詳細な検討をおこなっていな

いため、建物跡の細かな時期等については不明確である。しかし、壕に規制された配凶状況を収る点から考える

と、ほぼ閲壕と建物群は併存していたものと考えられ、壕内に竪穴住居跡が極めて少ない点より、これら掘立柱

建物が北内祁主体となる区峡であったと考えられる．

③ Jglf・ 壕跡

北内郭では壕跡を4条検出している。このうちS01101環壕跡は切合いや土層断面により掘紅しが認められる

（新段附がSD1163、古段附がSD1162), 

S 01102I桑跡は後剛後半から終末期のものと考えられる。南西部を頂点とする平面A字形に巡り、北束部及び南

東部に半円形の突出部、北東部に方形の突出部を有する。これらの内ONにはそれぞれS01104・S B110繍~l'l柱

建物跡が認められる。さらに、南東部においても現在は畑の開墾により削平を受けているが、環壕のk111Jt1部を検

出しており北東部同様の方形の突出部が設けられていたものと考えられる。つまり．面州から北東に,,,軸線をと

ると左右対称となる。また.A字形頂部付近には掘り残しによる陸橋部を設けている。輻 2.0m-2.Smで噺面形

状は逆台形であり、その：I: 層観察より外側に土摂があったものと考えられる。

S DIIOH桑跡は当初、 1条と考えられたためS011011豪跡としたが、潤査区の拡張による切り合い部分の確認

や土層観察により掘る直しが認められたため、重複部分をSO1101に、未重複沿分については古段附（後期後半）

の1桑跡をSD1162、新段陪（後期後半～終末）の壕跡をS01163壕跡とした。

S 011621桑跡は東傭より、SOJI02l豪跡と約15mの一定距離を保ち北東部に方形の突1.IJ部をもち、西側に絞＜

{S DUO! 壕跡）. i!!i側より S01102壕跡との一定間屈は失われ南西の頷査区外に延びる (213・ 215潤在区で確認）．

幅約2mであるが、 A字形胚部においては土府観店より輻約3.Smとなる．

一方.S011631象跡は北側ではS01162壕跡と頂複し、西側では面に延び.S 01102壕跡との一定間隔を保ち

A字形に巡る。S01102と団様の半円形の突Ill部はもたない。この遺構配れより、少なくと もSD 1102没跡とS

D 1163壕跡は同時併存と考えられる。また．再掘削時には.A字形庇部に緩やかな弧を描く 半円形の安Ill部を股

けている。内部にはSB2070掘立柱建物が認められた。糾約2mである．いずれも断面形状は逆台形であり、 J:

層観察より外側に土投があったと考えられる。また. S011631桑跡についてはA字形の頂部よりやや束よりにII¥

人口を設けるが、 S01102壕跡の陸揖部とはずれる位収にある。このS01102壕跡と S01163壕防の入口間には

小穴列が存在しており、概列によって提形に導かれる通路と与えられる。なお、最狭部は約 1.lmとなる．

S 01122壕跡は潤在区中央部に位壮しており紐約2mで、 浙面は逆台形をなし、突出部を中心に約50m区間

を検出したが、両端は削平されており、壕跡の走行は不明である。突出部の形状より南側が集落内部と考えられ、

壕跡の時期は後期中頃から後半にかけてと考えられる。また、埋：I:の状況から判断すると、人為的に埋め戻して

いる可能性がある。突1.l1部東側より中広形鉗父がI.II土していることを考え合わせると、 S01101 (S 01162)及

びSO1102壕を掘削する際にS01122壕は埋め戻され、銅文は地鋲具として埋納されたと考えられる．
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Tab. 3 吉野ケ里遺瞼北内郭鰭M辺竪穴住居鶴一覧汲
(ljlf立：n,) 

規 校 屈 内施設 t~/JIJ: 
n構番乃 影感 陳力臼

J11 損
ijJり合い If Ill 

KさX鯰X深さ 床i面fll 11 穴 邑煉緒れペッド 溝 その料

SHIIO'J /j 形 5.78X4泣X0.21 ”即 N-48.5'-£ I CJ) 不II) 慧 11 S01111? より員 hふ胃-~坦繭

SHLLOO ~Ii形 (4.98)X(3.80) XO.IS N-63.5"-E I (I) 煉士．

＂ ＂ 
~t楕覇•II

SHll07 及Ii形 5.60X(3.70)X0.09 N-S2.0'-£ 不号1 If'跡 黒 熊 SIIJZ72より置 }がllllill'--中碩

S111108 及1i形 6.04X4邸 X0.07 28.851 N一磁s・-w ぷ明 1渭l 慧 鳥 SOllOlよりKlit籟覧llf(b1 

SHII09 /,l/i形 S.13X(3,68)XO.II N—ヽ9.0'-£ 不町 ぷIll 焦 5111110よりも・ llf.llJ! ● t (/;) 

5111110 艮1i形 (3.4-0)X-X0.14 N-78-S'-E ぷ鱒！ :f,11J 小明 鳥 SIii! 田より、 9生悧111-f.

SHIIII /Vi形 5,60X(3,60)X0.(11 N-:o.o・-E 2 炉状ビ•,f 1渭I

＂ 
渕1218より凧 が~,涌

SH1112 艮J;形 S銚X(2.90) X0.09 N-51.0・ーE ,,-111 .(,ill 1渭I SDIIOIより占 らtUU

Sfllll3 J.!/j形 7.04XS.40X - 認016N-43.0'-E I (3) 和!J 照 れ鐵 ・S011!2より1i件引怜llllltlll

炊斧

SHILi< l'I形 往5.30 41 和ii 黒 煉面 件1:1•111!11

SHIIIS IVilfl 4.20X3.49X0.09 14.658 N-57S-E 1+ (I) 炉状ピ.,t 慧 l!cU罰籠 1--•I頓

SH1116 J,i/j形？ 2.92X(2. 約）X0.08 N-33,0'-W 燒面 SllllOIより古 ~1.1,111肩＇は1

S111120 ),i/j形 6.04X4.48X0.17 27.6.59 N-氾5'-E t+ (I) ィ精I 慧 Sill!!'.! より古 ~'t怜閉籠↑

SH1121 楕l'l影？ 3.76X(2.55)X0.17 4渭I ~'Ill 4渭I 煉I: SU1122より占
SH1123よりよ

体生•11111債＇

潤II勾より占

SH1123 l</i形 4.78X3.54X0.06 16.921 N-7~0' -£ I+ (I) 炭化iii 鳥 煉面 鉄饂 SlSll)11ll2221 よよりりt' ”後111鳥9
SHll41 Ji/j形 S.30X3.•12X021 18.126 N-狐O'-E (2) 和II ~. 併t暉籍f

SHll~3 /Vi形 6-50X4.!IOXO.l6 31.850 N-$7,0'-E t+ (1) 炉状ビッI・ I( 潤IIHといりhMlilllllt覧

S111144 !<Ii形 8,32X5.40X0.10 44.928 11-82.5'-E 2 不剛

＂ 
SHU砒Illりり /iii¥愧

Still⇔ ¼Ii形 (4.?2)X3.44X0.10 N-48-f>-W 不111 煉J: 不IIJ 況II払より冒 ク生恰11111¥111

SH1146 w,11 5.47X4.96X0.03 Z'l.131 N-5:3.0'-W 不明 f,lfJ {:IOI Slill~ り占 fl:tltl!IH渭l

Slll!l9より、

SH1147 (J;fl) 4.S6X2.91 X0.26 13.270 N-:l3S-E -1:111 ~;111 ぷ剛 焼面 SHllc&l~l Mltlllll-1<"11 

SH!148 1; lfl (l,02)X-X0.25 不明 ぷ明 利VJ SHlll1より占

SHIJ49 （ガ影） (6.96)X (1.7) X0.07 心11 :i;l!l ィ＂＂ 煉dii !311以 り古

SHll53 *Ii影 9.60X6.78X0.3I 64.410 N-32.0'-E 2 1i影が (j Sll116! より＇ Mltlll11和

SIU! お 此Ji形 3.00X (2.70) X- N-,1.s・-£ 4? 焼I:(炉，/） 不叫

SH1157 及/j彰 6.50X4.38XO.l9 孤 145Nー4&0'-E2 炉状ビ・d 黒 件生叫輯F

SH1158 イ"" (2.S4)X-X- N-:12.5-E ィ縛j 和!J 杓I) ~'f. 中111肩↑

SH1164 ¼Ii彩 (5.00) X (4.40) X - N-47,0°-W 煉土 ぷ11/1 Mio閉9

SHII応 不 '" (3.38)X-X- 心!I 不引 Sllll叫 り1i

SH1166 JV; 影 (4,40)X3.14X0,04 ドー況o・-w 1-'!I ,f-llJJ II-MIii偵↑

SHIit,/ 必Ii影 (4.52)X血 XO.CYl N-12.0'-E 不Ill 煉t 和91

SH1168 fl 彰 •.•6X•.36X - 19.446 N-•3.S"-E ィ輝！ ,(,I!] ぶりi M•Pllltll早

SHIIOO {''" N-56.0'-E よ克狐

SH1174 .≫Ii影 4躯 2.98X0.22 12,933 N-61.0・-w ぷIll 和11 不引 件生紺11111-lillll

SHl176 !Vi彰 8.IZX(7_'l6)XO. 勾 2+ (2) .. ~1 

“ 
Sllll叫り厨 Mlllllll杓覧

SH11n ,., #I 1£5.61 7? 炉状ピット 慧 S1lll6lより古 ~'t中笥；； 1

訊m,よりK
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.Ill. 校 凩 内純，a M沿I・n鳩杏I/彰地 棟J;i:4 這，． 切り合い ＂ 
lil 

μさX船X深さ 床ifrih1 1£ 六 慾仇誕れぺ•rill その鯰

Sllll78 lり影 1!6.20 6 が状ピット 鳥 焦 ク1'1< 111~1'

SH1179 111形 IH8.00) 炉状ピット 慧 黒 fl'£ 叩ll!MT

SHll80 JW形 4.70X3.76X0.12 17.672 Nーl!l.s'-E I+ (I) 心引 鳥 慧 ク1.1情liH

SH 1184 ¼Ii形 (4.58)X(3.35)X- N—潤S-£ 小明 不引 不,,1 n爾Ill
$1111泌 ¼Ji影 6.80XS.16X0.09 35.0SS N-75.5'-W 2 炉状ビット イ;ijJ

＂ 
11-1:rt•1i.r, 

S111193 (/j形） (4.16)X-X- N-32.5'-W イ；明 ィ引 不101 木兒紺 ~ti、IIIU--<1•111

SH1195 (/j形l (2.4)X (l.40)X- ィ渭I 4渭I ;r,111 

SHll96 (Ii形） (622)X(l.34)X- N→ 9.o・-w I+ (l) 和II M刺"~t

SHll97 (/j形） (4.60)X(4.30)X- N-44.0'-W ぷ閉 利引 イ,111 l'f.'t怜II!帆9

SH1199 j~}j影 (6.28)X(l.44) X- N-51,0'-E 1渭I 和,1 -!'IUJ Mil胃liT-怜↑

SH 1200 (/j影） ~-90)X-X0.09 4渭l 不111

“ ＂ SH 1226 (Iり影） イ；り1 1渭l 心II

SHI効 (/j影） 4.72X(l.:IOJ X - 不lfl 不剛 イ<i!J Slll311ょ ~Ii

SH1261 js!}j影 4.58X3.35X- N-41.0'-E ィ渭l f胃l

＂ 
SDIJliよりA

SHI盆 (/I影） 3応 X(2.28)X- N-7紐・-w や11 不碍I 心,1イ（

SHI磁 (tj影） 4.ISX(L&l)X- N-so.o・-w ぷIYJ .f-1111 イ"'' SD! 茄ょIJ1¥

SDII位より古

SHI郊5 "'l'J N-57.0'-E ぶ111 イ渭I イ、'" son位より，,,11-'tlf'JIJ 
SHl函 ィく IJI 3.90X-X- 心,1 不碍9 和"

SHI267 {/j影） 6.00X(2.88)X- N―ぷ5ーIVぷIIJ) 不鱒9
;i;,., 
＂ SH 1269 ~J; 形 (5.38) X (5.00) X - N-匹 -w 2 lit I: 4ヽ，＂ 11:~.llll!IIIT 

SH 1272 Ui形） (2,28)X-X- ドー泣o'-E 祁,1 不明 If SHIia/より，';M. 惰胃員Iー’随

SH12T.l (1』・形） (2珀）X(2. お）Xl.10 N-71.0・-E イ;lrl .f-111 4渭I

＂ 
!11怜町怜↑'-HU

SH12n Ui形） (3.90)X(I⑳) Xl.10 N-$d-E 心II ~ -t 心"II SHII田より，I;MHIH扇

SHl'/.78 111111影 4.•0X-X- N-76.5"-W 不明 杓11 .'l 鳥 5111111より，,,'ll't中Jlliif

S111282 (I; 形） (5.46)X5.12X- r,1-33.0・-w 和" イ渭I 置... JUI SOIIIX! より員 M 悧障T・

SH 1290 イ；剛 -X-X0.20 11-23.0 -E ,f<llf 心II ""'l 焦 M 悧輯T・

SIi 1291 (I; 形） (3.40) x-xo.22 和!I れII "碍I 只望？ lt♦l'fr--晨輩HA,

SHI泣 ['[影 lf4.38 Slfllllより,';il'I: 中閉肩1

Sll1301 心" ll't怜,1員↑→躙

SHI滋 Jill影 S.36X心OX0.15 ね.512 N-83.lf-E 心" 和il

“ "→ ltU 
,,, 柑9

SHI双B (fり影） I紅.20 イ渭I ~-'ll ぷII))慧 SHI蜘よりKM中閉tirnn
SHI紐 (/j影） -X5.54X- Nー的rf-E 心" ~J. ,f-OIJ lit. 怜11,.r

SH1305 (1;11) -xuox- N-65.'5-E 人兒偏 SHI匹 り，K

SH 1306 (/j影） (4.24) X4.48X - N-47.S'-F. よ兒砿 SHI珀はり厨 lit.• 隋1餞↑

SHI直はり層

SHJ307 (1i影） -X4,20X- N—狐,-w '!•Ill 和JI

＂ 
愚 !11: 怜JllllUI

SHI碑 (/j影） 5.IOX4.50X- N-63.o'-E 心II ,(,IIJ 1渭l よ兒掘 SDIIOIより8 !11. ヽ1• 11iiil'

SHI珈 (l'l形） (4.92)X-X- N-EiO.O・ーW {,IV] 1渭l I(1 Sllll叫 り占 H•l•Jllil• 

SH 1313 (/j形） 6.IOX5.80X- N-帖.o・-w よ兒趾

SH1Si9 (1; 形） (4.76)X-X- N- 87.0'—IV t+ (I) 不剛

＂ 
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T負b.4 r'i野ケ'I!遺賜北内算蹟卜むllllilt柱庄物蹟 →覧及
(1il位： ml 

逍 Ill ffj rr 玲 Ii It 'i( 

illlll芥り 柚 /j~•J 憐 牙

1n1数 狂初16ih1 全Ji mr.i 令J, wn1 f属ll態 、F面規 R 深さ
(,n') 

SllllO-t IX2 15,300 3.40 4.50 2.25 ,ヽ-捻.O'-EIi影 O.SIXSIー0,80Xo.64 0.100-0.120 

S8110., IX2 12.710 3.10 4.10 2,05 N—乃.;·-E Ii形 0.56X0.64~0.96Xl.12 0.000-0. 公り 11:Wi(四心）

SDII郊 IX2 18.993 Iヽ.LO 4,63 2.18 N—益 -w Ii彬 0ふx邸2-0.鉛Xl.16 O.!II0-0.:!iO IIWf (0.1l~0.31l 

S01129 IX (I) 2. 邸 I.!!() N-39.0'-W 方彬 0俎Xl.46-o.~Xl.>1 o.460-0.600 

SBll:lll IX2 14.654 3.44 4.26 2.13 N-36.0 -W IW o.;ox町8-0.i<XI.葛 皿!0-0.51011帆II(n09-nll) 

S81131 1XI 6.096 2.40 2.s,1 2.>4 N-41.0'-E /ili 1q11 Oふ8XO.&l~0.81X佃i 0.100-0.320 11.fflf (0以）

SU1132 IXI 11.776 3.20 3.68 3. 邸 N-44,J'-W Ii影 O.lll>X0.$1-0.~X血 o.~~-o.s: 

SB113:l IX (I) J.&1 3.00 N-43.s・-E ,m 0.60XO.&I-0.70X訟 0.囚~-0.-1.10

$111134 IXI 7.276 2.58 2.82 2.82 N-O.S-11' /if; 匹 XO.況→凶Xo.&1 直～畑

581135 JXJ r;.1切 2.60 2.60 2.60 N-44.0・ーW方" 0.16XO. 珈碑Xl.20 UJW 

Sll113G IX2 14.5虻 3.20 4.56 2.28 ドーお，o-wIi影 o.;ax1. 正 LIOXl.!!6 o.1ao-o.,20 

SBll:17 IX2 16.800 3.36 5.00 2.50 ドー66.0・ーII'Ii影 0鯰x1.oo-1.20x1.30 0.500-碑 •WII (0.20-0公）

Sill! 謁 IX2 1&.645 3.50 4.<17 2.235 N-s,s-w Ii影 0.70XO.SO-ll.ll5X0.85 0.120-0.SIS flりHf(0.12) 

SB1150 IXI 13.901 3.62 3.84 3.84 N-認.o・-w”杉 O.i6Xo.9← 0.9'/Xl.15 0.130-0.4,JO 

$81161 IXI 8.112 2.-1() 3.38 3.38 N-54S-W Ii影 0.66X0.8t~碑 XO.笠 0.150-0.Zlll) IUll!I四～四｝

SBl172 X2 4.78 t.39 N-31.S-E Ii影 0.78X0.78-0.&IXl.2'1 0.310-0.140 IWII 10.22) 

SUll9•1 JX:l 156.210 12.:lO ,1.10 12.70 4.233 Nー茂0・ーII'Ii影 J.D;XJ.JZーJ.S1X2珀 0.070-0.810 tum  !Mo-oぷ）

581310 IX2 21.996 3.90 5.64 2.82 N-51.o'-II' Ii#/ 0.90X紐3~!.00X131 0.400-0.4,0 lf.Kflf (ll.28) 

$81311 IXI 13.280 :1.32 4.00 、1.00ドー,1.0・一＼＼’Ii形 0.66X0.70-0.96XO. 謁 0.150-0珈 IUUf. (0.10一血4)

Sfll3l2 IX2 11.165 2,90 3.85 1.925 N-~5 -w /j駐 0.66X邸む0.1!:!Xl紐 0.知 -o.お0ltlillf (Ql4~Qお）

S61314 IX2 18.150 3.30 5.50 2.75 N-63.5'-E /i影 0，以X邸S-1.:l.'IXI腐 0.1沢1-0,四 II.flit C0.20-o以）

S112067 IX2 19.584 3.46 5. 茄 2. ぷI,X-15.0-F. /iU 0.16X0.90-0.81XI. 位 畑 -0.4251ぼI!C0.14-⑬ ） 

Sll2(沿8 IXI 8.112 2.60 3.12 3.12 N-$1.5 -W Jiff 0鯰XO.Sl~O.SOX凶 0.1185-0.240 

SB碑 IX (3) 3.46 (7.H) (2.48) N-50.7'-E /W・l'lli 0.53X凶 -0.94XI.OO 0.195-0. 獨 ll&'lf!(o.21-ll.30) 

SI氾070 IXZ 29.2ぷ 4.50 6.50 3.25 N一訊o-wli!ll'lll O.~X l~-匹XI.況 o. 直 -o.,6iぅ1Wli{ll2←配刑
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④その他の辺1怜

その他の追構には襴列と穴介がある。

まず.Iii列は北内郭の人り17周辺．つまりS01163壕跡とs01102壕跡の切れ間をつなぐl'ilii'tより検II¥した。前述

したように、5D116.1壕跡と$D1102壕跡はそれぞれ掘り残しによる陸屈部が存(£する。これらをつなぐ様な2条の

鴻列跡及びs01102壕跡内部に2条を検/JIした．

洒011の柵列 (SA118lllll列跡）は紅線で、東側の襴列 (SAl182111l列跡）は鑓形に1111がって）伍をつなぐ様に化

沢されていた。また.2条ともSD 11021磁跡には楼絞しておらず Imほどの空1111を持つが、 l~のJ:IM観衣より．

外Ill!に1投の存(f.を推定でき、そのためと芍えられる。

S D1181隕列跡については12古個の柱穴で構成されておりその往は40<:m-80cmである。S01163の9令m部洒
端から洒へ約Smの位ii'iからSD1102壕跡の陸屈部西沿へほぼ直線的に延びる．全長約8.5,nで、 t1:・;,1川の長さは

一定していない。また、 SD1182襴列跡については12個の柱穴を検出しており．その径は40<:m-110cmである．

tt穴の形状はすり,~状をなす• S D1163壕跡の依屈部東沿よりSD1102壕跡に向かって亜直に約4.5m延び、西膳

にむかってほぼ直角に折れ1111がる．さらに．約5.3m世に延びた後．再びSD1102壕跡に向かってji'[fりに折れ1111が

り約4.5m延びる．

これらの2条の瀾列は閲壕及び土限と相まって.S D1102閲壕内部に容易に進人できないようにする施設とis

えられる。また、これらの柱穴より K器等のIり）確な迫物は検出しえなかったが．このことよりSDI沿3li跡と同

時期．つまり後期後半から終木]91と考えておきたい。 なお、この 2 条の1i11列の般狭$•I•央にft穴を検Illしている．

これについても上器等の111土辺物は検出しえなかったが、襴列の柱穴同様すり鉢状の形状を ~l しており、扉等の

施設にff-うものと推定される。

まなさらに.S D1102壕跡の内側においても2条のIll!列跡を検Illしている。SD1102壕跡の9悧鉱I洒沿より

北へ約3m延び西面に向かって鋭fりに折れltlJがり約3m延びる。13憫の柱穴で構成されており.n~·, のI'€は約

30cm前後である。さらにその洒側にも南北に約4.5m延びる掴列跡を検Illした。4個の柱穴で栴成されており．

tl: 穴の径は40cm前後である。これらについても、並びが雑然としていたり、柱穴が小さしヽなど、上記の2条のIIIO

列とは様札lがうしなるが.I.ii様に内部への容品な進入をmむための施設と考えたい。
以上、これらの追溝についてみてみると．内部への巡人に対して訟頂な苔成が成されていたことが知れる．」t

内郭1,1)様に内Jなで囲まれている1fi内郭についてはこれほどの施設は整紺しておらず、 北内郭の性格を知るうえで

の直要なR科となる。

一方.~\£! については潤在区北半部で検Illしたが、前述したように I・分な滋任がなされておらず．詳細につい

ては不明である ． 本閥在区にも、 •1渭l1i/r,年代の竪穴!Hi,跡が多数存{f.することより、これらにりiうものであると

推定される．

(2)弥生時代の迅物

弥'F.時代の逍物としては、多数の I:器のほか、鉄器やl'i銅器などがある．

①土硲

北内郭跡からは竪穴住居跡寺の削平はひどいものの、壕跡を中心に大litの土器が/J.¥I:している．また、後JQIを

小心に9さ則的には前Jgぽより継絞する場所であり．今後本）也械を考えるうえで頂吸と忠われるが、整珂追•I•であ

り．紙数の関係上一部についてかい摘んで報告したい。
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Fig.18吉野ヶ里遺跡北内郭跡竪穴住居跡出土土器実測団(1)
(l-S .. ・SHll03 6-8 .. ・SH1106 9・10 .. ・SHllll 11・12SHll16 13-16・.. SHll23) 
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Fig.19吉野ヶ里遺跡北内郭跡竪穴住居跡出土土器実測図(2)
(S 111113) 
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Fig.20吉野ヶ里遺跡北内郭跡竪穴住居跡出土土器実測図(3)
(SH I 113) 
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Fig.21吉野ヶ里遺跡北内郭跡竪穴住居跡出土土器実測図(4)
(J-3・・・SHIIO 4-8 ·•• SH11<5 9・1l・・・SHll<6 12・14SHIIS1) 
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Fig.22吉野ヶ里遺跡北内郭跡竪穴住居跡出土土器実測図(5)
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Fig.23吉野ヶ里遺跡北内郭跡現壕跡出土土器実測図(1)
(l-6 .. ・SDll22 7-lO .. •S01163 11•12"•50 ll62) 
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Fig.24吉野ヶ里遺跡北内郭跡環壕跡出土土器実測図(2)
(SDIIS2) 
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Fig.25吉野ヶ里遺跡北内郭跡現壕跡出土土器実測図(3)
(S 01102) 
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Fig.26吉野ヶ里遺跡北内郭跡現壕跡出土土器実測団(4)
(S D1101) 
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なお、弥'E時代終末期から古Jtl叶代初煩の土岱については．北内祁跡の変遷を巧える場合に細かな叶JU]細分が

必要と考えられるので、その時期決定についてはrtfi原宏行氏論文（佐打県立hり物館閥在餅究iり台16島「i1itrl時代tlJ

頭1)(1後の」芯編年Jt991)の(tt(平野を中心とした古tn時代りJ頭前後の土岱紺年を使川した．

竪穴住居跡Ill」•• 、I滋 ( fig,18-22)

SH 1103竪穴住居跡からは虔．壺t 硲坪鉢が/1¥土している (Fig.IS). 5 は虔であり、外i/iil ヽケ l」，関整で丸~\:

を用する • I・3の科坪は畿内系の低脚杯であり、脚柱部から樹部にはなだらかに移行する.,1iitffl年代のりJilli

（タケI胆式mlのものと考えられる．

SH ll06竪穴fl届跡からは甕．壼、狂杯がII',土している (F1g.18).6は店杯であり、口松沿及ひ＇即猷部を欠柑

する．低脚杯と号えられる。7はl::J絃部が短く11'(ヽtするurロ・必である。8は毀であり、口綽部からIii部にかけて

残存する．内外iliiとも IヽヶU,J1整を施す.i灸m終末JOJ(惣l'li2式）と考えられる。

SH I Ill竪'j"(f諏 跡からばぷ、必杯が出 I:している (Fig.IS). 9 は~Wi系の科坪であり、杯部は欠Htする． ゃ

や、内窃ぎみに開 く短い脚It邸を持つ。 10は9公1こI壺であり、 LI頚部が大きく外／えし、なで~lとなる. ,'it/l時代m

頑（タケ里式JUI)のものと考えられる．

SH 1116竪穴ft:屈跡からは甕．壺がIll土している (F1g.18).11は短頚壺であり、,~~部を欠出する.12は安であ

り．いわゆる 「T」字状口柑部をj,りつ。口緑端部は亜れ下がる.•1• 期後半代のものと牙えられる．

SH 1123竪?¥(主駐跡からは壺.ff:がり1土している (Fig.18) 14は壺であり.I二1縁部が外反気味に俎く旧lさ、 J取

部は平底となる．後期1ii/半と考えられる。

SH 1113竪穴阻収かからは堕、滋邸杯、沿台が出I:している (Fig.19・20)。2(Fig,20)は(f.J也糸の突であり、

凸レンズbl:をなす。外ilii」こ't'に横位のククキを施す。7(F1g.19)は二重1二1縁壺であり．口縁部がIll立ぎみに立ち

上がり．沿部はゆるやかに外反する。8はp'(.ロ必であり．「l柑部はやや外傾するものの1(げ'[.ぎみに立ち I・.がる、

胴部最大径1がI•位にあり、底部は丸底となる．また、顎部には凸幣が巡る。後JOI終水IOI(惣瑾 I-惣Nt2)と杓

えられる。

SH I I 4 3竪'j'((t届跡からは甕．壺、$¥:が出土している (Fig.21).Iは鉾であり，口舷部はi1'(il気昧に此＜

延び.nの張った伍麻形を成す。3は甕であり、横方向のタクキを残しIJ.¥;部は尖り気llf;の丸庇をばする．後1引終
却91(惣沌2..1:)と与えられる．

SH 1145竪穴住柑跡からは倅、甕、沿台、支脚が出七している (Fig,21) 6は甕であり、111ぷ部は大きく1月さ．

瑞部は11iilf~りしている。外面にはククキが残る.i妥JOii灸キと 巧えられる．

SH 1146竪'j'(f郡跡からは鉗邸がIllI: している (Fig.21)。IIは邸であり.tf部のみ残{fする.J{-」・・t部

は外反し．坪―ド半部は内切する。後）91終末191(惣姪2式）と考えられる．

S H! l 57竪穴住居跡からは甕、器台が出上している (Fig.21)• 12、13は甕であり、口紺邸は逆L字形を成す •I• 

JUI前平と 杓えられる．

SH 1178竪穴i阻•i跡内小穴からば＆が出 I:している (Fig.22). I は短朔壺である。 •l• lり1前平である。 S Ii 1272 

竪,・(ft居跡からは甕、滋鉢がII¥土している (Fig.22)。2は,J;.ロ致であり、口外縁部は紺く開く。3は安である。

後舅l前半と考えられる。

SH 1290竪,'(1£1.!l跡からは,~が出土している (F1g.22)。6は安であり、口縁はくびれが強く、口舷溢部に向か

ってIf/.くなる。外而及び口紺部内而にハケ目潤整を施す. 7 も褒であり．頸枯部のくびれが·~<. 凸沿をもつ．
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後191前半と考えられる。

SH 1302竪穴住居跡からは甕が出土している (Fig.22)。胴部以下が欠mする．口縁部は外傾内憫し、 h-1はなで
h-1となる。幾内系の,,,割翌と考えられる．古J(l叶代初頭と考えられる。

SH 1304竪穴住居跡からは壺が出土している (fig.22)。10は短頸壺である。後期前半である。

SH 1307竪穴住店跡からは甕が出土している (Fig.22).II・12は甕であり底部は尖り気味であり丸底である．

後閉終末期（惣陀2式）と考えられる．

環壕・ 壕跡出土上器 (Fig.23-26)

5D1122壕跡では絆，壺、高杯が出土している {Fig.23・24)。後期前半ー後期後半と考ている。

S D1163壕跡では絆、器台が出土している。

S D1162壕跡では甕、壺、 $f、器台が出土している (Fig.23)。12は二頂口縁壺である。口絃は内傾し、外面に

は櫛描波状文及び沈線を施す。庇部は凸レンズ状を成す。6 (fig.24)は甕である。5は口Ii部は外消し，端部は

面取りを行っている．庇部は平底である。6は口粒部が虹線的に立ち上がり、以＊径は1i1部にある。屁部は凸レ

ンズ状である。頸部及び胴部には凸帯を巡らし、端面にはキザミを施す。外面上半はククキをハケによって消し

ている。後川1後半と考えられる。

SD 1102壕跡からは褒、壺、鈴、器台、 ~lf,が出土している (Fig.25)。15は高坪であり、杯」．：半部がi[SLし，端

祁は外方向に屈曲する。 外面には縦方向の暗文を施す。 7 は壺であり、口縁部は外而気味に大きく 1月< • l:¥: 部は

凸レンズ状を成す。内外面ともハケ目潤整を施た。8は滋であり，口緑部は及く、大きく開く。底部は平底を成

す．後期終末期（惣座i¥'.)と考えられる。

S D1101壕跡からは安、薮、鉾，器台、麻杯、支脚が出土している (Fig.26)。8は畿内系と考えられるお坪であ

る。口縁部はp'(線的に延びる.*柱部はやや内湾気昧に短く延び、脚裾部に至る。9は麻杯であり口縁部が直

線的に立ち」こがり沿淫は外方向に屈曲する杯下半部と祖立する口縁部の接合部外面には凹線を巡らしている．

外ffiiはヘラミガキを施している。13は広口壺である。胴部れ大径はやや上位にあり、庭部は凹レンズ状を成す。

1こl緑部にはキザミを施す。11、12は支脚である。11は受部が傾斜し、 12は受部が水平に近く中空である。14は視

である。後期後半～終末川（惣坐2式）と考えられる。

②その他の追物

土沿以外の刃物としては、 I!/絹器、鉄器、石器がある。これらは現在整理中であり、整理の終わった鉄器の一部

と廿銅器についてのみ報告したい。

鉄器ではT具類、農具類、武器類が出土している (Fig.28).

工具類では竪、鈍、鉄斧等が出土している．まず．璧と考えられるものは5-8の4,~WI土している。 5-7 は

鍛逍，＇ii,.8は鋳造斧転川登である。7はSH1184竪穴f主店跡からのI.LI土であり、それ以外は検1l1時の出土である。

5は'J.J部が湾血しており、 使用による破mと考えられる．また．突合せは頂なる。全長約12.4cmで、刃部輻は
1.1cmとなっている。6は碁部に叩かれたような痕跡が見られたので、盤の可能性も考えられる。全長JO.なm.刃

部転0.8cmとなる。7は全長10.4cm.碁部紺7cmであり、刀部までほぼ同様の幅である。

8は以前廿銅器鋳造関述迅情 (Ill手一本fM地区 1区 第 154閲在区 S K04土濱）からI.LI土したもの同様、鉗造

鉄斧の側辺を利用したものである。全艮8.9cm、移祁幅2.8cm、刃部幅1.4cmである。
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Fig.27吉野ヶ里遺跡北内郭跡出土鉄器実測図
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3・4は である。3は検出時の1.11土であり、刃部のみ残存しており、残存長4.7cmである。裏スキを持つクイ

プである。4はSOllOI壕跡出土であり、身部のみであり残存長4.2cm、幅1.1cmで、断面U字形を成す。

鉄斧は9-llの3点が出土している。袋状鉄斧2点、板状鉄斧1点である,10は袋状鉄斧であり、 SH1113竪穴

住居跳からの出土である。刃部が欠損し、袋部のみ残存する。残存長は 4.6cm、経部幅は2.6cmである。IIはSO

1101壕跡出土のものである。 完形であり、全~6.むm亀基部紺2.7cm、刃部虻3.4cmであり、刃部船の方が大きい。

9は板状鉄芹であり、所屈建物不明の柱穴I.I.I土の完形品である。全長7.8cm、最大幅3.9cmである。

農具類では鎌、摘鎌、鋤先が出土している• 12は鎌はであり.s01102壕跡より1.11土している。全長18.1cm、

坊部輻3.4cmである。刃部は曲刃であり、碁部の折り返しは横U字形になる。碁部及び折り返し部には木打は残

存していない。13・14の摘鎌は、 SH1113竪穴住届跡及びSD1162壕跡から各一点ずつI.I.I土している。13は刃紺

9cm、縦糾2cmである。また、 SO1162出土の摘鎌 (14)は刃幅9.むm、縦輻 2.3cmである。背而には有機物が

付行する。13は鋤先であり、刃輻7.9cm、縦幅5.7cmである。刃部は使用により折り返し部分まで摩耗している．

まだ折り返しの一方は叩き出しを行っておらず、縦方向に対して鋭角に折り曲げることによって折り返しを形

成し、刃部の使用を可能にしている。現時点では破m品の再利111の可能性を考えておきたい。
武器類としては鉄鏃2点、鉄剣1点が1.1.1土している。］は打茎で榊菓形のであり、全長5.7釦mである。2も同

形と考えられるが、先端部を折損している。残存長4.85cmである。16は短灸lである。関が不明瞭であり、編広の

長めの茎を持つ。目釘穴は認められない．鉗も不明瞭であり切っ先を欠損する。全長21.5cm、剣身長17.2cmであ

る。

c= 

~~ ~ 

こご—=- - -_ --―l 

~ 

。
10~ 

Fig.28吉野ヶ里遺跡北内郭跡出土中広銀文実測屈
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以l:、北内祁は完全な発掘をおこなっていないにもかかわらず電多はの鉄製品を出土した。閲在1fii積から勘案

するとさらに多鼠の鉄製品を包含しているものと考えられる。また、すぺてを兄尽くしたうえで判浙すぺきであ

るが、注目すぺき点として、エ具の割合が非常に忍いことがあげられる。

,'1鉗笞としては、SDll22壕跡内に掘り込まれた小ブくから銅父が出土している。小穴は、 SD1122壕跡方形張りIll

し部の東傭碁部付近に掘削されており、平面形態は楕円形であり、長輪48cm、短軸24cm、であった。1豪跡は深さ

約20cm残存しており、周辺のil'l構の深さを助案すると小穴は壕の埋土J:而より掘削されたものではなく. I~ の埋

没過程遥•I•に1開納されたものと考えられる。さらに、このことより銅文の埋納は壕跡の埋没に関述したものと考

えられる

銅父 (Fig.切）はその小穴の必邸に刃部を横にして埋納されていた。切っ先の方向は北である。全長38.lcrn、刃

部ぃ大糾8.98cm(I?. さ0.35cm)、刃部最小編6.42cm、茎幅2.55m、茎の厚さ0.41cm,I月転）3.82cm、関阻さ1.97cm

で、頂l,tは48Jgrである。刃部はT寧に面取りされている。樋内部に文様などは認められない。また，紺は認めら

れないがその大きさや形態より広形銅父に近い巾広銅父に屈すると考えられる。なお、小穴の土粉観察等から｀

埋納容器等の痕跡は認められなかった。

通常は集落から離れたところから出土するが、今厄lのように集箔内部の符に壕跡から出土したということは峡

昧深い。SD1122は内1贔が掘削され北内邪が成立する直前に埋没しており、 何らかの関係が認められる．

北内邪跡は極めて計画的に設計された区画と苫える。前述したように、南東から北西ラインを中帽線に取ると．

南北はほぼ対象形となる。さらに、人り口も柵列や土↓1によって鍵形に屈曲し、容易に小には侵人できないよう

な構辺をもっていた．

また．周辺との配収関係を考えると、まず．少なくとも中期前半以来．隣接する甕棺棧群とは厳密に区直され

ている• Ii旧I末には北内邪に北接する鳩所に甕棺墓群が営まれ、中期後半まで紐く。その後SOJIOl&'l壕跡が掘

削されるが、硝域には全く投入していない。さらに、西接する位図にも中期から後期初頭の視棺給及土渫猿等が

存在するが、北側同様に居住域の投入は全く見られない．居住空間と経域としての意訟は住居跡及び虔棺秘が出

現する、前IP!末から後期まで存粒しているようである。さらに．他地区と異なり連綿とこの点識が絞いているこ

とより、当初より単なる居住域を越えた立味合いのある場所であったことが想定される。また、北接する安棺俎

群 <.11,fケ里丘校V区）では中央祁に紺約1.2mの通路状の空白地が('f.f:f.している。さらにその北部では弥'I:時代

後期の掘立柱建物跡や立t.tと考えられる柱穴がある。ここにおいて、泊丘袋の中心に位誼するIi地のSJ1006虔

棺猿．立柱跡．掘立柱建物跡、通路状の空白地．北内郭内の大型佳物跡などを見た場合．これらは一直線に配骰

されていることが分かる。 また、これらについては、 Jtlli~の構築は中JOJ前半であり、埋拌は中期後半まで継絞

し．褒棺経群は前閉末から中期後半まで、掘立柱建物は後期のものと考えられ、形成時期はそれぞれ異なる。お

そらくJJl丘硲を中心として．徐々に占いものを収り込みー述の空JIりを成立させたものとみられる。これら一述の

施設群によって項斤絡を中心とした祭祀的空間を形成したものと考えておきたい。

4. 妙法寺跡

ED手一本黒木地区 l区の 220閥立区は、 吉野ヶ里辺跡南内郭の復元集硲から南南東に 500m、JR長崎本線の北

50mに位誼する。現在の束妙寺とは南流する1モ1手川を挟み西に約220m離れている。標麻は約16mの吉野ケm段丘

の南先端部付近にあたる．潤立1i,Jまでは畑として野菜類が生産されていたところであり潤在区は南東方向にや
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Fig.29吉野ヶ里遺跡妙法寺跡遺構分布図
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や節料している。 潤l't~伯Mは947m'で、東けj邪はトレンチを設けて部分的な潤査を実施した。

この潤在区で確認された道椙は、弥生時代中期のものとみられる貯蔵穴跨2碁を除いて、ほとんどが鎌介時代

から戦国a-9代にかけてのものとみられる溝跡20条、掘立柱建物跡7碁、 1111跡7列、土燐30払、 Jt-戸跡IJふ小穴

多数などを確認した。中世の辺栴・ 辺物の概吸については．以下のとおりである。

(I)辺柑

①消跡

洞跡には、建物跡群などがm在する空間を区画するものや．その他の様能をもつと牙えられるものが((.化する。

また、潤が区市から北、さらには西、そして再び北へ巡る沿跡も存仕する。この溝跡も内部空間の区直線の一部

と名えられるが．この溝跡と並行して通称 「深逍」と呼ばれている,1,世から現代まで辺存した規模の大きい辺銘

跡が存在している。

S D0001消路

潟査IK北端の東西消跡である。幅は約2m、深さは恥深部で0.58mを計る。方位は北に5度根れる.111r1nilftは逆

台形状で~~11.. 1.: 部がやや開いて立ち上がる．また、溝の底は州から東へ緩やかに麻くなっている。東はSD0025 

溝跡によって切られており、延長16mが残存していた。

S 00002溝跡

潤在区の中央を東西に走る浙面逆台形の消跡．全長21.4mで潤在ll内において完結している。冑］は l.Om-1.6m,

深さは検l.llfAiかられ深部までで0.48mを計る。方位はE-15"-Nである。東沿は削平のためわずか0.09mO)立ちあが

りを確認した。また｀さらにJl(IJljは地形が矧斜しており後世の削平が激しく、この溝の延長上に対応する溝跡は

検出でさなかった。

S 00003溝跡

潤在区lrliti邸でクランク状に折れ1111がる溝跡を検Illした。東西に13m.il'I存する渭跡が、東沿は1汁へ西沿は北へ

それぞれ曲がり.,lrn区内での延長は17.Smとなる．方位は東から共板へそしてほとんど其北をr:,1いている。iiiへ

は弧を描くようにdi!がる。消跡の船は0.9m-I.2mで．深さは3.Sm-5.0m迫存してしヽた．

S DOO'ZS溝跡

，潤在区東を南北に通り、閥在1吝北端で東に[(f.fりに曲がる消．断面形は床が転広く上部が1月<U字形である。消

の輻は3.lm-5.6m、深さ0.82m-l.18mを計る。屈1111部から面に20m検出し｀さらに南へはトレンチで消の行方

を確認した。面になるにしたがって消の中輪がゆるやかに東に窃£111している．

S 00028溝跡

汎在1召東を南北に通り、潤在1ヌ．北燐でS00025滸跡の東西ライ ンに切られる溝跡• I析面形は床が糾広いU字形

である．溝の幅は2.7m、深さ 0.4m-0.6mを計る．面に18m検出し｀さらに面へはトレンチで溝の行方を確認し

た。総延長39.Smを検出した.'}jf立はE-5'-Nである．

S 00030溝跡

潤査区東を'*i北にはしる溝跡をS00025消跡の1-5トレンチ (2トレンチのぞく）の下府で検I.flした。新面

はU字形で、 3・4トレンチでは明確な段がついており、 S00025溝跡との境が明煎に観察できた。SD0025消

跡が揺られる前に掘られた溝である。S00025洒跡の延長でS00030溝跡を検出できなかった部分はSD0025溝

跡の胚面より汲くなっていたものとみられる。
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S 00033洞跡

浪代区南東部に東西にはしる清跡である。S00003溝跡と3mの間隔をとり、ほぼ平行してクランク状に曲が

る．船0.45m-0.75m、深さ0.25-0.36mの断面逆台形である。東西方向の部分の方位はS00002溝跡等と同じE

I'S -Nと一致している。この溝の延長は東に向かう方向の消は潤在区内では検出できなかった．

S D0035溝跡

潤査区南中央部でSD0003消跡の掘替えと考えられる洛跡を検ti¥した．検出できたのは北東の1111がり部のかた

の部分と、西のill!がり部西北部である。加えてS00035溝跡の土阿からみると滞水したと考えられる水平堆積が

みられ、 SD0003溝跡のトレンチ土層の下層が同じように水平堆禎がみられた。SD0003消跡と同じ方向に掘ら

れているので掘粁えと判断した。また、西の拡張部に於いてもS00003溝跡に切られる溝状のものがみられる。

S D0036溝跡

潤衣区西端面のトレンチからS00003溝跡に3mの間隔をとって平行してめぐる消跡を一部検出した．断ilfi形

はV字形と考えられるが、西開のかたは調査区外で未検Ill.表土面から3.25m下からは小石を含む非常に固く締ま

った紗代の府があった。関在区外ifj部にもこの溝跳に絞いて同じようにクランク状に折れた溝状の落ち込みが地

形として残っている。

その他の消路

SOOOJOf,'1/跡は、渭査区南西部に位収する浙面逆台形状の沿．束西方向に 1.9m検出した。糾0.6m、深さ 0.1-

0.3mで床面は紺t区外に向かって緩やかに低くなっている。この消の東約Smの位れにあたる平成元年度に実施

した4トレンチの潤査で検出されたSD03溝籾と同一のものと考えられる.S D0026溝跡は、 SD0025消跡北部

の西に約 Imの間附をもって什在する而北方向の消跡である。全及3.9m、t;J1.2m、深さ 0.2mの規段である。迅

物なし• S 00027溝跡は、 S00026溝跡の南に接して存在する消跡である．全長4.9m.幅1.15m.深さ 0.7mの規

校で．壁はほぼ垂紅に立ち上がる• S D0050消跡は、 SD0002溝跡から西に 0.9mtl1J隔をもってはじまり．瀾立区

外の洒にのびるとどえられる溝跡.S D000窃附跡と床面の狂さを比べるとSD0050溝跡のほうが0.35m程高い。洞

床の東端で柱穴を検出した．

②立柱紐物跡

渭丘区では多数のピットを検/JI した。 溝跡の方位との一致や位誼関係 ・ 柱穴の間隔からみて n~を掘立柱佳物

跡と判llriした．

S 80052掘立柱建物跳

閲在区中央のやや北西寄りにある21n]XI In] (全長5.24m XS.14 m)の平面方形の建物跡である。柱穴の平面形

態はほぼ楕円形である。柱?'(の大きさは I.Om-1.2m. H!i-l跡は径0.15m-0.20mである。北中央の柱穴では六角

形をした柱痕跡を検出した。六角形の柱収跡は2本密行した状態で、東の柱は西の柱に対して大きく建物の輪は

S 00025・S 00028溝跡などの方位と一致している.r,11に対して建物の方位を合わせているが．柱穴掘り方の大

きさに対して小さしヽ柱を用いている。

この建物跡の市には、 0.8mの間隔をもち束と西の柱筋を揃えたS80073掘立柱建物跡と．さらに約Imの間隔

をもち西側の柱筋を揃えたS80074掘立柱建物跡が存{£する。

S 80053掘立柱建物跡

潤在l和の巾央部にある 2lillX 4 1111で述物面栢36.0m'の南北棟の建物跡である。柱穴の平面形態は隅丸方形で不定
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型なものや方形のものも含まれる．仕穴の規校も径約Imと大きいが・ 柱痕跡は小さ<I蚤0.30m-O.、祁mである．

輪はほぼm北軸に合い ,・西に謡れる。
S BOO鵠掘立柱建物跡

潤代区中央西端に桁行21日、役行は潤査区外西にのびると考えられる建物跡．柱穴は平面ほぼ円形でO.?Om-

0.88m柱痕跡0.30m -0.38 m、柱間は3.0mとなっている。南北帷から が 西に振れるもので、 SD0025・S D0028 

溝跡などの方位と一致している。

S B0059掘立柱建物路

閾在区南西部のSK0016土燐を囲む位れにある Jr「IIXl 1111 (2.25mX3.l m)の平ilii方形の建物跡である。柱穴

は小規模である。

SB0073掘立柱建物跡

S B0052掘立柱建物跡の南に方liZを揃えて井ぶllnJX31r.J(1.8mX3.5m)と考えられる南北棟の建物跡であ

る。柱穴は小規校である。

S B0074掘立柱建物跡

S B0073掘立柱建物跡のさらに南に並ぶIIHIX2間 (3.05mX5.2m)の東西棟の建物跡である。梁行の間隔は

1.6 m-1.9 mと差がある。方位は並んでいる他の建物に比べて若干（約2.)西傾向している。柱穴は，l嘩i円形

で小規模である。

S B0079掘立柱建物跡

S B0052掘立柱建物跡を建替えたと思われる建物跡。規校はほぼ同じ．

③襴跡

柱穴の規校が小さく．柱穴の1l11煕が広いことや列の総延長が長いものを柵列と考える.4 J店が什在する。

S A0075贈跡は7m区間 (4間分）を検II',した。柱ID!隔は 1.5mで．列方向は&15' -N • S A0076柵跡は20m区

間 (41lll分）を検出した。柱間隔は5.0mで、 SD0002溝跡北西部を囲む柵列跡．方位はE-10'-Nで他の襴列の角

度と乳なる。SA0077llil跡は6m区間 (3lnJまたは6frJ分）を検出した。柱問隔は 2.0m、列方回はE-15'-Nで．

S00002r/li跡に沿って存在する。西の延長部分は後世の削平を受けているが．さらに西約6mの位沼でJJJーの11111跡

のものと考えられる柱穴を確認したので、総延長は12m以上となる可能性もある。SA0078襴跡は7m (または

14ml区間 (2fffJまたは41閉分）を検出した。柱間隔は 3.Smで、列方向はEIS'Nである.S 00002消跡の南に

沿って存在する。SA0080隕跡は12m区間 (4llll分）を検出した。潤在区中央部に位坑するS00002沿跡の北を

束西方向に走り、東から北へ直fりにIIりがる襴列跡.wniは 3.0m で．方位はE-15' •N である。

④土漿

S K0009土壕（長径1.56m、短径0.96m.深さ0.11m)は、平面形がいびつな長方形の土嬢で、壁は兵っ直ぐに

立ち上がる。方（立は北f/;,Jさ,S KOOll土濱（貶径2.60m.短径1.05m.深さ0.24m)は、平面形がやや細長い楕円

形の土凛で、 2段掘りとなっている。東南部は削平を受けている。SK0012:l: 演（長径1.07m.短径0.64m、深さ

0.20m)は、平面形が隅丸長方形の土濱で．壁は摺り鉾状に緩やかに立ち上がる。SK0013土漿（長1呈2.46m、短

径1.80m、深さ0.55m)は、平面形が楕円形の土壊で．盟は床面から緩やかに立ち上がる.S K0014土渫（投1至

2.90m. 深さ0.05m)は、平面形が方形か長方形の土濱で、削平が激しい。SK0015土凛（長1至1.23m.短径0.87
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m. 深さO.llm)は、 >jlj面形がイ凜fj}f,クの 1・城で、 ~iはやや,elに •,f．ち I:がる。SK0016:l: 城（此往1.23m、短径0.切m、

深さ0.ltm)は. ~'·1iiil杉がイ遠り方形の：I:横で• l代はやや急に立ち上がる。追構中央部床面では焼土 ・炭化物がみられる。

S KOO'.l9 I・. 城（長径1.94m、短ffl.37m、深さ0.おm) は、平面Jfクが悶丸ガ形の I嫉で、 •1.tの立ち I:がりは．なである．及

慎を東西に向けてtヽる。S000お溝跡の中If-Iから検/J¥したもので、消が中程まで埋まった後に掘削されたものらしい．

⑤ Jt-1; 跡

S E0022Jl0戸跡は比径1.94m.短ifl.32m.深さ1.08mの．平面形が隅丸長方形の掘り形をもつJt-戸跡で. ~~0) 

¥[, ち上がりは急である。）t-, サトは収跡を含め検/!¥できなかった。床面は楼"'513.4m。S1)0001洞耕の船に納まる。

S OOOO!i惰跡との関係では、溝のアゼの下府に加1渭紐9があり、滞水していたとみられる。しかし．溝が秘まっ

たところにあることや）l0/aiの長軸が溝の方位と無l関係に掘られていることから、沿と井戸が届1時にomしていた
可能性はないものと考えられる．

(2)氾物

/1¥・I: 迅物としては、土器陶磁器、瓦．金屈製品、心製品などがある。 I・.器の飩類は.I:師腐須．也腐瓦沿、

瓦'i.H沿などである。凶磁岱は行磁、臼磁. i'i(J磁無釉因器．褐釉伽器などである。 弥生土笞 ・ イ9芹• 石父 ・

ii鏃など弥生時代の迫物も11¥J:したが、ここでは•11(Jtの迅物についてのみ概略を報行する．

①土器

I: 岱には l:fiP器（」：師代土器）の小IIU、杯鋭、磁、;j)J釜、瓦器の椀、 Ma.器の火許などがある"

i, 小IJll(Fig.30-I -17) 

小llllは，形態的に、深みのあるものと沿応が低く屈,y.なものに分けられる 深みのあるものは、駈部から体部

が開くように立ち I:がるもの、経部から稜をもって体部が急な角度で立ち上がるもの、麻部の径が小さく体部が

開くものなどに分けられる 。 すべて)1~部は糸切り躇しで粘上J鬼から躍している．糸切り離し痕が残っているもの

が多く、 •I•には板W:IIHがついたものも(.?(£する。

S 00025溝跡の中附からは33個体がまとまって戦I:したが3・4枚ずつが！［（なった状態であった。完形のもの

は26憫ある すぺてが糸切り躍し． 版状圧痕がみられるものは 6 点で、その内の 5 点は非常に板~,が細かいJ£1H

がみられた。「lh!部がU字状に欠けてtヽ るものが13点あった．ぅち23閥体が11径 6.Scm-7.2cm, 岱益 1.8cm-

2.05cm 、 ~i怜 4.&m-5.2cm、他の3点がlコif7.4cm-7.5cm、岱贔 2.0cm-2. 15cm 、 !t~I怜 5.0cm- 5.2cmである。

ii. 杯 (l'ig.30-18-28)

杯は．深みのある小1l1lの形態と r~,じく．底沿から体部が開くように立ち上がるもの、邸部からf麦をもって体部

が名しな角段で~L ち I:がるもの．駁邸のi全が小さ<I本部がIn!くものなどに分けられる．すぺて託部は糸切り躇しで

粘 l:J鬼から雌している。糸切り離し痕が残っているものが多く、中には板状圧痕がついたものも(fl(.する。口It

II.Ocm-13. 汝Ill、沼，r~2.8cm -4.3cm • li.1:1紅.4cm-8.9cmである．

111登ll.4cm-ll.8cm.沿邸3.4cm-3. 恥m、 h~iを 7.釦m-8.0cmの杯 (20)ば．外（葡が1沼なロクロナデ潤整で、

内,1,11ト部から庇部にかけてヘラミガキ様の跡がみられる。焼成良好のためか1り1出色となっている．
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m. 椀 (Fig.30-29)

瓦器の椀 (29)である.~ 部からわずかに丸みを荀びた体部が緩やかに開く 。口籍部はごくわずか外に開く。

底には先沿が丸い断泊i三角形の貼り付け託台がつく • I柘部外面はヘラミガキが施されており、内面はナデ閥整で

ある。復元口径17.0cm、器硲4.9cm.i名台i呈6.6cmである。

iv. 鋭 (Fig.31-1 ~14) 

鍋は大きさと器形から 1類-v類に分類できる。すぺて底部を欠失している。

］類 (1・2)は、沿形は庇部から体部にかけて丸昧をもち（胴部がやや張る）、立ちJ:がりはやや名＼で内反り

気昧に口絃が開く。，11棺は体部内面には横に荒い Iヽ ケ日後ナデ哨し、 体部外面は縦に流い刷毛目が人る。また煤

が外面全体に付flしている．口縁部は玉縁状で上面にナデで面取りがなされる。口径は28.1CCI~ 28.4cm o 

D 類 (3·4·9·10) は．岱形はわずかに内反（外に靭らむ）して開<'本部から底部にかけてやや丸味を~if

びる1本部,,,火につなぎ部をもつ。 口縁部は玉縁状で上面にナデで面収りがなされる。 体部外面J・・部には指~tililが

多く．斜め方向のハケ日がわずかにみられる。1本部下渫には隙lnJなく横方向のハケ目がある。4は'*部外j(ij下部

には綾杉状のヘラt//iき文様が施されている。CJl.f認.4cm~36.6cm,

m類 (5・13・14)は．器形は底部から緩やかに立ち上がり、体部の下部から口緑部にかけてわずかに外に反

りながら直線的に開く 。 口紺邸は外に張りつけた玉緑状を呈する。 口緑」；面にはiTiiどりがなされる 。 ~1整は内而

1本部は口籍祁から下淫にかけてはくまなくハケ目讃整がなされる。9本部外面は横方向に並んで指押さえ痕がつき、

窟1め方向に流いハケ目潤整がなされている．体部外面下部は水平ガ回にハケ日を施す。「Ii至42.Scm-43.Scm.

＂類 (6-8)は、体部下部から口縁部にかけてわずかに外反してれ線的にIJllく。体部内面上部には横方向に．

外社i下部には縦方向のハケ目がくまなく入っている。「Ii至は29.4cm~29.8cmであるが、 11のような口径45.2cmと

いった大型のものもある。

V類 (12)は、 （本部下部から口縁部にかけて紅線的に開く。流い目のハケ目が口縁部下の1本部に斜めに入る。な

どである。口1¥¥49.Bcm,

鍋には体部中央付近に段をもつが、その部分の径は8と12を除き、 12.6cm~13.4cmの間におさまる。また、こ

れらは濶整のfl:方で大きく 2つに分類することができる．体部内面をハケ目躙整後ナテ'il'iしするもの (1~4・ 

9・10)と．椋uりなくハケ目潤整を施すもの (5~8・11~14)がある。前者が先のI・ U類に、後者がN・V
類にみられる傾向がある。 a• m類のものには内面の潤整にかかわらず． 外面下部に横方向のIヽケ目~1整される

一群がある (3~ 5・8 -10・13・14)。これらの鍋は活跡からの出土であるが、異なる型のものが頂なり合って

出土した状況などからみて．鋭の使用に際しての使い分けがなされていた可能性がある。

V. 涵 (Fig.33-3) 

壮かれたような状態で出土した 1は胎土には小石を多く含む。は体部Jilに菊花文がつく 2は体部位」：部に穿fl

が施される。体邸外miは褐灰色、胎土は明褐色でわずかに砂粒を含む。復元口径13.0cm,

vi. 羽釜 (fig.33-I -17) 

体部は上位で内に曲がり枝がつく 1は口縁頚部がわずかに外に関く。体部上部のj)iは、やや鍾 ・穿孔ともに右
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回転方向に傾いている．鍔下面から体部下部にかけてススが付行。体部外面は暗出色で紫がかる。胎土はIJJ褐色

で砂粒を含む。内而には一部工具痕がみられる。ill元に1径17.2cm。やや胴が張る 2は体部外面＂に凶匠のような

ヘラ8きがみられる。

vii. 火$1:(Fig.32-8 -13) 

瓦竹の火鉢ぱ SE0022井戸跡.S D0025溝跡、 SD0001消跡などから、阪）ヤを含めて13. .:J./.ll土した。13は馴

部中央がわずかに膨らみ、口緑から体部にかけて6箇所の1!!1部をもつと考えられる輪花状の器形である．体部ロ

／． 国＼

3
 

4
 

二
.'.  

ーし一r+ 。

二
5 

20ai 三OI 
6
 

Fig.33吉野ヶ里遺跡妙法寺跡出土土器とその他の遺物実測図(1)
(l• .. S DO<Xll 2~6•"5 0四 ）
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クロナデ、体祁内面凸部下には指押さえ艇がある。口紺邸にミガキの1艮跡がみられる。復元1::11釜は約34cm、沿秘

は11.&mである。r.:rnuはナデで仕上げられているが、 [I_IJ,",部には縦方向のヘラミガキ、 f本部外而にはごくわずか

な横方向のヘラミガキが残る。帖花ぱ2つ 1組で配されるとみられる。胎土はIJJるい灰白色 I:で表面には明るい

)Al灰色の燻しがなされている。表而には川祖けの徴粒が多くみられる。IIの位花の[!.!llり部は長い作状のもので外

から押さえられたようで．その角度は垂直となっていない． また．窪ませた部分に縦にミガキIi¼を残す．胎：l: は

白Jfi.色で褐色の砂粒が多く人る。12は器壁が,iJい硬nのもので、凹部の汲現がヘラ内きのものである．
9は平面P:I形とみられる瓦買の火鉢で、菊花文をもつものがS00028溝跡から出：I: した。胎土は灰闊色で表面

近くは灰白色に焼けている。器壁は焦灰色にいぶされている。内面は斜めに方向の揃ったハケ目がつき口縁近く

は横Iヽ ケ目後ナデ消し。口絃部近くがわずかに肥JIれしている。他に土師質の火鈴としては16弁の菊花文を配した

ものや体邸内面のみに凸部をもうけている破片さがある。口縁部が内OPIに曲がるもので述絞スクンプ文（渦文、

s字文、巴文、格子文）を配したものもある.8ぱ復元l::Jf釜43.2cm.

②闊磁器

i, r:i., 器捏鉢（匝g.32-1)

常沿焼の片口捏鉾である。復元Cl!径は27.9cm、残（名名~/.'5 1 J.4cm. 復元底径15ぷ：mである。S00025洞跡と SO

0001消跡の切り合い淫とSKOOJl土填でIi',土した破片が接合。体部上半はくすんだ赤色で下部にいくにしたがっ

て！りlるくなっている。胎土は灰川色から［り］赤色である。

ii. 凶器拙1~(Fig.32-2) 

偏jj(j娩の片口M鉾である。幅 1.4cmの拙目が縦方向と横方向に走る．！治土は赤味のある仄聞色で粒石が潟じる。

iii. 淘沿・,i!(Fig.32-3) 

耳をもつ壷の底部とおもわれる。底径7.95cm、素地は灰色で釉槃がかかる。

iv, 即器甕 (Fig.32-4)

大翌の1ご1籍沿からh-t部にかけての穀片で、訂部にlfが付いていたらしい痕跡が残る。復元口外径17.6cm。

V. i'f白磁合子 (Fig.30-30)

平面）,1c1形になるとみられる合子の身．復元口径 3.8cm,釉はややi'Iみを帯びた白色で、索地は白色でやや灰

昧がある。

vi. El磁杯 (Flg.30-31-33)

切り品台の杯 (31)の体部は八面の面取りがなされている。釉ば黄味を惜びた白色で胎J:は剛るい紺白色であ

る。邸台つきの杯 (32・33)の釉は乳白色でやや緑昧がある．胎土は灰白色でわずかに黒微紗粒をふくむ。口径

10.55cm、底径3.9cm.名~~2.8cm.
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vii. 白磁皿 (Fig.30-34)

恥台つきのnn。釉は乳白色で外面の1，'S台側面までかけられる。胎土は白色でやや貨味がかる。見込み部分に沈

線を巡らせる。復元口径10.汝m.

viii. 白磁碗 (Fi屯.30-35)

大きく開く体部に大きな玉給がつく。体部 I:位外面に沈線が巡る．復元口外径14.4cm.

ix. l'1磁椀 (Fig.30-36・37)

丸く立ち上がる体部の先沿にわずかに外反する先瑞の丸い口絃がつき、底部にはf'l.<邸い？ぷ台がつく。胎はm
＜．釉もlitくかけられている。36は見込みにA・花文があり．復元CJ!登15cm.!ff.I登5.2cm。釉は淡緑色に発色して

いる。37は口径17.4cm、底径6.5cm、麻さ7.9cmである。釉は淡緑色に発色している。

③瓦

絞片がほとんどであるが、全体の形状が分かるものが数点存（fする．

i. ff丸瓦（府g.32-5・6)

(31)は瓦当の内区が左皿りの三巴文で、中心には径 2.0cmの珠文が入る．巴文の）む部は・及くほば一周し、まわり

には連珠文を配する。瓦当面の復元径は16.1cm,

(15)は瓦当の内区がは左匝りの巴文で、尾が内区の芥線に接している。外区には珠文が配されている。布El痕が

みられる。外区内籍は磨耗しており不明である。

ii. 軒平瓦 (Fig.32-7) 

均整l;1/l,J文で中央飾に木の焚様の文様を配する。外側の1、野11文は界線に接している。焼成不良で焼きしまって

おらず、燻しがみられないため器而は明黄褐色である。

①その他の辺物

i. 石剥品

石鍋小片を20点出土、ほとんどが沿石穀である.ft!! に相輪 (Fig.33-6)、石臼片、砥石が出土した。相輪は、

宝塔もしくは宝懐印塔のものとみられる。経石様の石を使っている．復元位大径11.8cmを測る．

ii. i'r銅製品

銅銭（洪武通貨）がSK0029土濱の」：府から出土した．

iii. 鉄製品

小JJ(F,g.33-5 l ・タ「などがIii土した。小］］はトレンチ中央部の6トレンチのS00025溝跡の下層からI.LI土し

た。全長は35.0cmである。
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妙法寺はif.嘉年間 (1257-1259)頃に創建された尼寺であると伝えられている.j晨S間に描かれたと（云えられ

る国指定項嬰文化財の「束妙寺井妙法寺境内絵図」によって1::堂伽fiを紺えた寺院であったことが理解できる．

絵図では、田手Ill東の東妙寺が瓦lfきであるのに対して、妙法寺は板灯きで礎石建ちの建物となっている．絵図

には妙法寺の北州方に斤．のような麻まりが表現されていることは、南Jtl丘墓（仮'*)との1関連で煎味深い。東妙

寺と並んで寺~~が盛んだったことは、東妙寺文；'Iより窺い知ることができる。

妙法寺はJi:f!I元年 (1570)に大友氏の兵火にあい焼失し、知足庵という小堂に本nだけは祀られていたという．
東妙寺は弘安lf.Jl¥J(1278-1288)の宇多天只の命により西大寺唯Rり上人が西下して元軍退散の勅劇寺として創仕

された14世紀初頭には寄進を受け｀妙法寺とともに寺鎖が附大した様子が文i.'Iに記されている。安町期14世紀に

腹々狼藉禁制は直冬の軍が両寺に駐して．その支化が及んでいたことを示している．中央政権の三巴の政治伯勢

を反映した九州の社会の緊張と多くの論旨・令旨などは椛力者の寺に対する慈版と寺勢の陸盛を物語っている．

この第220閥在区では、寺城を区画するとみられる溝跡を検111した。鎌店期の束洒溝と南北溝とそれらを切って直

角に1111がる南北朝期の消跡である。この溝跡では染（寸磁器がい上府から2点出土したのみで、関立区全域でも染

付磁器はわずかに欣兄される程度であることから、この地械に染（寸が流人したと考えられる15世紀の前平中頑に

は寺の哀退があったのかも知れない．周辺の確認潤在では中世の溝跡がいくつも確認されていることなどから、

寺域の移勁も視野に人れた潤在が必要である。

迫物としては.hり多や1,t戸干軒など地方の流通拠点以外では出J:(即）の少ない奈良火鉢が出土したことは殷味を

そそる．これは鎌介時代の井戸跡や湖跡から出土したものであるが、比較的早い時期に地方の一寺院である妙法

寺にもたらされたことは，中央の洒大寺系寺院との深いl関わりが惑じられる。また、寺院跡であることを示す追

物として多数の瓦と石塔の相輪などがある。粁丸瓦の中央に点をもつ巴文様は、大宰府の推定金光寺跡111:1:のも

のと似る。瓦は鎌介期の活跡からごく少数出土するが、大半が南北朝）月・ 室町JUIの溝跡から出土したことから、

鎌れ期の終わり頃に瓦狂さになった可椛性がある。

因磁器についてば預料の少ない）4世紀の迅物が出土したことにJJlえ、あまり一般的ではない硲種が含まれてい

たことも寺院跡であるということを示すとともに、巾央と深い関わりを窺わせている。洞跡から土鍋などの潤理

具が多く出土したが、寺院の厨房関述の施設の存在を思わせる。絵図の中で食堂が寺域の北州部に存在している

ことと関述があるものと考えられる。また、戦国期の溝跡は、東にIII手Illという河川。南には幾頂にも沿を巡ら

せているところなどは、中世においても地形を生かした要害の地としての機能を果たしていたことを窮わせてい

る。

潤在区北端に位れする東西方向の消跡は寺桧の北を画する沼であった可能性もある。この東西消の東への延長

線が．現在の東妙寺の寺域の北域と合致していることも峡味あることである。第2'20関在区は潤査の肛前までgま

れていた畑作によりかなりの遺楢が破壊されているが、周辺の広域的な綱脊によって~ 全体の伽怯配l1や寺院の

変遷、さらには「絵図」とlll:l:追構との関連などが明らかになるものと＊えられる．
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V. おわりに

平成元年度から 7年度までの7年間にわたる潤在によって、昭和61年度から63年度にかけての上業団地ltphjに

ff. う発掘浪t段陪で知られていた吉野ケ里辺路の全体像がさらに詳しく把観でき．また書発掘潤在が至らず内容

が不明であった地区の状況が明らかになりつつあることは大きな成果であった。

成果のうち大きなものをあげてみると鳥南部 (I]!平二本焦木地区k区）での•I•期始め頃のi'r銅器鋳辺に深い1関

わりをもつ退構の確品と周辺の竪穴住居跡からの朝鮮糸無文土:i.~の発見、北J(i丘硲と同様な技紺で築辺された1+.i

J(iJi硲（仮称）の確認、］：突団1也計画に伴う濁在で明らかになっていた印壕区画（南内祁）跡とは別に 2頂0)00

壕に囲まれた~I俎区画（北内郭）跳が発見されたことなどである。 また、工業団地計画に伴う潤在でllll:した迫

構や退物．あるいは潤冗氾録類の整理 ・分析を通して次第に吉野ケ旦追跡の全貌が•VI らかになりつつある 。 また、

占'ffケ里氾跡のみならず周辺で実施された発掘潤査の成火などによって、弥生時代における佐釘平JfJIげぶ地li!.O)

地域集落の措造がおぼろげながら見えてきたと門っても過百ではない。

以下、弥生叶(I:の古Jtケ出迫跡の集箔．硲地の変遷や内容について．これまでの潤な成果や分析結采をJがこ述

べてみたい。

吉野ケ＇し辺跡は.u本mm農1J1社会の成立と発展の中で．北部九州の一地域における政治的社会の形成 • 発展

過fl.を具体的にたどることのできる,mな伯報をもっている。それは、この迅跡が40ha以上におよぶ弥生時代蚊
大の環Ii集紹であると同時に、弥生'B、r代の全8利91を通じて規投を拡大しながら変化• 発展していった継絞的な災

落であるからである．しかも．これら集落と対応して、見落を営んだ人たちを埋枠したtnli給や梵棺硲といった

l(i位の形式・変化が対応してとらえられるのである。

符に後期段閉になるとJr,施設を整えて邪市的な機（臣を偏えるに至り．地域の政治 ・ 経済・家教的なI•核集落と

なったとろえられる．発掘された諸施設の構追・配骰などは、 「魏志倭人伝Jに記す 「宮雀 ・楼観・城11111・邸tRIJ

といった施設と符号するところがある．｛委人伝に記された国の,,,で、その中心瓜落跡が191らかなものは現(£,関在

が進行している長幻限壱岐の似の辻氾跡が唯一であるが、この古野ケ里迅跡は倭人伝が記す内容、ひいては当時

の f[N」の中心の様相を具体的に示しているということができる。

I. 吉野ケ見弥生集始の変遷

吉Jfケ!I!辺跡の弥生時代梨落の変遷については．段丘南部に存任する1ilfJIIIや中期の集箔跡やg地跡の閥在が進

展していない現状の中で、以下のように芳えられる。

(I)弥生時代前期 (1i(J4 -2世紀）

弥生時代としての土地が1)1]は、弥生時代前1引初頭に始まる．段Lr.の斜而や桝部などに少 数の竪穴住居と貯祓

六、周II.IIの）n糾によって椙成された,Jヽ集給が形成される。吉野ケ!I¥追跡の周辺の低地の岱狂J也I:には、神埼町馬
郡や神埼ケm."Ill川町1H手一*'多辺跡など縄文時代晩期の集落跡が存tf.しており、これらの島伶と関係をもっ
て古野ケ里遺跡のり）191集落が成立したと考えられる。

IOIもなくして段斤:1fi部（田手二;f,:!J.1木地区11区、古野ケ且丘陵地区Vll区）の尾恨tに、閲壕を.f.fする広さ約3

haの拠点的な集落が成立する。この集箔が形成されたところは吉野ケ里段l和．の中で最も段丘の輻が広い場所であ

り、段丘J:で格も良好な船落立地条件を紺えた場所といえる．この集落内部及び周辺の状況は未渭在のため和りl
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な点が多いが、竪穴住居と貯蔵穴などから構成された吉野ケ]I!の中心集落と考えている。この環壕跡は、前則末

tliまでは機能を維持していた。環壕内から発兒された翰の羽口や取り瓶ら しい土製品などは、前期の段階ですで

に，'I銅器の錆造が始まっていた可能性を示している．

広域的に兒ると、小規校な格落とともに中原町町南追跡や東行娠村松原迫跡などの小規段環壕集落が営まれる

が、これらと打機的な結びつきをもった地域社会が形成されていったものと考えられる。約3haという規校の大

きさや、比落群の密度から考えられる梨住の度合いなどから、吉野ケ里集箔が地域の中核的紐落へと発展する傾

向を涸めていったものと考えられる．

(2)弥生9与代前J日末～中期前築（前2・I世紀）

各地区に小秘落が存在するという前期の状況は、 この時閉まで継絞するが．集落内の竪穴住届数が附111する地

区（古野ケ里丘陵地区V1区）や、新たに格落を形成する地区（志波屋四の坪地区の段丘上など）もあらわれ、追

跡のほぼ全域にわたって集落が形成される。段丘尾根の各所で成人用甕棺経を主体とする硲地が営まれるが．中

には比較的規模の大きい藝地も形成される。段丘南部の前期の閃壕は前期のうちに機能を失ったが、多gの土器

の欣布状況やこの地区のm部で発掘された銅剣 ・銅矛鋳型や関連の遺楕などは、この時期も依然としてこの地区
に集落拠点が存在していたことを示している。さらにこの集落拠点内祁 (ll]手二本顆＊地区RN区）には廿銅器:c

房が設けられ、細形銅剣や細型銅矛などの肖銅製武器の鋳造は遅くともこの時期には開始されていた。

この閑壕妬落周辺は中Jりまでの間、 aJfケ里船落のなかの拠点扱落が継絨的に営まれたところであるが、後に

北内邪が営まれる地区 （古野ケ里丘陵地区V1区）でもこの時間にまとまりのある集蕗が形成される．この地区の

瓜落だけは、弥生吋代の終わり、さらには古団時代初頭まで継絞する。

また、この時期には段丘ll根の各所で｀成人用甕棺経を主体とする怒地が営まれるようになり、中には古野ケ

里地区（区や古野ケ里丘険地区VII区の経地のように、比較的規校の大きい終地も形成されている。

(3)弥生時代中期前半（前1世紀）

この昧期の梨落は、条壕（環／棄になる可能性もある）によって北部を区切られた段丘南端部 （古野ケ里丘陵地

区VJ区、 EIJ手二本閑木地区II・lil区、田手一本凩木地区 1区）に存在するとサえられるが.11:1手二本黒木地区II区

で多数の貯蔵穴跡群を発掘したのみで、秘落の内容については~,在が及んでいない。

後に北内郭が営まれる地区（古野ケ里丘陵地区VI区）やその周辺（吉野ケ里印陸地区W区・吉Yfケ里丘餃地区I区）

では竪穴rn店跡が比較的北中して発掘されており、この場所と段丘南邸の2箇所に人々が紀住していたものと考えら
れる。しかし．空間の広がりや出土遺物の且などから、段丘南部が中核的な集紹であったものと考えられる。しかし、

後に北内郭が営まれる地区については、次の時期以降の祭祀的な文物のll.l土や、後期に印壕によって閉鎖的な空間が

形成される点前時期から古t/lS柑tまで絹絞する点などから、特殊性をもった集落であった可能性が麻い。

この9謂1、吉野ケ里秘落の構造と形成秩序を知る上で頂吸な喪索と考えられる事象が現れる。北！釘r.M・ 南瑣

丘[i!,(仮称）と長大な甕棺経の列埋葬の形成である．

北tlltr.~は、後の印壕梨落内部の段丘般麻所（吉野ケ昆丘陵地区VIK)に築追されており、長径40mという川丘

規税は猿の逍営において共同体成~IOJに顕抒な差異が生じていたことを示している 。 北填丘秘から発掘された 14

碁の埋葬はすぺて成人で、他の沿丘~とは遠って小児硲を含まず親族硲ではなく．持定の身分の歴代の吊窮群と

いえる。この時期のJ/1丘絡の甕棺は1碁であるが、 銅剣が副葬されていた。次の時期を含めた甕棺墓からI.I.II:し
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た俎剣やガラス製管玉などと合わせろえると、秘落構成aの,,,から竹長ないし祭！阻雑hといった身分的に突Illし
た人々がllllJI.したことを如実に示しているとみることができる。

南部段丘上 (UJ手一本魚木地区 II公）においてもJ(l斤状の盛土迅構（仮称面JJ'l丘給）が築かれるが、況在まで

に10%にも滴たない範囲が発掘された状況であるが梵棺等の発見もなく積極的に埋葬施設と規定する根拠は見当

たらない。rtftl!斤総（仮称）は、北,n斤必の南約700mの位誼の面北を意品した線」：（真北に対し6・東に根れる）
に存{f.し、段丘m:;所に築かれた北I/!丘硲をコントロールポンイトとし太協逍行の南,,,点方向にあることなどを

与え合わせると、祭殿など祭祀行為に関わる施設であった可能性もある．

また、この時191には、段丘のLE根筋に沿って長大な梵棺経等の大規校な列状埋葬が開始される（志液展ILQO)坪

地区、古'fケ里l:i:駿地区V区、古Jfケ里丘陵地区V1区-lulll区-I司m区｀古Jfケ里地区ll区-m区）．志波I迅日の坪

地1刈．段丘上から現在の日吉神社のrflに按した吉野ケm丘陵地区 1区にかけての経列は長さ 600mに及ぶ。これらの
長大な堕棺玲列は,,,央に店道らしい守白地を設け、その両鳴に堕棺を整然と埋四しておりつよい社会規制が窺

える．ただし` 一般の経地の中にも、周lltlの甕棺経群より際立ったものも存在し、 各掛団の,,,にも他の人々から

やや突Illした個人、あるいは集団が生まれていたことを示している．

以J:O)ように、この時1川吉野ケり［絡落は、北t(I丘位と怜iltl丘袋（仮称）の成立により人きな変換点を迎えたと

いえる．それは単なる段Ii上の中核的集落としての性格から、両項丘知こ象徴される祭祀空間としての性格を紺

えた机招への変化であり、そして両沿丘経を結ぶ空間が後の環Jゑ集硲形成の計両空間となっていったものと考え

られる。

(4)弥生時代•l•IVI中ti'i-中JIil後半（前 I . 後1世紀）

南部（古野ケllili駿地区vn区）の段斤．の北部をm北に区切る条壕はこの時期も継絞し. 11居群はその面に格•I•

して{f在するものとみられ、この時頂1も段丘南部のItしも段丘船の広い地破が居住の中心域であったと考えられる。

この時期の終わり頃から後期切頭にかけて．後にrti内郎が営まれる地域 （吉野ケ里地区V区．古ffケ•µ_[i-.J袋地区Ill

1名） において竪穴f阻団が増加する．一方、染箔のれは、『I•期前半までが主に貯蔵穴であったのに対し、この時期

以粋は掘立柱形式の邸床式となっており、特に段斤紺部の西側段斤紺邸（田手二本川木地Ill区. fH手一•本!Al木

地区II区）に多く営まれる。

この時期の給地もそれぞれ中期前半の店域を踏槃するが、新たな終域を形成するところもある。依然として甕

棺位を主体とするものであるが、 ：l;l廣絡（一部木棺袋を含む）も数が附加する．また、この時期の認地の巾にも

一般とは周囲の安棺硲群より際立ったれ硲や項硲群が存在する。1/1斤硲に対する埋葬もこの期まで継絞されるが．

炎棺は13枯あり、7本の銅剣やガラス笠玉などが副拌されていた。北J(l丘秘には壕を渡る給辺と祭祀施設が設け

られ、 Jfl丘硲に対する祭祀が開始される。これらにJTIいられた多数の上器を主体とした祭祀用具は北爪丘経の東

に1立ltする大型土漿に廃妻されている。この北1/lJ印心の経前・周辺でおこなわれた祭祀は、出土」；器の駄のlln*
で広域な地域性を窺わせる大規校なものであり宙Yfケ里船落が統合的な祭祀の場としての性格を俄めていった

ことを窺わせる。

また、この時期の終わり頑には、 Ill丘募を北辺にI~り込んで、大規段で各所に出入口を.fjする外印壕の造営が

開始される。外環壕は北Ill丘絡と酎1/l丘躾（仮祢）をそれぞれ北沿と南端域に収り込んで造営されており、南北

約Ikmの001嚢兆落の形成は．地形に大き く拠っているとはいえ、この両J釘丘猪を結ぶ空間が閃壕船紹構成のJt面

空間となっていると捉えられる。
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(5)弥生時代後期前半-•l•tli (後 I・ 2世紀）

この時期の初めに外環壕は全域が完成するが、この外郭線によって圃まれた範圃は約40ha以tと広大であるの

この時期の位も大きな変化は、集落の拠点が段丘南部から段丘中央部に移動し、この時期の終わり頃に、外環壕

によって11l1まれた中央部の段丘.I:に北紹拠点が南部から移動してくることである。また、この時期までには1ti内

郊の北東方約 150mの位；r1 (古'fケ里丘稜地区VI区）に何らか区p]ljが設けられる。後の北内邦の初現的なものと考
えられる。

面内邪の内壕には平面円形の突I.LI祁が設けられ．その内側に物兒柑と考えられる大型の掘立柱建物が配誼され

ている。 こうした突llJ部をもつ弥生時代の印壕紐落(~珠区画）は神埼郡束存恨村松原辺跡や神埼町迎III追跡、

佐買郡大和町惣座迅跡など布1引海沿／や佐賀平野から筑後川沿/j!地絨の中核集落の標準的な構述となっている。た

だし．この突ll¥部に伴って物兄櫓跡が確認されたのは吉野ケ里辺跡が唯一である。福岡!し八女市深田辺跡など“

線的な閲壕に突tl1部をもつ、あるいは群馬県三ツ寺 ［迅跡など閲壕内側の空間に突/JI部をもつ古吊時代のいわゆ

る桑族居館跡は、佐釘平野を中心とした弥生時代後関の突出部をもつ環）f~ 落をモデルにした可f酎性がつよく、

さらにこのような構造は、中国淡時代前後の城郭陥,1;の城咽に伴う馬面や角楼．虔城といった防御施設からの影

辱が考えられる．

竪m.t:居跡群は、南内郭周辺に集中して営まれる傾向が認められる。内壕内には物見格や特別区両の中の竪穴

住居（後に掘立柱建物となる）等の特異な施設が設けられる。竪穴住駈は内郭内だけではなく、内壕と外J.11壕と

のml-滞にも営まれる.it]内郭内部および周辺から竪穴f:t居が秘中して発掘されていることや， 111土迅物の内容

ゃ只などから屁住域であったことは1月違いないと考えられるが、前叶JOIから継絞している段Ii南部の染格に !~Ht.

する人々との1111には桁祖（階陪差）が存在したことが考えられる。

このことは．北項丘硲とrtll/l斤位（仮称）をそれぞれ北沿と南沿域に沼く古野ケ里閲壕集落の中で．北がより

地位が秘く、神堕な島所として窯誠されるようになったことの現れとも推鴻され、「,ti北」がつよく心誨された秘

落構辺が感じられる。

この8、fJりまでは内祁周辺で廿銅器が製造されており、また一帯から 100点以上の鉄器をllJI: (後期終末期までを

含む数）したことは、他の集落との格差を示すと1,;J時に．鉄岱生殺をも包括する災落であったNF能性を示してい

る.!Iは、外環壕の外側（吉野ケ里地区V区西部）に集中して営まれるが、大型のものが多い• li¥J時に10数棟の屈

床介1;11が伍ち．箕rl•'l5'理されていたものと考えられる． 一方. IQ壕絡落の外にも北方などの段Ii各区に分散的に

集箔が存(f.するが、これらは周辺広筍1111に存在した同時期の島裕を含め、拠点に対応する衛星的な岱沿と号えら

れる。

中期後半にりlさ絞き、北川丘船の祭祀はこの時期も縦絞している。また、経地においては、甕棺秘も営まれる

が、前時IOIからの・I・.媛給がさらに盛行し後半頃には1湛賣怒が格地の主体となる。しかし．この時JflのうちにJ-/lJ.l

の数は激祓したものと考えられ、後期後半の確実なt/l絡は兄当たらない．

(6)弥生時代後期後半ー終末期（後2• 3 m紀）

怜i内邪跡では、内壕が前1時期の内壕よりやや規校を拡大して掘り直され｀ 物兒附を庄誼した祈/~Ii区面が営ま

れる。長方形に近いが滸dlJして不整形な平面形をなす前時期の南内邪に較ぺ、この時期の内邪は長形に近づいた

平面形をとり、集落の体裁を整えたものとみられる。物見櫓跡と考えられるものは、内壕の束側で2箇所、北お

よび洒側でそれぞれ l箇所の計4箇所確認されている。また、この時期までには市内邪の北東ガに約 150mの間隔
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をもって．内壕と中壕の二Mの環壕によって区画され、物見櫓をともなう北内郭が設けられる。平面A字形の対

祢形をもつなど極めて企画的に営まれた区画であると考えられる．面西部に配沼された鍵形の出人口は弥生P寺代

としては特異な存在であり、環9最突ll',部とともに中国添時代前後の城壁構辺の影響を認めることができる。

北内郭内部には 1辺約12.5mの祭殿と考えられる大型科床建物をはじめとする掘立柱建物群を設けており区画

の北外側には倉庫と考えられる小規校な建物群を配誼している。

南内祁周辺では、後期中頃までは内郭の内外に住居が営まれていたが、この時期の住居は内郭の内側と北内邪

との間を除いて営まれなくなる。内郭内の人々と周辺の人々との問の陪層差が明確なったことを示している。こ

のことと対応するかのように、環壕拓落北端から北北西約400mの段丘上（志波屋四の坪地区段丘上）に新たな集

落が形成される。環壕こそもたないが、竪穴住居の規模は大きく、鉄器や漢式鏡片をもつものもある．

このりさ期の秘落構造で注目すぺきは．北項丘務と雨旧丘硲（仮称）が造営されたとき意澁されたと思われる怜j

北の帷線が、この時期にも引き継がれ、北内郭のの近営やその位霞に深く関わっていると考えられる点である。

北内祁内部の大型掘立柱建物の南北中軸は．この面北軸線に沿って設定されているとみられる。北項丘給の柑前

面で発掘された立柱やmり（桐堂）とおぼしき 1問X2間の小規模掘立柱建物跡も、この南北輸線上に存在して
いる。北内邪が段丘の1-G根ではなく．わざわざ東側の斜面にかかる場所に寄せて営まれていることもこの輪線

がつよく怠識されていたことを示していると考えることがでさる．

銅父や祭祀諄用土器群などの出土遺物からも推定できるが、北内郭は南内郭に比ぺ、より祭祀的な場としての

性格がつよく．よりつよく神型なる場所として意識されていたと考えられ、環壕集落を形成する要紫としては機

能差があったと推衣できる。北内邪は「日」の統治機構を担う甘長あるいは祭事権者、怜i内郭は「国」の統治機

情を補佐する一般構成月の上に立つ上料階級の人々の居住区とみなすこともできる。

南と北のこうした陀沼I関係は、中国後漢代の祁城にもみられるものであり、また大阪府池上曽恨遺跡の大型建

物辺構にも南北方位が認められることが指摘されている。弥生時代後半期の柘落形成、それも地域的政治社会の

中核的集落形成と構成にあたっては、南北方位が一つの脱理として用いられるようになったことも想像される。

世界の歴史的・民俗的事例が示すように、絡落形成にあたって、居住する場所の自然的条件だけではなく．そこ

にt屁らす人々の社会観や世界観が集落構辺に具体的に反映されることは広くみられる。また、特に祭祀にかかわ

る施設の設切にあたって、太隔や月の動きなど天体の動きを碁準と し．これを「迎なる枯準線Jとすることも、

多くの事例が示している。

吉Yfケ里紐落の秘落構造の上にも当時の人々の社会観や世界観の反映があり、それはこれまで述べたような南

北方位を基本とするものであったと考えられる。

(7)古J,11時代初vii<後3ー4世紀）

弥生時代の大規揆な外印壕や悴i北内邪のr.ll嚢が埋没した後．古墳時代になると段丘の各所で数fFの竪,・,11居が

営まれ絞けるものの、弥生時代の大きな集落は姿を消してしまう。ただし、北内邪区域には大型の住居を含む集

落が存絞する。 また、この時期切めには,fi内郭区域市東祁（吉野ケ里丘陵地区M区）で前方後方形旧慕や方形f~

溝秘が、北方の段丘尾根（志波屋四の坪地区・志波屋三匹の坪乙地区）などで円形周溝紅が築造される．

2. 弥生時代後期の古野ケ里集沼

弥，-t-．時代の吉野ケJI!.拓落の中で、最も濶在が追み、内容が明らかになりつつある後期後·'t'•から終末期の状況は、
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現状では以下のように考える。

（］）大規校閃壕（外閲壕）と内邪の形成

吉野ケ里辺跡の後JOIの集落跡は、段丘の裾部を巡る大規校な外環1-aによって区両された内祁にその.J:体が((.(f.

する．外印壕の斯面形態は底を1t'Cに掘り込んだV字形をなす．外Jl'II釘内の堆積土府は地山のローム：I:が地形的に

低い壕の外側からも堆積しているので、 Iiの外側に上摂が(-{,在していたものと考える。この外印壕では現在まで

に5ヶ所で出人り口跡を確認しているが、これらは同時に利用されたものと考える．南内郭跡西側部分では．壕

を渡って瓜落内部に人る通路の両隕にl"ll.t跡と考えられる柱穴がそれぞれ3個:(-f.lf.する。外J.!J1Jは逍跡の1船i溢か

ら北れ斤公の北側まで一述のものとして存在するものと考えられる。すべての関Illりにおいて完全に押理 ・維持さ

れたかどうか和引であるが、 Jl'IJ公に伴う：I:段やffl(城11111)は維持された可（尼性がつよい。

竪穴It屁は、後期りliifiまでは地区全体の段lilt!根から段丘尉部にかけて少数が営まれているが、後JOlfJi/~から

中頃になって南内郭と北内邪が設けられて後は．それぞれの内祁一僻を中心に数多く営まれるようになる．弥'E

時代後期前半～中頃になると、後期1iii半までに完成された外環壕の内部の中央部の段丘上に、南部にあった集沿

拠点が移勁し、また、中101以粋継綬していたHJ内郭の北束約 150mの位誼にも内壕による内祁が形成される．竪穴

（引凸群は｀直後に1lf内郭が営まれる .. :,Hこ秘中して悦まれる傾向が認められるが、市内邪周辺では1~11内はもち

ろん、内燦と •l•壕との問、中必と外環培との1111にも営まれている。

弥生時代後期後半～終末IOIになると I紺i内祁はやや区域を拡大する。仕居は後関l中頃まではl勾壕の内外に営まれ

ていたが、南内邪の内側と北内邪との1111などを除いて営まれなくなり、内郭内に（主む人々が周辺の人々から似絶

されるようになる。

(2)南内邪

it.i内邪跡-・帯では．弥生,.~代の辺構として、竪穴(J;k•;跡93碁、掘:fl.柱建物跡39基などが発拙されている。掘立

柱建物跡は後期1前半以降のものが大半を占めるが．竪""主居跡のうち後JgJilff半のものが40)1,、後間後半から終よ

間のものが13碁である．

後JOIの祈IEIの内壕。その他の）かの浙1!1iはいずれも1底が,izたい逆台形となっており、壕内の堆積土倍から｀符に

内壕では外側に」・・星を設けていたことが判明した．後期中頃までに設けられた内壕は南北約150m、東西約70mの

範囲、後J町後半から終末期の内染は南北約 150m、東西約90mの範囲を巡る。閃壕内の面栢は、それぞれ7800m'

と llOOOm•である.:U方形に近い消曲して不整形な平面形に巡る古内壕に較ぺ、新内壕は*Ii形に近づいかl嘩i

形に巡り、規段を拡大して掘り直される。

古JJ;l)iには西0庫i寄りの位；役に平面平円形の突Ill部が1ヶ所みられ、新I..1接には東側の人口の両側に2ヶi桁

北f1l1に1ヶ所鬱西膳に 1ヶ所の計4ヶ所で環）岱突Ill部が見られ｀その内flllに物兄櫓を設けるなど、北落の体｝どが

整ったようである。 古段陪のJJ;l)糾区画は外閲壕との間に中壕をもつ二頂の区画であっ た可能性がつよい。 内I~の

出人り口は東側の南冴りの部分に設けられ、掘り残しの陸t'lとなっている。古内壕には1ヶ所（埋めlメしの粍屈

であったため品rn時点では把肘できなかったが、環壕内；I:. 器の/1Jl:数がわずかであったため、 2ヶ所に陸屈があ
った可能性もある）、新内壕には2ヶ所設けられている．

~)糾区画の内部には、竪穴住居跡のほか、物兄櫓や特別区画の竪穴1:1:l•, (後に掘立柱建物となる）等の特異な

施設が設けられる。 区j~杉外の外閃壕外隕には麻床.Ct庫と与えられる大印の佳物跡が存在する。後期前半から終末

WIにかけてのものが60基は存(£しているものと考えられ、同時に十数棟の扁床8庫が建ち並び、物沢が集中管理
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されていたものと考えられる。この地区については将米全域の詳しい確認潤ftを実施し．掘立柱建物跡群の内容

を明らかにする必要がある。

また、外閃壕外郭線 t (,[• 心部,ti東方・古野ケり！丘駿地区Vil区束斜面）には逆伐木状のIii紺施設をf'I'う突/MS

が現れ，さらにこの突Ill部と内壕とのlnJの吉野ケ里Ii~交地区Ill区"j東部にはIll入りに1と考えられる1111口部をもつ
条滋が設けられる。この条壕は1ti側（潤曲する内側）にーI:摂の痕跡があり、 ill内郊の空間を守るための防御ライ

ンと牙えられる ． これらのことから、この突出部がJ...閃培内の染沼へ干る主要な人口の •つではないかと考えら

れる．印壕からliltした Kおから、古内壕は後JUI後半に｀祈内JQは終末期 (tE内式JUI)のうちにJり！没したものと

月えられる．

(3)~t内祁

北内祁跳ー•!ifでは、弥生時代の迅構として、翌パft居跡約75!~、掘立柱狂物跡25),!i以J:などが発掘されている。

船 :ヽr.tt.建物跡は後期以作のものが大平を占めると名えられるが、翌八1£店跡は後期tli/平のもの数Jふ後期後半か

ら終ぷlり及び占J~時代Mii!iのもの30数店である.fti内邪と違って、古)(¥時代初面まで秘落が絹統している．この

地区はrt渭Ill/頭前後から船箱が営まれ．占J(IP,?ftl/1頭に下るまで瓜落が机籟して営まれるという極めて特巽なf,(

域である。

この地区の西側(//野ケ里丘駿地区II区）や北側（吉野ケ里fr.陵地区V区）には接近した1立れでIi隕1末から後則

1]加の~,棺な鼓を I:体とした依地が営まれているが．この笈域内へ集落牧が入り込んでいないことや．集落内から

•l•JOI以降の祭祀JJJ I: 器群を多くIll1: することも注目される。

祈段階の北内邪は頂点が丸い'l'・!CuA字形をなす2条の壕によって囲まれているが、,,,壕は''rl/)而洒O!Iへ大きく

拙られていたものを、小規根に掘り変えられている．この中壕の）ぷ部の両沿にも平面方形の突/II邸が設けられて

いる， )~の断 ,Iii形態はいずれも~~が平たい逆台形となっており．壕内の堆積J.:附から．壕の外側に上盤を設けて

いたことが確認された。 A字の頂点にあたる南~_lj部には,,,,.a ・ 内壕ともに掘り残しの9俎槙のIll入り I.Jが設けられ

ているが.1,1.j者の位社は内部に向かって一直線上ではなくずらされており、襴列によって圃まれた提形に折れ曲

がって人るという 1午生時代のIll人り n施設としては特1/~な構造である。

内壕.•l•J~ でfl{直された内部には．竪穴化糾跡や．物兄梢と芳えられるものを含む掘立柱建物跡.J.: 破などが

あり.IX: 他i外には翌i(ft居や科床.(t/;11と考えられるものを主体とする掘立柱仕物跡などが!Hf.が、 f.;1)~が(f.1.£し

ていたJ9llnfに共存するものは非常に少ないと考える 北l1i郭内部の空間の中央面寄りに大型の楼屈の掘立柱の品

床建物跡が((,{f.する．規校 ・椙造的に群を抜くビ人・辻物絣であり．これまでの占野ケ且迅跡で検/J',した仕物跡の

中ではI,}も大規校である．

後！り後予に営まれた内壕と ,f,tllは終末期に雌没したものと 苓えられる 。 なお、古段階内壕の突Ill沿の束の,~,Iii

に近いf妬収から、中広形鉗父（銅父形祭器）が 1点水平にil".lかれた状態で出tしたが．祈IAi邪造常時のfl]壕埋め

JjJしの際に地鎖具として埋収されたものと考えられる

(4)/I! 頃外傭の集落

後JVIになると、 I.!壕島箱の外側周辺にも市内邪の北1i約 1.5kmの段Ii~-や他の段l召各地にも分1Y1的に渠治が形

成されるが、これらは央箔構辺やIll土品などからも閃壕区域内の応落とは格茂が、認められ、段丘周辺の低地にみ

られる『叫期の追跡を含め、拠点に対応する衛見的な出紹であると考えられる。後期後半になると、内邪1ram1の
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f:t駐が潤滅することと対応するかのように、南内郭の北方約800mO);志波屋四の坪地区の段丘」：に新たな紐落が形

成される．閲壕こそもたない岱箔であるが｀鉄器や漢式鋭片をもつものもあり、周辺の他のこの時期の集落とは

閉立た違いをみせている。また、内邪外に位収する外環壕で圃まれた内部の応落については未潤在のため和91な

点が多いが部分的な潤“によれば.2-、1棟の竪穴9屯駐に狂床!1庫が1棟でまとまりを形成するものと推測され

る．

3. ,!/Jfケ里追跡の性格とな義

占野ケ11頃9跡周辺および全囚の弥生n、9代格落との比較を通じて古nケ里氾跡の性格や慈義を把脱する．
全国の弥生時代集落跡を概観すれば、各秘箔跡間では-1-f機的なネットワークが地域内で形成されており、また．

それぞれの地域同士が政治的 ・経済的に結びついてH本の弥生社会を形づく っている．地域ネ ット ワーク内の

個々の船落では、立地や島落規校、共落情辺、集沼の継絞性、 -船落内での手エ菜生光のm~やその脱悦.11\b'~, 

の打や紋の違い、その他の,11柄などから格落lり1格差が，認められる．このような格差を検，ばすることによって.,'I 

,fケ里秘落の特色や地絨社会の中における存在泣義が理解できると考えられる。

吉野ケ里追跡が存在する1£1'.l平野東部は．脊lll1t1麓池やそこから派生した段丘群、段Iiに扶まれた谷託平野、

さらにはい91海に開けた肥沃な三角洲平野に多くの弥生吋ti:の追跡が分./iiしている。これらの追跡の分り1状況を

概観すると、酉の佐買市・郡とのm1に南北に長い辺跡の分布が怜沼な地域が（（在し．東の三筏JJ郡（西からII!令

時代の三根郡・楼父郡・店~'-郡） との間に分布が希""な部分はなく、さらに東のJ.雑柄市との問にそれがU(f.して

いる．「肥前園凪上記」には奈良的代初期に三根郡は神均郡から分かれた郡であるとあり、弥生時代においてill令

時代の神l奇・三根r,rij郡の範囲（現在の神埼郡と：：：：茂晶郡西部の 1:.峰町 ・三根町、佐約Ii述池町周辺、佐rm濯塙
町一{i})で政治的 ・経済的 ・文化的な一つのまとまり（「国」） が{7-在していたものと考える．

吉野ケ里辺跡は、肥沃な平野を背奴に．弥生時代前191から地域の社会的主祁術をもち、弥生時代•1•191に おいて

地域 （「国」） の中核秘落となり．弥生時代後期になって地域の中核的大規校集洛として完['1jされた集格であると

位紅づけられる。集箔の規校や構造．施設や出上品の内容などから、弥生時代後期の吉'fケ里迫跡は佐Ti平野束

部の中では際だった岱落であり．集fl性や防御施設の存在．祭祀の島のイ'f.、手工業生陀のat.£などの陥rli的な

要索も多く内包している。

閲辺の瓜落分布をみると、 1寺に後lり後半から終末IOIにおいて、古野ケ里秘落から半1蚤2rの範囲にuf!酎性が濃

いものを含めると ヽI ヶ 所の、半径 ヽ1kmの範llllにはさらに 2 ヶ所のJ,11~迅沼が存在し、戦略的視点からみると、 F怜

路と淘からの河川交通の要衝をおさえ古野ケ里集落を防衛するという、理にかなった分布（祀；wと考えられる．
周辺に存化が想起されるいわゆる店地性恥落の確，認は今後の課閲である。

地成紐箔群を構成する集落の規校や壻近の違いについては、純腹村的な小規校秘落跡から中 ・大規校な史落跳

というような規1',!や聞壕の：n無などの格差が存在している。集落1r.地については、吉野ケ!P.Jrl跡の場合、段l'r.の

糾が広く（南部で約 500m-700m)、1肌Jliilrこ段丘li!が発達しており防御的な応昧合いのつよい立地と考えられる。

また、段reの東褐部にmこT，川、 西裾部に貝川、さらに西力に三本松川などの河川のrftfは、物打の大r.t輪送の設
点からも優位な立地と考えられる。

弥生時代の集箱跡には一時的なもの、 1析絞的なもの．絹絞的なものの三名がある 。 吉野ケ里辺跡は弥'I~時代令

時期をにわたって組紐するが、佐釘平野全体をみても長期継絞型の集落は佐買郡大和町惣極迫跡や、B栖rli柚比迅

跡群、小城郡三0月町土生迅跡などの中核的染紹に限られる。周辺の弥生時代必地を既観しても、東n扱村三iV.

-90-



,/{Fil迅跡や．三沢基祁J:峰町と束行鋲村にまたがる二塚1J.1遺跡など多数の涎式鋭や大陸製鉄製武岱などの副杵品

をもつ糾地は長期説絞の総地である。他の環壕集落は、 1折絞的あるいは一時的に存在したものであり、古野ケ里

道路とは性格を箕にしている。この点からも、吉野ケ里紐格がかなり広範圃な地域の中において．長期間にわた

って9う））をもち絞けた集箔であったと含うことができる。全国的にも中核紐落として芳名な奈良県店古 ，鑓迅跡

や'1'-"!fりj ・冶宙辺跡．及崎~;\,原の辻辺跡、福岡~;し比恵 ，那/if追跡なども．前期から後JOIの長J9JIりJにわたって営ま

れた継絞型集新である。

弥'!:Pl代の梨落内の予1:菜生殺については、 ~1銅岱・ガラス製品・綜物・石製品 ・ 木製品・鉄製品などなど

様々なものが考えられるが、佐打平野において特徴的なものは','1銅岱の生程である。古野ケ里迅跡では中）UI初頭

から後月IIJJ頭までの刻やオ、巳形鉗器などの石製鎌型がこれまでに1点111:1:している。この巾にはJ,l古式の細彫

形式のものも含まれており佐行平野での，'1銅器生性の先追性を!llr実に物語った。また、前間の環壕l'R-1からIll

I: した収瓶や籍羽口らしいJ:製品は、 さらに古い時期での生殺の可能忙を示している．吉野ケ里秘裕では廿銅器

のほかに鉄おのJAi工やガラス製品・ '11.(r,や大麻布の生殺の'ii/能性もある。古野ケ里遺跡はじめ店古・鍵迫跡、大

阪府の池」・・・け根辺跡や鬼1N-川辺跡・東奈良旧跡．兵庫!\lm能辺跡、福岡駄須玖辺跡群など地域の拠点 ・ •1•核的

兄箔では，'1銅笞を主体とする金屈器製近などの手工業生殺がなされ、集落発展の経済的駐盤になったと考えられ

る。 地域絡落群の個々の絡落から出：I: する泣物の秘や内についても格差が迎える．大規段かつ中核的な船始跡

からは、大Jilの弥生土器をはじめとする様々な遵物が111土するが、環壕が無く,,ヽ 規校になるに従って鉄岱の/Jl:i:

数が祓少する(1[(1:,1がある。宙Jfケ里躾落内部でも．後期の場合、南北両内祁跡周辺と他の拓蕗跡とではIll.I:.品に

ついてのf,t.itの違いが判行であった。北部九州や近畿地方の田壕梨落などの中核紐落と環壕をもたない一般の

秘紹とは.,'1銅器（鋳型も含む）や鉄器その他のJ'.t頂な文物の出上の打烹あるいは/1¥J:数の多少によって格差

が窺える．ちなみに弥生時代後期の占野ケ里船落の南北両内邪周辺では、 Cl具 ・エ具・武器など多祉にわたる鉄

器が多<Ill土したが．市内邪跡に比べ北内邪粉では数的に工具の占める割合が高かった。

これまでの潤tゃ分析成果をもとに、古野ケ里迫跡の紐落形成についての考えを述べたが．以上のことをまと

めると吉野ケ里船沼は次のような柑代をもつ岱落であったと指摘するこどが可泥である．

・弥生時代前J#lliil半から後期終未J91にいたるまで、南部 (Ill手二本I.II*地区II区 ・古野ケillJi陵地区vn区）の前
期の印壕集蕗を中心に規民を拡大しながら変化• 発9炎していった此期縫続秘沿である．

・弥生II.¥>代後期のJl'!壕集活の規校は40haと（ク買平野のみならず、全国的にみてもずば抜けた規殷をもつ集落であ

った．

・ 弥生時代の生殺利因として極めて打頂な鉄岱がJfl壕火沿跡oJ•心部を'"心として多種 ・多様にわたl'.)/lll:してい

る。鉄沼と並び、祭りの道具や絡地への：,Ill絆品として貨頂な地位をもつ ~t銀器の鋳型が多く発見されており、

少なくとも •l'IOIW頭から 一日して,'/鉗芯生陀がおこなわれていたと考えられる ． このほかにもガラス製品．紺

繊物などの f・エ笈'l,~li品がIll I: している以外にも、南洵粒貝製腕輪など広く父易がおこなわれていたと推定で

さる辺物も多数Iii土している。

. . 船の開作形態とは際·立った違いをみせるJ(l丘経が•I•期1ii/半に築造され、これに対する祭祀が後期に至るまで

継紐されている。さらに後期後半には北墳丘終の面前方に祭殿を忠わせる大型掘立l.l:辻物を内部に収く特殊I込

，r,j (北内祁）が成立するなど、周辺の紐沿にはみられない大規校で特殊な祭祀的施設が存{f.する。
• これらの特代は、まさに弥生時代の中核的大規段船落の9与性そのものである。
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• また周辺染治の状況をみると．古野ケlli遺跡が中核的大規校ll!{iiとしての形態を整える弥生時代後期には、ヽ'.f

野ケ里の周辺で交通や'1ll!J((f.Jに吸衝と思われる均所に環){I駁沼が立地し、さらにその周辺には環壕をもたない

一般集沿が分イIiする様子を窺うことができる．

• こうした紐硲の{f.りガから、弥生時代後期のI生買平野東部では、 ~{iii/IIの附附化が迎行し、各1111附の島新がfr

機的に結びつきながら、ビラミ ッド的な地填的社会 ffljJJ)を構成していたと考えることができる"

・r'iff, 刈辺跡は、そのITI点に位収する紐落跡であり、その成立の1f穀には、佐打平野の,i~t 、関業牛旅}/と、 II\

上追物にみられる鉄芯.i'I鉗硲、絹磁物などのr,x某生産や他地牧との交易さの活発な経済活動．それにJf¥fr.
俎祭祀等に代必される独白の祭祀的11!1/雑賎によって形成されていった部（種）族社会の成熟があったと推寮で

きる．

いずれにせよ，未滋介地区である段斤:ifi部や段Ii:洒の水Ill地常の発掘潤代さらには広椒的な，,rnをおこない、
既.J,釦辺跡の再評価などと合わせ、吉野ケ9印旧跡のもつ内容の把握に努めなければならない．

なお．本文は.l<I営吉野ケ里歴史公l糾整紺，廿画策定のために. ill設行九州地方建投局1•11:t;!1'fケ 'fl歴史公園 i:

,,n, 務所が開催している 「国営古ffケ里歴史公園建物容復元検M委目会（エ伐圭ポ姿R長）」や佐竹屈教'ff委U会
が開催しているいmケ里迂跡建物等復元研究会」の委いの巾のf.~にエ藉こじl;t(Wi1!I業屈等専1"1学校1::) • k 

塚柑校（国立民族学博物館第1研究部教投）小fl)窪士雄（幅岡大学人文学沿教投） ・金1月恕 (X.理人ダ文学吊教

授） ・小林遠雄（閑収院大学教授） ・小泉柑子（生汗史研究所代表） . i¥'1i!t洋彰（屈南学院大学文?・1'.lll枚授） ・ 

UI小淡（京昴K学人文科学研究所枚授） • 西谷正（九州大学文学渫教投） • 宮本長=mc束成ltl立文化財研究所
困院文化財保({-修復協力七ンクー長） ・H武ti- (共立女子大学文学部教授）などの話先生や、力歴史閲境,11-,lii

研究所の秋1l1fll雄・小1.11久芥子両氏からの教示や討論、また濶在員拍氏との様論の成火に期するところがKきい

国営古野ケ出歴火公園建物等復元の検，甘結果については、建設行九州地方建設局国営古ffケ里歴史公園J:ijPJ>務

所から化I営吉野ケ里歴史公園建物守復元検討j1在報告；!I」として、平成8年HIにT11行されている．
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